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シ
|
ボ
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日
開

全
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光
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。
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日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
二
十
一
巻

第
四
号

・
昭
和
五
十
年
十
月

昭
和
五
十
年
五
月
二
十
四
日
受
付

『シ
ヨ

メ
ー
ル
百
科
』
(
『
厚
生
新
編
』
〉

『
植
学
独
語
』
の
関
連

• 

『
植
学
啓
原
』
• 

矢

部

良E

一
、
は

じ

め

江
戸
後
期
に
舶
来
し
た
『
シ
ョ
メ
l
ル
百
科
』
蘭
語
版
は
、

そ
れ
を
読
解
し
た
蘭
学
者
達
の
西
欧
科
学
受
容
に
直
接
的
に
大
き
い
影
響
を
与

え
た
が
、

さ
ら
に
は
、

そ
の
翻
訳
者
達
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
門
弟
、
友
人
な
ど
の
周
囲

( 1 ) 

幕
府
の
『
厚
生
新
編
』
へ
の
翻
訳
事
業
に
よ
り
、

の
人
達
に
ま
で
間
接
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
宇
田
川
橋
落
(
一
七
九
八
J
一
八
四
六
〉
は
文
化
十
四
(
一
八
一
七
)
年
二

十
歳
の
折
、

『
シ
ョ
メ

l
ル
百
科
』
蘭
語
版
を
読
み
、
始
め
て
西
欧
近
代
植
物
学
を
知
っ
た
w

そ
れ
以
後
、
彼
は
西
欧
植
物
学
の
受
容
紹
介
に

努
め
る
事
と
な
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
文
政
九
(
一
八
二
六
)
年
か
ら
、

て
い
る
。

『
シ
ョ
メ
l
ル
百
科
』
蘭
語
版
の
『
厚
生
新
編
』
へ
の
翻
訳
に
参
加
し

啓
原
』

本
稿
の
目
的
の
一
つ
は
『
シ
ョ
メ

l
ル
百
科
』
蘭
語
版
の
日
本
へ
の
影
響
の
一
例
と
し
て
、
宇
田
川
椿
奄
の
場
合
を
示
す
と
共
に
、

(
天
保
四
〔
一
八
三
=
一
〕
年
成
刻
、
天
保
五

『
植
学

〔
一
八
三
四
〕
年
刊
)
の
参
考
書
の
一
つ
が
『
シ
ョ
メ
l
ル
百
科
』
蘭
語
版
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

熔
巷
の
手
書
き
本
『
植
学
独
語
』
は
『
植
学
啓
原
』
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
に
け
常
論
者
は
、

『
植
学
啓
原
』
の
た
め
の
習
作
本
の
一
種
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
今
回
、
両
蓄
の
本
文
中
の
共
通
対
応
す
る
記
述
を
探
し
出
し
、
そ
の
説
の

『
植
学
独
語
』
が
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証
拠
の
一
つ
と
し
て
示
す
こ
と
も
本
稿
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
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一一、
『
シ
ョ
メ
l
ル
百
科
』
と
格
篭
の
植
物
学
書
と
の
関
連

『
シ
ョ
メ

l
ル
百
科
』
蘭
語
版
と
格
巷
の
植
物
学
書
と
の
関
連
を
追
及
す
る
た
め
に
は
、

『
シ
ョ
メ

1
ル
百
科
』
蘭
語
版
の
原
本
そ
の
も
の

を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
論
者
に
は
現
在
そ
の
余
裕
が
な
い
。
そ
れ
故
、
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、

訳
書
『
「
厚
生
新
欝
と
椿
奄
の
植
物
学
書
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
対
応
す
る
個
所
を
探
し
て
見
た
。
棺
稽
の
植
物
学
書
と
し
て
は
、

『
植
学
啓
岡
町
と
『
植
学
独
欝
を
用
い
た
。

『
シ
ョ
メ
l
ル
百
科
』
蘭
語
版
の
翻

1 

『
厚
生
新
編
』
第
四
十
九
巻
(
大
槻
茂
禎
玄
沢

・
字
国
川
漢
玄
真
訳
校
)
に
は
、

「乾
膳
花
良
法
」
と
い
う
章
が
あ
る
。

「
乾
暗
花
の
製
法
は
既
に
此
書
の
二
百
十
一
葉
の
花
の
条
に
集
録
す
と
雄
も
今
叉
花
類
の
生
色
を
失
は
ず
乾
し
貯
ふ
る
良
法
を
左
に
述
て
好

事
家
の
賞
翫
に
備
ふ
。
是
即
ち
「
リ
ッ
ト
ル
、

ロ
l
ベ
ル
ト
、
ソ
ウ
ト
l
ウ
エ
ル
」
似
の
発
明
し
示
す
法
な
り
。
即
ち
左
の
如
し
。

マ
ダ

鎮
版
二
枚
を
作
り
長
さ
八
寸
、
或
は
一
尺
許
、
潤
は
そ
の
長
さ
に
応
じ
て
適
宜
に
す
。
厚
さ
は
境
み
勾
る
こ
と
な
き
程
に
し
其
版
の
四
隅
に

ネ

ヂ

ネ

ヂ

穴
を
穿
ち
是
に
各
々
螺
旋
を
設
け
二
枚
合
し
て
是
を
転
換
し
て
能
く
緊
固
に
押
着
せ
し
む
る
や
う
に
作
る
ベ

し
。

湿
雨
な
き
晴
和
の
日
中
に
其
乾
措
し
て
貯
ん
と
欲
す
る
花
を
摘
み
採
り
紙
に
載
せ
、
其
弁
等
茎
等
を
能
く
伸
し
揃
へ
て
折
れ
縮
む
こ
と
な
か

( 2 ) 

ら
し
め
、
殊
に
穀
損
す
る
所
な
き
ゃ
う
に
意
を
用
ふ
ベ
し
。
文
其
茎
柄
甚
だ
太
き
も
の
は
押
し
て
肩
平
に
す
べ
し
。
次
に
其
花
の
上
下
に
紙
を

本

ヂ

覆
ひ
敷
き
是
を
右
の
鎮
版
の
聞
に
爽
み
、
四
隅
の
螺
旋
を
転
涙
し
て
緊
切
に
押
搾
し
、
是
を
温
援
気
甚
し
か
ら
ざ
る
竃
内
に
入
れ
置
く
こ
と
一

時
許
に
し
て
取
り
出
し
、
焼
酒
と
「
ス
テ
ル
ク
ワ

l
ト
ル
」
と
等
分
に
合
和
し
た
る
液
を
筆
に
泊
し
て
綿
密
に
其
花
に
塗
り
、
是
を
綿
布
の
聞

に
爽
み
て
徐
々
に
押
し
て
其
湿
気
を
尽
く
除
き
去
り
、
次
に
少
許
の
血
相閣
を
水
に
溶
し
毛
の
細
き
筆
を
以
て
其
花
弁
に
遍
く
塗
る
ベ
し
。
但
し



甚
だ
濃
く
塗
る
こ
と
な
く
且
つ
厚
薄
な
き
ゃ
う
に
塗
布
し
、
花
の
上
下
に
清
き
紙
を
当
て
、
又
右
の
鏡
版
に
爽
み
暫
く
し
て
取
出
す
べ
し
。
」

さ
ら
に
、
第
五
十
八
巻
(
字
国
川
棺
帯
、
字
国
川
瑛
玄
真
訳
校
)
に
は
、

「
左
に
暗
葉
帖
の
造
法
を
略
説
す
。
措
葉
帖
を
造
る
に
四
個
の
要
件
あ
り
、
学
者
須
く
知
る
べ
し
。
即
ち
、

「
措
葉
帖
」
と
い
う
章
が
あ
る
。

第第

採
収
の
時
宜
、

植
物
を
乾
踏
す
る
法
、

第第
四三

臆
草
を
紙
に
修
す
る
法
、

踏
草
を
勝
葉
帖
に
編
す
る
順
序
、

等
な
り
。
」

右
の
引
用
の
如
く
、
こ
の
章
の
内
容
は
措
葉
帖
作
製
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
章
の
中
の
措
葉
に
す
る
た
め
の
植
物
の
採
取

法
の
記
述
を
引
用
す
る
。

第

採
収
の
時
宜
。
九
そ
植
物
は
種
属
に
従
て
花
実
の
時
を
異
に
す
、
故
に
花
時
を
候
て
花
を
連
ね
て
採
り
、
又
結
実
の
時
に
於
て
其

( 3 ) 

熟
実
子
室
を
連
ね
て
採
る
ベ
し
。
是
れ
其
大
意
な
り
、
叉
採
収
の
時
刻
に
於
て
は
大
抵
晴
好
の
日
を
択
み
、
日
出
の
後
二
三
時
よ
り
午
後
七
時
、

或
は
七
時
半
に
至
る
べ
し
。
雨
露
等
に
濡
れ
ざ
る
を
貴
ぶ
。
濡
れ
た
る
者
を
取
り
乾
賭
す
れ
ば
自
然
へ
の
美
色
槌
し
て
乾
け
ば
、
皆
黒
色
と
な

る
放
な
り
。

又
、
夏
月
盛
暑
の
候
、
草
葉
、
木
枝
も
採
て
堆
積
泊
欝
せ
し
む
る
こ
と
勿
れ
。
乾
膳
し
て
美
な
ら
ず
、
故
に
採
薬
家
筒
子
の
彼
此
に
小
孔
を

鎖
聞
き
、
其
内
面
に
水
を
濡
し
て
此
に
草
花
の
枝
を
納
め
携
ふ
ベ

し
。

一
日
、
或
は
其
余
も
萎
表
す
る
こ
と
無
し
。」

次
い
で
、
こ
の
章
の
〔
第

植
物
を
乾
措
す
る
法
〕
を
引
用
す
る
。

「
植
物
の
小
な
る
者
は
全
苗
、
大
な
る
者
は
適
意
の
枝
を
取
り
て
葉
不
潔
な
る
は
水
に
て
洗
浄
し
、
土
あ
る
を
ば
其
掃
ひ
去
り
、
漉
紙
崎
一
時

耕一此

上
に
置
て
、
花
葉
を
展
開
し
、
勉
て
自
然
の
形
状
に
倣
ひ
、
毎
葉
の
上
に
鉛
の
小
鎮
子
を
置
て
是
を
日
光
に
乾
す
こ
と
、
少
時
其
後
鉛
の

鎮
子
を
徹
て
、
草
上
に
漉
紙
一
帳
を
覆
ひ
、
移
曜
械
は
紙
冊
の
聞
に
挟
み
平
坦
な
る
卓
上
に
排
置
し
、
鎮
子
を
以
て
圧
定
す
べ
し
。
鎮
子
は
初

め
は
軽
き
を
宜
し
と
し
、

漸
く
重
く
す
べ

し
。
或
は
圧
車
に
か
く
べ

し
。
如
此
し
て
日
々
重
紙
を
去
り
て
日
光
に
爆
し
乾
し
、
文
圧
し
乾
し、
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叉
圧
す
。
数
次
の
後
全
く
乾
く
を
候
ひ
、
措
葉
帖
に
謬
貼
す
ベ
し
。

別
種
の
草
木
を
同
く
圧
車
に
か
け
、
或
は
鎮
定
す
る
に
は
其
草
の
聞
に
移
雌
紙
、
或
は
漉
紙
数
重
を
置
て
鎮
定
す
ベ
し
。
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草
茎
木
枝
、
或
は
花
頭
の
球
大
な
る
者
は
万
を
以
て
半
面
を
載
り
薄
く
し
、
甘
穴
裁
処
を
紙
に
貼
す
ベ
し
。
」

と
こ
ろ
で
、
『
植
学
啓
原
』
巻
之
二
の
「
花
」
の
章
に、

膳
花
の
方
法
の
記
事
が
あ
る
。

お

し

ぼ

な

ね

じ

の

あ

な

「
近
世
、

措
花
の
法
有
り
。
其
の
法
は
鉄
板
両
片
を
造
る
。
方
各
々
尺
許
、
其
の
四
隅
に
牡
螺
各
一
を
穿
つ
。
花
を
措
さ
ん
と
欲
す
る
者
、

日
中
花
枝
を
取
り
制
抑
制
…
仲
畑
一
日
伯
母
川
一
一
一
諸

ω担
材
一

mr崎
氏
勺
厚
紙
之
を
爽
み
、
更
に
粗
紙
三
十
帳
を
以
て
上
下
よ
り
之
に
伊
て
、
之
を
鉄
板
の

間
に
爽
み
、
山
山
知
隣
町
叫
ぃ
、
軽
々
と
櫨
上
に
供
る
こ
と
一
二
時
。
花
、
乾
脂
す
る
を
候
ひ、

放
閉
し
て
花
を
取
り、

軟
毛
筆
粗
削
減
湾
を
以
て

そ
の
い
る

薬
水
市
叩

ι哨
靭
れ
ん
抑
制
…
村
一
時
戸
、
せ
を
塗
り
、
乾
き
て
後
、
紙
冊
の
聞
に
貯
ふ
。
紅
白
黄
紫
、
日
を
経
て
漁
ら
ず
、
真
に
奇
法
な
り
。
」

ま
た
、

『
植
学
独
語
』
の
「
西
洋
に
は
措
葉
の
み
な
ら
す
措
花
も
あ
る
事
」
の
章
で
、
棺
奄
は
脂
花
措
葉
法
を
述
べ
て
い
る
。

「
西
洋
の
措
葉
も
さ
し
て
呉
る
事
あ
ら
す
。
た
与
な
る
た
け
花
を
添
て
措
し
、
刷
紙
を
多
く
重
き
物
に
て
鎮
圧
た
る
の
み
に
て
措
法
に
仔
細

( 4 ) 

な
し
。
叉
花
の
み
脂
し
、
久
を
へ
て
色
の
変
せ
ざ
る
法
も
あ
り
。

膳
花
の
法
と
称
す
ベ
し
。
其
法
方
八
寸
或
は
尺
許
の
鉄
板
二
枚
を
造
り
四
隅

に
蝦
釘
を
施
し
、
担
措
ん
と
思
ふ
花
を
日
中
の
露
な
き
時
に
花
輪
計
摘
み
、
或
は
茎
葉
を
連
て
採
り
、
粗
き
校
は
利
万
に
て
両
面
よ
り
剖
き
て

ふ
た
つ
に
お
り
た
る
厚
紙
に
挟
み
、
其
両
面
よ
り
浄
紙
二
三
十
枚
を
あ
て
て
右
の
鏡
板
の
間
に
挟
み
四
隅
の
螺
釘
を
旋
定
め
、
火
桶

薄
く
し
、

の
上
に
て
適
宜
く
実
る
こ
と
一
時
計
、

よ
く
乾
き
て
後
踏
た
る
花
を
焼
酒
、
強
水
各
半
の
薬
汁
を
庇
毛
筆
に
て
塗
り
乾
き
た
る
綿
布
に
て
薬
汁

を
乾
し
、

叉
浄
白
の
紙
聞
に
貯
ふ
。
如
是
す
れ
は
久
し
く
蔵
し
て
天
然
の
美
色
変
す
る
事
無
し
。
苓
大
に
し
て
厚
き
花
は
苓
を
去
る
。
其
他
時

に
取
り
て
の
意
匠
あ
る
べ
し
。」

こ
れ
ら
の
引
用
文
を
比
較
照
合
し
て
見
る
と
、

『
厚
生
新
編
』
第
四
十
九
巻
「
乾
措
花
良
法
」
と
『
植
学
啓
原
』
巻
之
二
「
花
」
及
び
『
植

学
独
語
』
の
「
西
洋
に
は
措
葉
の
み
な
ら
す
暗
花
も
あ
る
事
」
に
あ
る
文
章
が
大
変
類
似
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
か
ら
、
棺

者
は
『
植
学
啓
原
』
や
『
植
学
独
語
』
の
措
花
措
葉
法
の
記
述
に
、

『
シ
ョ
メ

l
ル
百
科
』
蘭
語
版
の
当
該
記
事
を
参
考
に
し
た
も
の
と
考
え



ら
れ
る
。

ま
た
、

『
厚
生
新
編
』
第
五
十
八
巻
の
「
措
葉
帖
」

の
記
事
は

「乾
脂
花
良
法
」

と
は
や
や
異
な
っ
た
内
容
で
あ
り
、

よ
り
詳
し
い
。
だ

ヵ:

『
シ
ョ
メ

l
ル
百
科
』
蘭
語
版
の
こ
の
項
に
つ
い
て
も
、
前
記
の
『
植
学
啓
原
』
や
『
植
学
独
語
』
の
記
述
の
内
容
、
例
え
ば
、
万
で
校

を
け
ず
る
事
な
ど
の
記
載
か
ら
見
て
、

格
惑
は
、
或
程
度
参
考
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
徳
学
独
語
』
の
「
植
学
及
び
採
薬
旅
行
に
有
用
と
す
る
書
籍
器
械
の
事
」
の
意
で
、
椿
奄
は
、
時
葉
帖
も
そ
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
。

ト
ヂ

「脂
葉
帖
は
糊
気
な
き
堅
紙
を
績
て
書
冊
の
如
く
し
、

薄
板
を
表
紙
と
し
脳
の
処
よ
り
緒
を
付
て
、

毎
次
に
か
た
く
縛
す
る
や
ふ
に
す
へ

し
。」さ

ら
に
、
こ
こ
で
、
椿
奄
は
薬
鑑
と
花
筒
を
挙
げ
、

る
記
載
を
な
し
て
い
る
。

『
厚
生
新
編
』
の
「
踏
葉
帖
」
の

第

採
収
の
時
宜
〕

の
末
尾
の
記
述
に
対
応
す

「薬
鏡
花
筒
は
採
薬
旅
行
の
時
、
殊
に
携
ふ
へ
し
。
薬
鎗
は
常
に
も
此
方
に
あ
り
。
花
筒
は
銅
に
て
竹
筒
の
如
く
造
り
、
上
下
を
閉
鍍
し
其

( 5 ) 

， 

筒
の
身
三
分
一
許
を
扉
と
し
開
閉
自
在
な
ら
し
め
、
扉
に
牝
牡
針
を
設
く
。
こ
れ
に
採
得
た
る
草
木
の
校
を
納
る
与
な
り
。
よ
く
水
を
噴
濯
す

れ
ば
三
四
日
を
経
て
も
萎
ま
ず
。」

2 

『
厚
生
新
編
』
第
四
十
九
巻
(
大
槻
茂
偵
玄
沢

・
宇
田
川
瑛
玄
真
訳
校
)
の
「
葉
説
の
二
」
に
、

〔薬
及
び
実
の
間
骸
を
造
る
法
〕

と
い
う

項
目
が
あ
る
。

「
好
事
の
人
、
葉
の
措
骸
を
造
り
愛
玩
せ
り
、
こ
れ
を
以
て
全
葉
の
筋
駄
の
条
理
を
明
ら
か
に
観
る
こ
と
を
得
る
な
り
。

其
法
葉
の
能
く
成
長
し
て
脊
々
た
る
も
の
を
取
り
桶
に
入
れ
水
を
注
ぎ
加
へ
浸
す
こ
と
数
十
日
に
し
て
漸
々
朽
腐
す
る
に
至
る
。
但
し
是
を

浸
す
聞
に
其
水
減
ず
る
と
き
は
益
々
加
へ
其
葉
常
に
能
く
水
に
浸
る
や
う
に
す
べ

し
。
斯
の
如
く
し
て
一
個
月
、
或
は
二
個
月
を
経
る
と
き
は
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自
ら
軟
柔
と
な
り
、
葉
の
表
膜
自
ら
離
れ
去
る
な
り
。
是
に
於
て
鉢
に
温
湯
を
盛
り
是
に
葉
を
入
れ
て
洗
ふ
こ
と
半
時
許
に
至
れ
ば
葉
の
肉
尽
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く
脱
去
し
て
終
に
其
筋
駄
の
み
残
り
て
即
ち
葉
の
骸
骨
と
な
る
な
り
。
此
術
の
巧
拙
あ
る
は
専
ら
其
棄
の
腐
り
加
減
に
因
る
も
の
な
り
。
但
し

葉
の
性
に
因
て
腐
る
に
日
数
の
長
短
あ
り
、
放
に
各
々
水
に
浸
し
試
み
て
腐
敗
の
度
を
計
る
ベ
し
。

其
葉
能
く
腐
り
た
ら
ば
先
づ
其
表
膜
を
徐
々
に
剥
ぎ
去
り
次
に
其
肉
様
の
揺
軟
の
も
の
を
除
き
骸
骨
と
為
し
、
是
を
紙
上
に
排
列
し
風
乾
し

其
後
徐
々
に
荊
み
振
ふ
て
露
軟
の
質
を
去
り
、
脂
骸
の
み
と
為
す
べ
し
。

此
法
に
由
て
林
檎
、
梨
子
、
桃
李
、
等
の
果
実
も
措
骸
と
為
す
べ

し
。

さ
て
、

(
後
略
〉
」

『
植
学
啓
原
』
巻
之
一
に
は
、
「
葉
の
骸
骨
」
な
る
章
が
見
ら
れ
る
。

た

だ

い

ろ

い

ろ

「
葉
は
其
の
表
被
と
巴
連
を
除
去
す
れ
ば
、
則
ち
存
す
る
所
の
者
は
止
気
脈

・
液
脈
の
み
。
此
を
骸
骨
と
名
づ
く
。
物
理
を
好
む
者
、
各
種

ひ

た

パ

ν
γ

〈
さ
る

の
骸
骨
を
造
る
。
其
の
法
は
葉
の
議
蝕
無
き
者
を
択
ん
で
、
枝
を
連
ね
て
桶
水
に
温
す
。
数
日
の
後
、
其
の
表
被
と
巴
連
と
自
ら
腰
燭
す
る
を

き
な
が

候
ひ
て
、
器
に
納
れ
温
湯
を
濯
ぎ
、
筆
を
以
て
細
心
に
之
を
洗
へ
ば
、
則
ち
表
被
と
巴
連
と
腐
り
去
り
て
泥
の
如
く
、
脈
絡
独
り
質
を
存
す
る

あ

み

ぎ

よ

く

ぼ

ん

こ
と
羅
網
の
如
し
。
之
を
紙
冊
の
聞
に
挟
み
、
水
気
乾
浄
を
倹
ち
、
取
り
て
波
穣
板
の
間
に
貯
ふ
と
云
ふ
。
」

( 6 ) 

こ
の
場
合
、

『
厚
生
新
編
』
の
翻
訳
文
は
玄
沢
や
玄
真
に
よ
る
も
の
で
、
格
蓄
に
よ
る
も
の
で
な
い
た
め
、

『
植
学
啓
原
』
で
用
い
た
用
語

と
異
な
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
橋
落
は
、
表
膜
を
表
被
、
肉
を
巴
連
、
筋
詠
を
脈
絡
と
し
、
さ
ら
に
脈
絡
(
葉
脈
の
こ
と
)
の
つ
く

り
を
具
体
的
に
気
脈

・
液
脈
か
ら
な
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
両
者
の
文
脈
は
ほ
ぼ
類
似
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、

尾
に
も
、
葉
や
実
の
骸
骨
の
記
述
が
あ
る
。

『
植
学
独
語
』
の
「
西
洋
に
は
措
葉
の
み
な
ら
ず
膳
花
も
あ
る
事
」
で
の
末

「
其
他
葉
或
は
実
の
脈
路
計
り
を
取
り
、
貯
ふ
る
の
法
あ
り
。
こ
れ
を
葉
の
骸
骨
、
突
の
骸
骨
と
称
す
。
初
学
児
輩
に
益
あ
ら
ざ
る
が
故

に
、
こ
こ
に
略
す
。
」



3 

さ
ら
に
、

『
厚
生
新
編
』
第
四
十
七
巻
(
宇
田
川
橋
落

・
大
槻
茂
禎
玄
沢
・
宇
田
川
瑛
玄
真
訳
校
)
の
「
卵
巣
」
に
は
、
植
物
の
受
粉
に
つ

い
て
の
文
章
が
あ
る
。

「
諸
草
木
の
花
に
於
て
は
其
雄
花
、
甚
だ
雌
花
と
遠
く
離
る
様
子
は
下
に
懸
垂
す
る
雄
花
を
以
て
雌
花
と
離
れ
て
種
子
を
生
ぜ
し
む
。
楊
樹

も
亦
雌
雄
相
離
る
と
雌
も
雄
花
を
以
て
雌
花
に
種
子
を
生
ぜ
し
む
。
又
黄
楊
樹
の
類
は
雌
雄
相
隔
つ
こ
と
数
里
な
れ
ど
も
雌
花
に
雄
花
の
蕊
粉

を
受
け
て
実
を
結
ぶ
こ
と
怯
し
む
に
足
ら
ず
」

『
植
学
啓
原
』
巻
之
二
の
「
花
精
、
柱
頭
に
入
る
」
で
は
、

「榛

・
栗

・
槻
の
如
き
、
則
ち
雄
性
の
葉
実
は
必
ず
上
枝
に
在
り
。
雌
夷
は
必
ず
下
枝
に
在
り
て
、
市
し
て
其
の
粉
雨
を
受
く
。

う

あ

き

お

ぎ

め

F

寵
稜
莱

・
大
麻
の
如
き
は
則
ち
雄
木
、
雌
木
有
り
。
雄
雌
は
地
を
異
に
し
て
能
く
種
子
を
生
ず
。
或
は
云
ふ
、
雄
木
の
花
精
は
風
に
吹
か

と
こ
ろ
で
、

( 7 ) 

れ
、
僅
に
十
五
里
以
外
に
達
す
る
の
み
。
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
。

両
蓄
の
挙
げ
る
植
物
は
異
な
る
が
、
説
明
し
て
い
る
内
容
は
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

一
方
、

『
植
学
啓
原
』
の
記
述
の
最
後
の
所
は
、
伊
藤
圭
介
の
『
泰
西
本
草
名
疏
』
附
録
下
(
文
政
十
二
、

一
八
二
九
)
の
「
二
十
四
綱

解
」
の
文
章
、

「
雄
本
雌
本
ノ
遠
ク
隔
タ
ル
モ
ノ
ニ
於
テ
彼
ノ
花
粉
ノ
及
プ
ヤ
十
五
里
山
市
ン
針
組
組
か
均
一
外
ト
難
モ
感
通
シ
此
ニ
達
ス
。
」

と
殆
ん
ど
同
一
で
あ
り
、
彼
等
が
参
考
に
し
た
も
の
の
共
通
性
を
思
わ
せ
る。

以
上
僅
か
三
例
で
あ
る
が
、

『
厚
生
新
編
』
と
橋
落
の
植
物
学
書
『
植
学
啓
原
』

・
『
植
学
独
語
』

と
の
聞
で
類
似
共
通
す
る
個
所
を
挙
げ
て

見
た
。

比
較
照
合
し
た
結
果
、

措
花
暗
葉
法
と
葉
や
実
の
措
骸

(
葉
や
実
の
骸
骨
)
に
つ
い
て
は
、

両
者
の
類
似
共
通
性
が
非
常
に
強
く
、
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搭
惑
が
『
シ
ョ
メ
l
ル
百
科
』
蘭
語
版
も
参
考
に
し
た
事
が
推
測
さ
れ
る
。
受
粉
の
し
く
み
に
つ
い
て
も
、
そ
の
可
能
性
が
大
い
に
う
か
が
え

324 

る。

『
植
学
啓
原
』
と

『
植
学
独
語
』
と
の
関
連

『
植
学
啓
原
』
と
『
植
学
独
語
』
の
記
述
の
中
か
ら
も
、
お
互
い
に
、
非
常
に
類
似
し、

共
通
対
応
す
る
個
所
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

1 

『
植
学
啓
原
』
巻
之
一
の
『
属
種
』
の
章
の
中
に
は
、
分
類
検
索
法
の
記
事
が
あ
る
。

「
万
類
を
“
記
載
す
る
は
、
す
べ
か
ら
く
属
を
分
ち
種
を
分
つ
ベ
し
。
こ
れ
を
一
卒
を
大
軍
中
に
索
る
に
響
ふ
。
た
だ
し
其
人
年
庚
幾
十
、
何

ぼ
つ
か
い
〈
ば
ん
ぐ
み

色
の
胃
を
被
り
、
其
面
貌
某
生
に
肖
た
り
と
言
ふ
は
則
獲
易
す
か
ら
ず
。
某
人
、
大
将
某
君
の
旗
下
第
幾
隊
に
あ
り
と
言
ふ
が
如
し
。
し
か
し

も
と
む

て
後
、
年
紀

・
胃
色

・
面
貌
を
挙
て
、
し
か
し
て
之
を
物
色
れ
ば
、
則
ち
索
め
易
し
。
第
幾
隊
と
言
ふ
は
、
即
ち
種
属
を
分
か
つ
な
り
。」

( 8 ) 

一
方
、

『
植
学
独
語
』

の
「
物
の
形
状
を
記
す
る
は
徒
に
詳
密
な
ら
ん
よ
り
は
、

た
だ
其
徴
を
記
す
る
を
宗
と
す
へ
き
事
」
の
章
の
中
に
、

『
植
学
啓
原
』
の
記
述
と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
。

-一-Y
ソ
ウ
ガ
や

「
一
ニ
者
の
形
状
を
記
す
る
。
猶
肖
人
書
を
記
す
る
か
如
し
、
其
要
す
る
処
は
物
色
し
安
か
ら
し
む
る
に
在
り
。
最
丁
寧
詳
密
を
宗
と
す
。
然

れ
と
も
先
ッ
そ
の
要
と
す
る
徴
を
挙
て
大
経
を
建
て
、
経
中
更
に
若
干
の
緯
を
設
け
緯
中
数
多
の
本
類
を
分
ち
、
本
類
中
叉
幾
多
の
分
類
を
別

ち
、
市
し
て
後
其
形
状
を
詳
に
せ
ざ
れ
ば
其
詳
密
の
形
状
転
し
て
、
却
て
疑
惑
の
媒
と
な
る
。
こ
れ
を
大
軍
衆
の
中
に
て
一
歩
卒
を
索
る
に
た

と
ふ
。
山
門
人
書
を
以
て
其
人
年
齢
幾
何
。
鼻
高
く
限
小
く
口
大
に
色
黒
く
な
ど
い
か
に
詳
に
記
す
と
も
俄
に
其
人
を
得
ず
。
叉
相
似
て
非
な
る

人
あ
り
て
是
非
決
し
難
け
ん
。
若
先
ッ
其
大
経
を
挙
て
其
兵
卒
は
大
将
某
の
旗
下
に
属
す
と
い
ひ
、
次
に
緯
を
挙
て
第
幾
位
に
居
る
と
い
ひ
き

て
年
齢
は
幾
何
容
貌
は
然
く
と
い
い
、
容
易
に
其
人
を
索
め
つ
ベ
く
且
ツ
決
し
難
き
の
う
れ
へ
な
し
。
其
如
く
三
有
は
先
γ
其
確
徴
を
挙
て
大



経
を
建
、
市
後
に
形
状
を
詳
に
す
べ
し
。
大
経
を
加
刺
摂
と
い
ひ
、
緯
を
阿
別
垣
と
い
ひ
、
本
類
を
「
ゲ
ス
ラ
ク
ト
」
と
い
ひ
、
分
類
を
「
ソ

ー
ル
ト
」
と
い
ふ
。
此
次
第
な
け
れ
ば
、
た
と
ひ
幸
に
し
て
其
物
を
的
識
す
る
事
あ
る
も
所
謂
偶
中
な
り
。」

『
植
学
啓
原
』
で
は
、
綱
・
目
・
属

・
種
と
い
う
分
類
段
階
名
を
統
一
し
て
用
い
て
い
る
が
、

『
植
学
独
語
』
で
は
、
大
経
H
綱
H
加
刺

摂
、
緯
H
目
H
阿
別
在
、
本
類
H
族
H
属
H
ゲ
ス
ラ
ク
ト
、
分
類
H
種
H
ソ
l
ル
ト
と
し
、
属
と
い
う
用
語
を
単
独
で
用
い
て
い
な
い
が
、
内

容
は
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

2 

熔
奄
は
、

『
植
学
啓
原
』

の
「
属
種
」
の
章
に
於
て
、
属
名
と
種
名
の
解
説
と
し
て
、

「
既
に
綱
を
建
て
目
を
分
て
り
。
今
、
又
更
に
属
と
種
と
を
分
つ
。
轍
へ
ば
第
五
綱
第
二
自
の
草
は
其
の
苓
五
弁
あ
り
。

セ

ノ

ポ

.
チ
ワ

ム

、

、

セ

ノ

ポ

ゲ

ス

ヲ

グ

ト

ナ

I
ム

花
弁
無
く
、
一

種
子
を
結
ぶ
と
き
は
之
を
摂
諾
剥
討
母

却剤糊一

F
と
謂
ふ
。
撰
諾
剥
は
属
名
な
り
。
摂
諾
剥
に
白
有
り
、

あ

か

ざ

る

う

だ

そ

う

y
i
ル
ト
ナ

t
ム

そ

う

み

や

う

者
を
蒙
と
為
し
、
臭
き
者
を
土
荊
芥
と
為
す
。
白
と
日
ひ
、
臭
と
日
ふ
は
其
の

種

名

な

り
。

属
名
は
公
称
の
如
く
、

五
稜
議
状
に
し
て

宮果
t主伺
私こえ
号な曹

の白
如き

( 9 ) 

し
。」と

述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、

『
植
学
独
語
』
の
「
本
類
の
事
」
で
は
、

「
本
類
と
は
一
ニ
一族
と
訳
す
。
初
に
大
経
を
建
、
次
に
緯
を
設
け
、

分
ち
方
古
今
の
異
同
あ
れ
と
も
林
郷
斯
の
説
に
従
て
心
蕊
、

若
蕊
、
花
弁
、
琴
、
実
に
拠
る
を
宜
と
す
。
た
と
へ
ば
索
刺
肉
諜
の
族
は
其
徴
花

而
し
て
後
是
を
建
る
な
り
、
苗
字
と
い
ふ
も
の
の
ご
と
し
。
此
本
類
の

五
弁
五
器
蕊
一

心
蕊
あ
り
。
其
約
合
生
し
て
一
体
を
な
し
頂
に
二
孔
あ
り
。
実
軟
、
実
内
有
数
核
と
云
が
如
し
。
萄
羊
泉
、
白
英
、
竜
葵
、
竜

珠
、
馬
鈴
薯
、
紫
茄
、
珊
瑚
茄
等
は
皆
右
の
徴
あ
る
ゆ
へ
に
索
刺
肉
謀
の
一
種
と
す
へ
し
。
此
索
刺
肉
謀
と
い
ふ
如
き
族
名
を
公
称
と
い
ふ
。

和
蘭
に
所
謂
「
ゲ
ス
ラ
ク
ト
ナ
l
ム
」
是
な
り
。」

と
し
、
さ
ら
に
「
分
類
の
事
」
に
於
て
は
、
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「
分
類
と
は
一
に
種
之
訳
す
。
本
類
中
に
て
更
に
細
別
す
る
も
の
に
て
名
の
如
き
も
の
な
り
。
こ
れ
は
前
の
本
類
と
異
り
て
花
実
に
拠
て
徴

326 

を
取
ら
す
、
葉
の
形
状
対
互
、
鋸
歯
の
有
無
、
花
の
色
、
茎
の
方
円
、
根
の
状
態
、
花
実
の
色
等
に
よ
り
て
徴
を
索
む
放
に
葉
の
形
状
、
花
の

色
等
を
分
類
の
徴
と
い
ふ
。
和
蘭
に
所
謂
「
ソ

l
ル
ト
テ
l
ケ
ネ
ン
」
な
り
。
前
の
索
刺
肉
諜
の
内
に
て
根
に
芋
状
の
塊
あ
る
に
て
馬
鈴
藷
の

徴
と
し
、
実
黄
色
な
る
に
て
貰
茄
の
徴
と
す
る
か
如
し
。
或
は
竜
葵
と
い
ひ
、
竜
珠
と
い
ひ
、
紫
茄
と
い
ひ
、
貰
加
と
い
ふ
皆
私
号
な
り
。
和

蘭
に
「
ソ

l
ル
ト
ナ
l
ム
」
と
い
ふ
。
」

と
述
べ
、

「
公
称
私
号
の
事
」
に
於
て
、
次
の
様
に
、
さ
ら
に
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
。

「
公
称
は
広
き
名
に
て
名
あ
り
て
其
物
な
し
。
苗
字
の
如
き
も
の
な
り
。
た
と
へ
ば
、
た
だ
佐
々
木
梶
原
な
と
い
ふ
人
な
き
と
同
し
。
た
だ

索
刺
肉
諜
と
の
み
い
へ
ば
前
の
八
種
の
内
い
ず
れ
が
是
な
る
事
し
る
べ
か
ら
ず
。
私
号
を
添
へ
て
索
刺
肉
謀
、
需
児
加
麻
刺
と
い

へ
ば
萄
羊
線

な
る
事
を
知
り
、
索
刺
肉
謀
、
去
別
羅
須
諜
と
い
へ
ば
馬
鈴
藷
と
し
る
な
り
。
然
れ
ど
も
香
典
に
は
公
称
の
み
記
し
て
索
刺
肉
諜
と
あ
り
。
私

号
は
無
け
れ
ど
も
よ
く
其
物
を
知
る
。
こ
れ
は
其
書
医
方
の
こ
と
を
記
す
る
書
な
れ
ば
竜
葵
と
定
め
、
食
次
冊
な
れ
ば
馬
鈴
藷
と
茄
な
る
か
と

(-10 ) 

し
る
。
宇
治
川
の
事
を
記
す
る
書
に
た
も
ふ
佐
々
木
と
の
み
公
称
す
れ
ど
も
、
往
昔
其
川
を
先
登
せ
し
佐
々
木
の
事
と
心
得
る
が
ご
と
し
。
何
れ

も
推
量
の
沙
汰
な
り
。
欧
羅
巴
に
て
む
か
し
よ
り
か
く
は
慣
し
来
れ
と
も
往
々
誤
解
す
る
の
弊
あ
る
を
以
て
近
晩
の
書
に
は
公
私
リ
ン
ナ
と
書

せ
り
。

「
リ
ン
ナ
」
と
は
林
郷
斯
の
定
め
ら
れ
し
名
と
い
ふ
の
略
な
り
。
」

以
上
、
属
名
と
種
名
が
公
称
と
私
号
に
あ
た
る
と
い
う
説
明
が
両
書
に
於
て
共
通
類
似
性
を
示
す
こ
と
を
中
心
に
紹
介
し
た
。

3 

と
こ
ろ
で
、
既
に
本
稿
の
「
二
章
」
で
紹
介
し
た
様
に
、

『
植
学
啓
原
』
巻
之
二
の
「
花
」
に
お
け
る
暗
花
の
方
法
と
『
植
学
独
語
』
の

「
西
洋
に
は
踏
襲
の
み
な
ら
ず
賭
花
も
あ
る
事
」
の
章
の
膳
花
膳
葉
法
の
記
事
は
、

『
厚
生
新
編
』
の
記
事
と
類
似
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
れ

の
み
な
ら
ず
、

『
植
学
啓
原
』
と
『
植
学
独
語
』
の
間
で
も
、
ほ
ぽ
対
応
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。



さ
ら
に
、

『
植
学
啓
原
』
巻
之
一
の
「
葉
の
骸
骨
」
の
章
の
記
述
と
、

『
植
学
独
語
』
の
「
西
洋
に
は
措
葉
の
み
な
ら
す
措
花
も
あ
る
事」

の
末
尾
の
葉
や
実
の
骸
骨
に
つ
い
て
の
記
述
も
、
既
に
本
稿
コ
一
章
」
で
示
し
た。

『
植
学
独
語
』
で
は
詳
述
を
避
け
て
は
い
る
が
、
脈
絡

(路〉
、
葉
の
骸
骨
、
実
の
骸
骨
の
語
は
共
通
し
て
い
る
。

四
、
お

わ

り

1 

『
シ
ョ
メ
l
ル
百
科
』
蘭
語
版
は
、
江
戸
後
期
に
か
な
り
の
数
が
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
公
私
と
も
に
、
需
要
が
大
き
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
博
物
学
者
飯
沼
慾
斎
の
蔵
書
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

『
シ
ョ
メ

l
ル
百
科
』
蘭
語
版
は
、
椿
稽
の
父
字
国
川
榛
斎
訳
定
、
字

田
川
椿
奄
校
集
『
和
蘭
薬
鏡
』
、
同
『
新
訂
増
補
和
蘭
薬
鏡
』
、
さ
ら
に
は
、

補
遣
、
そ
し
て
『
舎
密
閉
宗
』
の
引
用
書
で
あ
る
。

宇
田
川
榛
斎
著
、

宇
田
川
椿
奄
校
補
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
、
向

棺
議
の
手
書
き
本
『
動
学
啓
原
』

(
天
保
六
、

一
八
三
五
)
は
、

椿
稽
が
『
シ
ョ
メ
l
ル
百
科
』
蘭
語
版
の

『
厚
生
新
編
』

( 11 ) 

へ
の
翻
訳
中

に
、
関
係
項
目
を
拾
っ
て
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
『
厚
生
新
編
』
の
第
三
十
九
巻
(
宇
田
川
瑛
玄
真

・
大
槻

茂
禎
玄
沢

・
宇
田
川
格
帯
訳
校
〉
の
「
虫
属
の
説
」
及
び
「
林
郷
斯
の
学
則
」
な
ど
の
記
事
と
対
応
し
て
い
る
。

『
植
学
独
語
』
の
「
本
邦
に
舶
来
あ
り
て
植
学
に
益
あ
る
書
籍
」
の
中
に
は
、

肖
墨
虚

千
七
百
四
十
三
年

間
後
集

七

同
続
集

九

ら唱も
、

と
あ
り
、
二
冊
本
、
七
冊
本
、
九
冊
本
の
三
種
の
『
シ
ョ
メ

1
ル
百
科
』
蘭
語
版
が
見
え
る
。
さ
ら
に
、
本
稿
「
二
章
」
に
於
け
る
検
討
か

『
シ
ョ
メ

l
ル
百
科
』
蘭
語
版
が
参
考
書
の
一
つ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

『
植
学
独
語
』
執
筆
に
際
し
て
、
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『
植
学
啓
原
』
は
、
橋
蓄
が
そ
の
参
考
書
を
は
っ
き
り
と
明
示
し
て
い
な
い
所
か
ら
、
そ
の
参
考
書
は
今
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
か

(日

-m)

っ
た
が
、
論
者
は
近
年
、
巻
末
に
あ
る
「
植
学
啓
原
図
」
を
た
よ
り
に
、
そ
の
参
考
書
の
幾
っ
か
を
示
す
こ
と
が
出
来
た
。
さ
ら
に
今
回
、
本

ま
た
、

328 

稿
「
二
章
」
に
お
け
る
『
厚
生
新
編
』
の
記
事
と
の
照
合
検
討
か
ら
、

『
シ
ョ
メ

l
ル
百
科
』
蘭
語
版
も
参
考
書
の
一
つ
に
数
え
る
事
が
出
来

た。

『
シ
ョ
メ

l
ル
百
科
』
蘭
語
版
の
江
戸
後
期
に
お
け
る
蘭
学
(
西
欧
科
学
技
術
の
受
容
)
に
対
す
る
大
き
な
影
響
を
一
示
す
具
体
例

(
凶
)

の
研
究
が
少
な
い
現
状
に
あ
た
り
、
菅
野
の
銅
版
画
技
術
に
お
け
る
事
例
に
加
え
て
、
こ
こ
に
、
宇
田
川
棺
奄
の
生
物
学
に
お
け
る
事
例
を
示

そ
し
て
、

し
た。

2 

『
植
学
独
語
』
の
執
筆
年
次
は
、
現
在
具
体
的
に
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
先
に
、
論
者
は
、
大
.
さ
つ
ば
に
、
シ
l
ボ
ル
ト
来
日
以
後

で
、

『
植
学
啓
原
』
刊
行
以
前
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
杉
本
は
、
本
文
中
の
「
文
政
九
年
の
春
西
医
シ

1
ボ
ル

ト
等
入
貢
」
の
記
事
な
ど
か

ら
、
文
政
十
(
一
八
二
七
)
年
頃
と
推
定
し
て
い
る
。
論
者
が
『
植
学
啓
原
』
刊
行
以
前
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

し
た
理
由
の
一
つ

( 12 ) 

tま

『
植
学
独
語
』
の
内
容
や
用
語
が
『
植
学
啓
原
』
に
比
べ
て
、
未
整
理
で
未
成
熟
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

執
筆
年
次
の
具
体
的
な
証
拠
は
挙
げ
る
事
が
出
来
な
い
が
、
両
書
の
内
容
や
用
語
の
類
似
共
通
性
か
ら
考
え
て
、

『
植
学
独
語
』
は
『
植
学

啓
原
』
執
筆
の
た
め
の
習
作
本
の
一
種
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
疑
問
の
解
決
の
た
め
に
、
今
回
、

『
植
学
啓
原
』
と
『
植
学
独
語
』
の
内
容
で
、
お
互
い
に
共
通
対
応
す
る
個
所
を
探
し
た
。
そ
の
結

果
、
本
稿
「
三
章
」
に
見
ら
れ
る
様
に
、
直
接
的
な
具
体
例
は
多
い
と
言
え
な
い
が
、
該
当
す
る
記
事
を
幾
っ
か
見
出
す
事
が
出
来
た
。
そ
し

て
、
そ
の
共
通
対
応
す
る
記
述
の
中
の
用
語
の
共
通
性
、
例
え
ば
心
蕊
、
境
蕊
な
ど
を
示
す
と
と
も
に
、

『
植
学
独
語
』
に
比
べ
て
、

『
植
学

啓
原
』
の
中
の
用
語
の
成
熟
さ
、
例
え
ば
、
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
分
類
段
階
名
の
門

・
綱

・
目

・
属

・
種
の
確
定
な
ど
と
、
内
容
の
整
然



さ
を
示
す
こ
と
が
出
来
た
。

(
本
稿
の
一
部
は
昭
和
四
八
年
第
二
十
四
日
本
科
学
史
学
会
年
会
、
昭
和
四
九
年
十
一
月
生
物
学
史
分
科
会
例
会
、
昭
和
五
十
年
第
二
二
回

日
本
科
学
史
学
会
年
会
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
)

i主
(
1〉

(

2

)

 

矢
部
一
郎
江
戸
時
代
に
お
け
る
西
欧
遺
伝
学
の
受
容
と
紹
介
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
第
二
十
巻
第
二
号
、
一
二
五

J
一
三
三
頁
、

一
九
七
四
。

矢
部
一
郎
江
戸
生
物
学
史
に
於
け
る
『
厚
生
新
編
』
と
『
シ
ョ
メ

l
ル
百
科
』
の
役
割
、
第
却
四
日
本
科
学
史
学
会
年
会
予
稿
集
、
四
J
五
頁
、

一
九
七
三
。

向
井
晃
シ
ョ
メ
l
ル
の
伝
来
と
そ
の
影
響
、
蘭
学
資
科
研
究
会
研
究
報
告
、
第
一
六

O
号
、
一

J
三
頁
、
一
九
六
四
。

岡
村
千
曳
『
紅
毛
文
化
史
話
』
、
創
元
社
、
二
七
二

J
二
七
八
頁
、
一
九
五
三
。

矢
部
一
郎
宇
田
川
崎
府
議
と
植
物
分
類
、
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
、
第
却
号
、
一
二
九
J
一
四
九
頁
、
一
九
七
回
。

矢
部
一
郎
字
国
川
裕
落
の
植
学
独
語
、
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
、
第
二
五
一
ニ
号
、
一

J
九
頁
、
一
九
七
一
。

矢
部
一
郎
植
学
独
語
か
ら
見
た
字
国
川
崎
府
議
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
第
十
八
巻
第
四
号
、
二
七
五

J
二
八
一

頁
、
一
九
七
二。

杉
本
っ
と
む
『
植
学
独
語
』
の
解
説
、
植
物
と
文
化
、
第
十
号
、

一
O
四
J
一
O
七
貰
、
一
九
七
四
。

引
用
は
厚
生
新
編
刊
行
会
刊
行
活
字
本
〈
一
九
三
七
)
に
よ
る
。

引
用
は
日
本
科
学
古
典
金
書
、
第
八
巻
、
朝
日
新
聞
社
〈
一
九
四
八
)
に
よ
る
。

引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
白
井
文
庫
及
ぴ
伊
藤
文
庫
本
に
よ
る
。

『

慶

応

元

乙

丑

平

林

在

所

蔵

鰭

品

目

録

』

・

上
野
益
三
字
国
川
熔
穫
の
「
動
学
啓
原
稿
」
、
科
学
史
研
究
、
八
号
、
一
二
八

J
一
三
六
頁
、
一
九
四
回
。

上
野
益
三
「
字
国
川
格
帯
電
の
動
物
学
」
、
『
明
治
前
生
物
学
史
』
第
一
巻
、
三
六
三
J
三
七
七
頁
、
一
九
六

O
。

『
シ
ョ
メ

1
ル
百
科
』
蘭
語
版
に
つ
い
て
は
、
菅
野
陽
「
『
シ
ョ
メ

I
ル
』
オ
ラ
ソ
ダ
語
版
」
、
有
坂
隆
道
編
『
日
本
洋
学
史
研
究

E
』
、
創
元
社
、

七
一

J
一
一
二
頁
、
(
一
九
七
四
〉
を
参
照
。

矢
部
一
郎
字
国
川
格
稽
の
『
植
学
啓
原
』
の
原
図
に
つ
い
て
、
科
学
史
研
究
、

329 

(

3

)

 

(

4

)

 

(

5

)

 

(

6

)

 

(
7〉

(
8〉

(

9

)

 

〈
叩
〉

(

日

)

(

ロ

〉

(

臼

〉

( 13 ) 

〈

M
〉

(

お

〉

一
O
八
号
、
二
一
九
J
二
二
三
頁
、

一
九
七
三
。



f、r、r、f、
19 18 17 16 、J 、J 、./'-' 

矢
部
一
部
字
関
川
裕
遂
の
『
植
学
啓
原
』
の
原
図
に
つ
い
て

(
2
〉
、
科
学
史
研
究
に
投
稿
中
。

菅
野
腸
『
日
本
銅
版
画
の
研
究
、
近
世
』
、
美
術
出
版
社
、
一
九
七
四
。

引
用
は
国
立
国
会
図
曾
館
伊
藤
文
庫
本
に
よ
る
。

矢
部

一
郎
江
戸
生
物
学
史
雑
話

E
、
生
物
学
史
研
究
、
二
七
号
、
四
四

J
四
五
頁
、
一
九
七
五
。

〆
『
、

矢
部
一
郎
『
植
物
啓
原
』
『
徳
学
独
語
』
『
厚
生
新
編
』
(
シ
ョ
メ

1
ル
百
科
)
の
関
連
に
つ
い
て
、

J
九
頁
、
一
九
七
五
。

第
包
囲
日
本
科
学
史
学
会
年
会
予
稿
集
、

330 

八

( 14 ) 



日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
一
巻

昭
和
五
十
年
五
月
十
六
日
受
付

第

四

号

・
昭
和
五
十
年
十
月

奥
医
師
保
見
家
累
代
の
記
録

お
よ
び
四
代
保
見
隆
敬
の
肖
像
写
真

前

'" 
久

太

郎

自
蔵
の
資
料
の
中
に
、

「
保
見
家
先
祖
書
」
と
題
す
る
幕
府
奥
医
師
初
代
保
見
玄
泰
よ
り
四
代
保
見
隆
敬
に
至
る
経
歴
を
記
し
た
も
の
を
見

り
、
か
っ
、
四
代
隆
敬
(
慶
応
二
年
没
)
の
写
真
が
副
え
ら
れ
て
お
り
、
奥
医
師
の
相
続
、
任
免
、
転
属
、
賞
罰
な
ど
を
知
る
と
と
も
に
、
巷

( 15 ) 

出
し
た
の
で
、
若
干
の
考
察
を
加
え
つ
つ
紹
介
し
た
い
。
半
紙
二
ツ
折
四
枚
綴
じ
の
も
の
な
が
ら
、
随
所
に
細
字
の
朱
筆
を
以
て
書
込
み
が
あ

聞
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
こ
れ
ら
諸
制
度
の
考
証
資
料
と
も
な
れ
ば
幸
で
あ
る
。

筆
を
執
っ
た
者
は
四
代
隆
敬
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
理
由
は
四
代
隆
敬
の
項
に
「
私
儀
云
々
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
朱
の
書
込
み
も
同
一

筆
跡
で
あ
る
。
系
譜
と
し
て
浄
書
す
る
前
の
段
階
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
し
か
る
べ
き
も
の
の
提
出
を
必
要
と
し
た
と
き
の
草
稿
の
た
ぐ
い

と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
表
紙
裏
に
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
は
、
そ
の
裏
面
に
楢
書
の
別
の
筆
跡
を
以
て
隆
敬
の
俗
名
、
法
名
、
卒
年
等
を
記

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
隆
敬
の
嗣
子
か
何
ら
か
の
縁
者
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、

分
を
転
載
し
、
終
り
に
著
者
の
考
察
を
加
え
た
。
文
中
、

(朱

O
O
)

つ
い
で
朱
書
き
の
部

と
あ
る
の
は
そ
の
朱
筆
書
込
み
の
位
置
を
示
し
た
つ
も
り
で
あ
り
、

は
じ
め
に
墨
書
き
の
部
分
を
、

(註
O
O〉
と
し
た
も
の
は
そ
の
考
察
を
加
え
た
箇
所
を
示
す
。
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保
見
家
先
祖
書

332 

(
朱
一
〉

高
四
拾
石
拾
人
扶
持
(
朱
ニ
〉

内
元
高
四
拾
石
(
朱
三
)

初
代

保
見
玄
泰

〔註
1
)

宝
歴
九
己
卯
年
十
二
月
清
水
江
新
規
召
出

(註
3
)

奥
御
医
師
被
仰
付
高
現
米
四
拾
石
拾
人
扶
持
被
下

(註
4
〉

録
犯
置
安
永
七
戊
戊
年
一
月
廿
九
日
跡
式
奉
願
置
病
死

仕
候

二
代

( 16 ) 

保
見
玄
泰

御註安
自主永
見七
被戊
仰民
付年

五
月
十

日
於
表
御

之
間
初

周
年
同
月
十
七
日
従
部
屋
住

被
召
出
奥
詰
御
医
師
被
仰
付
勤
候
内
御
扶
持
分

一
昨
比
一
拾
人
扶
持
被
下
駐
六
)
同
年
八
月
廿
三
日
父
跡
式
無
相
違

・

:

!

〔

朱

八

)

(

註
8
)

一
献
ぬ
被
下
置
寛
政
五
美
丑
年
御
納
戸
払
之
節
時
服

御
紋
服
拝
領
仕
同
七
乙
卯
年
七
月
八
日

時
制
言
様
被
遊
御
逝
去
侯
ニ
付
同
年
八
月
廿
九
日

御
本
丸
江
被
召
抱
清
水
ニ
而
取
成
元
高
之
通
御
宛



(
朱
十
)
(
註
叩
)

(
朱
十
一
)
行
被
下
置
小
普
請
入
被
仰
付
御
目
見
以
下
可
為

(
朱
十
二
)

(
朱
十
三
)
格
上
下
席
之
旨
於
清
水
表
御
書
院
御
目
付
失
部
彦

五
郎
出
席
柘
植
長
門
守
殴
被
仰
渡

文
化
二
乙

丑
年
十
二
月
二
日

(駐
日
)
(
朱
十
四
〉
(
朱
十
五
)

貞
章
院
様
御
医
師
見
習
被
仰
付
同
八
年
未
年

貞在金菊註七
章日拾(千g月
院両生代十
様被六様六
御下)御日
医置案診
師 士居
被同占残
仰十骨
付宗一折
τ甲候

文)氏ニ
政年付
三十為
庚一御
辰月手
年 廿 当

一年
日々

式註十
部己ニ
正月
様二
奥日
医
師
被
仰
付宗

十

御さ
宛
行
之
儀

是

( 17 ) 

迄
之
通
被
下
置

同
七
甲
申
年
十
一
月
廿
四
日
跡
式
奉

願
置
病
死
仕
候

代
保
見
玄
知

文
政
七
甲
申
年
六
月
十
日
従
部
屋
住
被
召
出
奥
詰

御
医
師
見
習
被
仰
付
御
扶
持
分
七
人
扶
持
被
下
時
一
十
)

同
八
乙
酉
年
正
月
廿
二
日
父
跡
式
無
相
違
被
下
置
奥

(朱一一一)

(
朱
ニ
ニ
)
詰
御
医
師
被
仰
付
同
丁
亥
年
六
月
十
日

333 



式
部
正
様
被
遊
御
逝
去
候
ニ
付
同
月
十
一
日
清
水
附

334 

恒在被
之15仰
亙 付
様
江
被
為
附

同
年
十
月
十
五
日

天
保
八
丁
酉
年
跡
式
奉
願
置

十
一
月
二
日
病
死
仕
候四

代
保
見
隆
敬

(
註
日
)

天
保
八
丁
酉
年
九
月
養
父
玄
知
儀
男
子
無
御
座
候
付

私
儀
続
者
無
御
座
候
得
共
養
子
仕
度
段
奉
願
候
処

(朱
二三
)

(朱
二
四
)
同
年
九
月
六
日
願
之
通
被
仰
付
同
年
十
二
月
廿
五
目

線
二
掠
養
父
跡
式
高
四
拾
石
被
下
置
小
普
請
入
被
仰
俳
ニ
雨
十
二

(朱
二
八
)

辛
丑
年
九
月
十
七
日
奥
詰
御
医
師
被
仰
付
同
十
三
壬

(朱
二
九
)

実
年
十
一
月
十
三
日
奥
御
医
師
並
動
方
被
仰
付

(註
げ
)

(

朱

=
一
-
)

一一
一
O
〉弘

化
二
乙
巳
年
四
月
廿
五
日
御
鋪
科
兼
心
得
被
仰
付

(朱
三三
)同
年
五
月
十
二
日
奥
御
医
師
被
仰
付
勤
候
内
五
人
扶
持

(朱
三
二
)

(朱
三四
)御
足
扶
持
被
下
置
同
三
丙
午
年
正
月
妊
婦
取
扱

(
註

刊
日
)

御
誕
生
様
御
む
手
口
被
仰
付
同
年
壬
五
月
八
日

( 18 ) 

御清
屋水
形 附
江 被
御註仰
借旦付
人
被
仰
付
御
宛
行
之
儀
者
是
迄

同
年
六
月
当
分
之
内
紀
州

之
通
清
水
渡
被
御
心
得
候
様
阿
部
伊
勢
守
殿
被
仰
渡



同
月
紀
州
御
屋
形
ヨ
リ
銀
口
枚
ッ
、
年
々
被
下
置
候
旨

御
同
所
御
用
人
衆
申
渡

同
四
丁
土
木
年
十
一
月

恭註紀
真~~、li
院家
様江
御 借
診 人
度被
々仰
罷付
出 候
候以
ニ後
付 出
御 情
足相
扶勤
持
五
人

扶
持
被
下
置

紀
伊
大
納
言
様
被
遊
御
逝
去
候
ニ
付
同
年
十
一
月

嘉
永
二
己
酉
年

廿
五
日
先
々
之
通
可
相
勤
旨
於
御
用
部
屋
人
見

縫
殿
介
殿
被
仰
渡
候

(
朱
一
〉

(
朱
二
〉

(
朱
三
)

(
朱
四
〉

(
朱
五
)

(
朱
六
)

(
朱
七
〉

(
朱
八
)

(
朱
九
)

(
朱
十
)

(
朱
十
一
)

左
三
ツ
巴

釘

抜

本
国
伊
勢

生
国
武
蔵

H

内
元
高
四
拾
石
“
と

の
墨

( 19 ) 

家
之
紋

き
を
抹
消

旨

永
井
主
膳
正
殿
被
仰
渡

回
日本

多
讃
岐
守
政
被
仰
渡

回同本
目
権
右
衛
門
般
被
仰
渡

。柘
植
長
門
守
支
配
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嘉永三年版大成武鑑より清水家附御役人衆の一部と御医師の部

由
円
円

(。
N
〉



(
朱
十
二〉

(
朱
十
三
)

(
朱
十
四
)

(
朱
十
五
〉

(
朱
十
六
)

(
朱
十
七
)

(
朱
十
八
)

(
朱
十
九
)

(
朱
二
十
)

(
朱
一
一
一
)

(
朱
一
一
一
一
〉

(
朱
二

三〉

(
朱
二
四
)

(
朱
二
五
)

(
朱
二
六
)

(
朱
二
七
〉

(
朱
二
八
)

(
朱
二
九
)

(
朱
三
十
)

(
朱
一
一
一
一
〉

(
朱
三
二
〉

(朱
三
ニ
)

(
朱
三
四
〉

松
平
伊
豆
守
政
被
仰
渡

附己
日

井
伊
兵
部
少
輔
殿
被
仰
渡
候
段
小
野
安
芸
守
殿
被
仰
渡

旨宛

牧
野
備
前
守
殿
被
仰
渡
候
段
泉
本
正
助
殿
被
仰
渡
候

小
野
安
芸
守
殿
被
仰
波

白
須
甲
斐
守
殿
被
仰
渡

花
村
但
馬
守
殿
被
仰
渡

旨旨旨回
目
。。

回
目
。

荒
川
土
佐
守
殿
被
仰
渡

( 21 ) 

。
於
奥
御
鎗
之
間
御
家
老
衆
御
列
座
御
用
人
衆
侍
座
三
上
筑
前
守
殿
被
仰
渡

於
桜
之
間
御
家
老
衆
列
座
御
用
人
衆
侍
座
本
多
佐
渡
守
殿
被
仰
渡

旨小
抽
目
誇
組
杉
浦

O
O
支
配

旨
於
桐
之
間
御
家
老
衆
列
座
御
用
人
衆
侍
座
荒
川
豊
前
守
殿
被
仰
渡

同
年
十
一
月
廿
臼
御
納
戸
払
之
節
時
服
御
紋
服
拝
領
仕

回
目
。

O

於
奥
御
鎗
之
閲
御
家
老
衆
列
座
御
用
人
衆
侍
座
荒
川
堂
前
守
殿
被
仰
渡

於
御
鎗
之
関
御
用
人
人
見
縫
殿
介
殿
被
仰
渡

国
白
。

於
御
鎗
之
問
御
家
老
衆
御
列
座
御
用
人
衆
侍
座
曲
淵
甲
斐
守
殿
被
仰
渡

同
年
十
二
月
廿
一
日
御
紋
付
御
羽
織
御
納
戸
払
之
節
拝
領
仕
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(註
1
〉
初
代
保
見
玄
泰
は
宝
暦
九
年
十
二
月
に
清
水
徳
川
家
へ
新
規
召
抱
え
に
な
っ
て
い
る
。
清
水
家
は
い
わ
ゆ
る
御
三
郷
の
一
で
あ
り
、

将
軍
吉
宗
が
継
嗣
の
絶
え
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
嗣
子
家
霊
〈
九
代
将
軍
〉
の
弟
の
宗
武
と
宗
予
を
城
中
に
置
い
て
所
調
回
安
家
と
一
一
橋
家
と
し
、

家
霊
ま
た
こ
れ
に
倣
っ
て
そ
の
次
男
嗣
子
十
代
将
軍
家
治
の
弟
霊
好
に
同
格
の
清
水
家
を
立
て
き
せ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
十
万
石
格
で
あ
る
が
落
を
つ

く
ら
ず
蔵
米
十
万
俵
を
給
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
い
わ
ば
部
屋
住
で
あ
る
。
俗
に
図
安
家
、

一
橋
家
、
清
水
家
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
御
三
家
と

同
じ
く
あ
く
ま
で
徳
川
姓
を
名
乗
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遜
称
は
江
戸
城
の
回
安
門
、

一
橋
門
、
清
水
門
内
に
邸
を
構
え
て

い
た
か
ら
に

す
ぎ
ず
、
こ
こ
で
敬
称
を
用
い
ず
単
に

w
清
水
u

に
召
出
さ
る
と
し
て
い
る
こ
と
は
敢
て
呉
と
す
る
に
足
り
な
い
。
幕
府
内
部
で
は
通
常
斯
様
な

名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
玄
泰
召
抱
え
の
宝
暦
九
年
は
そ
の
九
月
二
十
七
日
に
清
水
初
代
の
重
好
が
元
服
し
従

三
位
左
中
将
に
任
ぜ
ら
れ
、
正
式
に
徳
川
宮
内
卿
重
好
と
称
せ
ら
れ
た
年
で
あ
り
、
ま
た
元
泰
が
任
に
つ
い
た
十
二
月
は
清
水
邸
が
落
慶
し
室
好

が
本
丸
か
ら
新
屋
形
(
清
水
屋
敷
〉
に
移
っ
た
月
で
あ
る
。
玄
泰
は
清
水
家
の
創
家
と
同
時
に
奥
医
師
と
し
て
召
抱
え
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。
医

師
に
関
す
る
限
り
、
各
藩
の
耳
慣
医
や
市
中
の
名
の
あ
る
も
の
が
召
出
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
な
お
、
少
く
と
も
こ
れ

以
前
の
武
鑑
に
は
保
見
姓
の
も
の
を
見
な
い
。

(註
2
)
召
抱
え
と
扶
持
に
関
す
る
沙
汰
は
(
朱
五
〉
に
氷
弁
主
膳
正
な
る
者
よ
り
申
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
宝
暦
九
年
の
少
し
後
の
明
和
四

年
版
武
鑑
で
は
、
永
井
主
膳
正
武
氏
と
吉
川
式
部
少
輔
従
弼
が
清
水
徳
川
家
の
御
附
衆
、
す
な
わ
ち
家
老
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
清
水
家
創
立

の
こ
の
宝
暦
九
年
に
も
お
そ
ら
く
は
そ
の
職
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
卿
の
家
老
は
各
原
則
と
し
て
二
名
、
二
、
三
千
石
級
の
旗
本
が
こ
れ

に
任
ぜ
ら
れ
、
御
役
料
二
千
俵
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
布
衣
で
桔
描
伎
の
間
席
で
あ
る
。

(註
3
〉

四

十
石
の
蔵
米
は
百
俵
に
当
り
、
も
し
蔵
米
取
り
で
な
く
知
行
取
り
な
ら
ば
四
公
六
氏
と
し
て
百
石
取
り
に
当
る
。
奥
医
師
は
御
香

料
(
御
役
料
)
が
つ

く
の
が
普
通
で
あ
り
、
以
後
の
記
載
か
ら
見
て
十
人
扶
持
は
御
番
料
相
当
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

一
人
扶
持
は
一
日
玄
米

五
合
が
原
則
。
と
す
る
と
十
人
扶
持
は
四
十
五
俵
に
当
り
、
結
局
合
せ
て
百
四
十
五
俵
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
本
丸
勤
め
の
法
印
、
法
限

医
師
の
二
百
俵
と
番
料
二
百
俵
の
計
四
百
俵
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、

一
般
奥
医
師
や
小
石
川
養
生
所
の
も
の
に
比
べ
て
も
か
な
り
低
く
、
同
じ

く
奥
医
師
と
呼
ば
れ
な
が
ら
も
御
三
卿
附
の
も
の
が
低
い
処
遇
に
終
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
勿
論
、
後
に
述
べ
る
ご
と
く
支
配
系
統
も
ま

っ
た
く
呉
る
の
で
あ
る
。
武
家
な
ら
ば
、
さ
し
づ
め
「
百
俵
六
人
泣
暮
し
」
と
い
わ
れ
た
小
十
人
組
あ
た
り
、

一
般
に
は
旗
本
の
下
、
御
家
人
格

で
あ
ろ
う
か
。

(註
4
〉

新
燕
石
十
種
第
五
所
収
の
村
山
摂
津
守
の
「
大
奥
秘
記
」
に
よ
る
と
、
医
者
は
た
と
え
功
が
あ
っ
て
も
そ
の
身
一
代
の
名
誉
と

し、

家
禄
は
加
憎
し
な
い
の
が
幕
府
の
基
本
方
針
で
、
家
康
の
、
医
師
の
子
弟
の
技
術
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
遺
訓
だ
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
に
臭
医
師
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の
跡
式
相
続
に
は
い
ろ

い
ろ
と
問
題
の
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
出
来
る
。
原
則
的
に
奥
医
師
は
世
襲
で
な
く
一
代
限
り
の
も
の
で
あ
り
、

こ
の
点
、

法
印
、
法
眼
医
師
と
問
格
の
、
奥
絵
師
の
狩
野
四
家
、
土
佐
二
家
が
と
も
に
世
縦
で
あ
っ
た
の
と
は
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
初
代
玄
泰
の
み
な
ら

ず
、
二
代
玄
泰
も
、
三
代
玄
知
も
、

い
ず
れ
も
が
「
跡
式
骸
イ
奉
リ
置
キ
」
死
亡
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
大
名
で
さ
え
も
、
継
嗣
の
御
目
見

え
が
済
ま
ぬ
う
ち
に
当
主
が
死
亡
す
る
と
家
替
相
続
は
き
わ
め
て
む
つ
か
し
い
も
の
に
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
逸
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
資

料
の
ご
と
く
、
奥
医
師
が
先
祖
容
を
作
り
、
ま
た
こ
れ
を
い
ず
れ
か
へ
提
出
す
る
と
な
る
と
、

こ
の
跡
式
願
の
有
無
は
逸
す
べ
か
ら
ぎ
る
事
項
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(註
5
〉
御
目
見
医
師
な
る
言
葉
が
あ
り
、
新
規
採
用
の
者
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
初
御
目
見
と
あ
る
の
で
清
水
家
当
主
へ
始
め
て
拝
顔

が
許
さ
れ
た
と
い
う
程
度
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、

こ
の
御
目
見
は
家
格
の
御
目
見
格
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
表
三
の
関

が
、
本
丸
の
表
三
の
聞
な
の
か
、
あ
る
い
は
消
水
邸
に
同
名
の
間
が
あ
っ
た
の
か
不
明
。
以
下
随
所
に
御
鎗
の
問
、
桜
の
問
、
桐
の

聞

な

ど

任

免
、
昇
任
な
ど
の
申
渡
し
に
そ
の
部
屋
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
本
丸
に
実
在
し
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
清
水
家
家
老
や

用
人
か
ら
の
申
渡
し
で
あ
っ
て
も
、
斯
様
な
相
場
合
は
本
丸
に
お
い
て
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
武
鑑
な
ど
に
よ
る
と
、
治
水
家
の
各
種

役
職
名
が
ほ
と
ん
ど
幕
府
の
そ
れ
を
小
規
模
に
し
た
か
た
ち
で
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て

い
る
の
で
、
あ
る
い
は
清
水
邸
内
の
部
屋
の
名
称
も
、
本

丸
の
表
、
奥
の
そ
れ
に
倣
っ
て
名
付
け
ら
れ
て
い
た
と
も
見
ら
れ
る。

〈註
6
)
部
屋
住
み
か
ら
由
党
結
医
師
に
任
じ
、
先
代
同
様
の
扶
持
の
行
わ
れ
る
こ
と
を
申
渡
し
た
本
多
讃
岐
守
は
本
多
讃
岐
守
昌
忠
で
あ
り
、

こ
の
時
期
の
潜
水
家
家
老
で
あ
る
。

(註
7
)

亡
父
初
代
玄
泰
の
跡
式
相
違
な
く
下
し
お
か
る
旨
の
申
渡
し
は
本
目
権
右
衛
門
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
少
し
後
の
党
政
二
年
武
鑑
で

は
清
氏
家
御
用
人
で
あ
り
、
家
老
に
次
ぐ
地
位
で
、
家
格
か
ら
見
て
こ
の
時
期
に
も
そ
の
職
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

〈註
8
)

小
野
子
粛
(
滑
)
の

「
徳
川
制
度
史
料
」

(
大
正
十
五
年
刊
)
や
明
治
の

「
旧
事
諮
問
録
」
中
の

旧
幕
御
小
姓
頭
取
坪
内
定
益
や
御

小
姓
御
目
付
の
松
浦
信
楚
の
談
に
よ
る
と
、
御
三
家
は
じ
め
諸
大
名
が
端
午
、
重
陽
、
歳
暮
に
献
じ
た
葵
紋
付
の
時
服
は
、
納
戸
払
い
と
称
し
て

折
に
つ
け
幕
臣
に
下
賜
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
時
限
を
賜
わ
る
こ
と
は
履
歴
に
の
こ
す
べ
き
名
誉
で
あ
り
、
後
に
も
四
代
隆
敬
の
項
に
そ
の
記
述

が
あ
る
。
時
搬
は
仮
仕
立
て
に
な
っ
て
お
り
、
別
に
袋
入
り
の
真
約
五
百
目
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
親
類
縁
者
に
頒
っ
て
喜
ぴ
と

し

た
も
の
だ

と
い
う
。

(註
9
)

「
中
納
言
様
御
逝
去
」
と
あ
る
が
、

清
水
家
初
代
の
重
好
で
あ
る
。

「
徳
川
諸
家
系
畳
間
」
な
ど
に
よ
る
と

「
嗣
子
依
レ
無
レ
之
御
賄
料

被
二
召
返
こ

と
あ
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
玄
泰
は
本
丸
に
召
抱
え
ら
れ
る
こ
主
に
な
り
、
清
水
家
で
の
元
高
四
十
石
だ
け
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。
柘
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穂
長
門
守
支
配
と
あ
る
が
柘
植
正
廷
は
清
水
家
時
代
は
家
老
職
な
が
ら
、
主
人
死
亡
の
後
は
本
丸
で
ど
の
様
な
械
に
あ
っ
て
保
見
玄
泰
ら
の
支
配

を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、

後
年
に
も
清
水
家
当
主
の
欠
け
た
時
代
が
あ
り
、

そ
の
時
に
は
「
清
水
小
品
目
輔
副
組
」
な
る
も
の
を
構
成

し
、
小
普
請
支
配
の
下
に
小
蛇
目
誇
組
頭
が
お
か
れ
て
、
本
丸
の
小
普
請
と
は
別
の
組
織
に
な
っ
て
い
る
。

(註

M
)
結
局
、
玄
泰
ら
も
小
品
目
誇
入
り
と
な
る
。
出
仕
に
及
ば
ず
で
あ
り
、
そ
の
代
り
元
高
だ
け
と
な
っ
て
御
香
料
を
失
う
。

こ
の
申
渡
し
は
、
直
接
で
は
な
い
が
こ
の
前
後
二
十
年
あ
ま
り
の
老
中
で
あ
っ
た
松
平
伊
豆
守
信
明
か
ら
で
あ
り
、
幕
府
目
付
の
失
部
彦
五
郎

な
る
も
の
の
出
席
の
も
と
に
先
述
の
清
水
家
附
家
老
の
柘
横
長
門
守
正
延
よ
り
受
け
て
い
る
。
募
府
の
小
並
日
籍
組
な
ら
ば
、
当
然
老
中
で
は
な
く

若
年
寄
の
支
配
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
江
戸
城
中
と
は
い
え
清
水
家
を
一
つ
の
大
名
と
し
て
見
る
た
め
に
、
こ
の
小
さ
な
人
事
も
老
中
か
ら
出

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
当
然
と
い
え
ば
当
然
な
が
ら
、

老
中
系
と
若
年
寄
系
に
劃
然
と
二
大
別
さ
れ
た
幕
府
の
命
令
系
統
が
う
か
が
わ

れ
、
面
白
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(註

U
〉
小
品
目
詩
人
り
十
年
、
文
化
二
年
に
再
ぴ
貞
章
院
様
御
医
師
見
習
と
し
て
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
貞
章
院
と
は
清
水
徳
川
家
の
初

代
放
重
好
の
正
室
す
な
わ
ち
御
簾
中
で
あ
っ
た
人
で
、
伏
見
一
品
兵
部
卿
貞
建
親
王
の
姫
宮
か
ら
笈
好
に
嫁
し
た
が
、
霊
好
没
後
落
飾
し
て
貞
章

院
と
称
し
て
城
中
に
い
た
。
死
亡
は
文
政
三
年
で
あ
り
、
ず
っ
主
後
年
の
こ
と
と
な
る
。

問
題
は
、

こ
の
指
示
が
若
年
寄
の
井
伊
兵
部
少
将
か
ら
清
水
家
家
老
の
小
野
安
芸
守
近
義
を
経
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
主
で
あ
る
。
し
か
し
、

武
鑑
で
は
貞
章
院
は
清
水
家
と
は
離
れ
て
独
自
の
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
御
台
様
、
御
簾
中
様
、
姫
宮
様
方
は
い
ず
れ
も
若
年
寄
の
職
診

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
若
年
寄
か
ら
申
付
が
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

(
註
四
〉
菊
千
代
様
に
尽
く
し
た
功
で
年
々
十
両
を
裁
く
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
が
、
菊
千
代
は
清
水
家
三
代
の
斉
順
卿
の
幼
名
で
、
後
、
清

水
家
を
出
て
紀
伊
徳
川
家
を
継
い
で
紀
伊
大
納
言
と
称
せ
ら
れ
た
人
。
清
水
徳
川
家
の
二
代
は
将
軍
家
斉
の
四
男
敦
之
助
が
継
ぐ
こ
と
に
な
る

が
、
三
才
で
病
没
し
、
つ
い
で
同
じ
く
家
斉
の
第
十
五
子
第
六
男
の
箔
千
代
が
入
る
。
享
和
元
年
の
生
れ
で
、
文
化
二
年
か
ら
清
水
屋
形
住
い
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
先
の
二
代
玄
泰
が
同
じ
文
化
二
年
に
小
品
目
請
を
解
か
れ
再
度
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
と
関
連
す
る
も
の
と
恩
わ
れ

る
。
な
お
、
牧
野
備
前
守
忠
精
は
時
の
老
中
、
泉
本
正
助
は
貞
章
院
様
御
附
御
用
人
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(註
四
〉

貞

怠
院
付
の
見
習
医
師
か
ら
英
医
師
へ
の
昇
格
で
あ
る
。
小
野
安
芸
守
源
近
義
は
清
水
家
家
老
で
あ
る
。

(
註

M
)

式
部
正
様
付
の
奥
医
師
と
す
る
旨
を
清
水
家
老
白
須
甲
斐
守
政
薙
よ
り
受
け
て
い
る
が
、
式
部
正
は
文
政
十
三
年
紀
伊
大
納
言
治
宝

の
婿
養
子
と
し
て
紀
州
入
り
を
し
た
清
水
三
代
斉
順
の
弟
、

つ
ま
り
将
軍
家
斉
の
第
二
十
七
子
第
十
男
、
幼
名
保
之
丞
、
元
服
し
て
従
三
位
左
中

将
兼
式
部
卿
斉
明
と
呼
ば
れ
た
人
仏
初
で
あ
る
。
文
化
十
三
年
兄
の
斉
順
の
紀
州
転
出
直
後
に
清
水
家
に
第
四
代
と
し
て
入
る
が
、
文
政
六
年
、
か
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ね
て
婚
約
中
の
伏
見
貞
敬
親
主
の
教
宮
姫
と
結
婚
し
、
文
政
十
年
に
は
阜
く
も
病
没
し
て
い
る
。
御
簾
中
は
後
述
の
恭
其
院
と
な
ら
れ
た
。
保
見

家
の
方
で
も
こ
の
間
に
二
代
玄
泰
が
死
亡
し
、
三
代
玄
知
が
部
屋
住
か
ら
召
出
さ
れ
て
奥
詰
医
飾
見
習
と
な
っ
て
い
る
。
父
玄
泰
の
跡
式
承
認
は

清
水
家
家
老
荒
川
土
佐
守
義
行
の
申
渡
し
。

(
註
民
)

次
に
名
の
出
る
清
水
家
五
代
は
恒
之
琵
で
あ
る
。

こ
れ
ま
た
家
斉
の
子
息
で
突
に
四
十
七
子
二
十
男
、
東
京
大
学
の
赤
門
と
と
も
に

記
憶
さ
れ
る
前
回
斉
泰
に
嫁
し
た
溶
姫
の
少
し
下
の
弟
に
当
り
、
天
保
四
年
元
服
後
、
中
将
兼
宮
内
卿
と
な
り
文
月
間
国
〈
強
〉
と
称
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
後
、
清
水
を
出
、
兄
斉
順
の
あ
と
を
継
い
で
紀
州
徳
川
家
の
主
と
な
る
が
、

こ
れ
で
清
水
と
紀
州
の
筒
徳
川
家
の
関
係
は
さ
ら
に
密
接
な

も
の
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

(
註
時
)
一
方
、
医
師
保
見
家
の
方
で
も
、
三
代
玄
知
に
男
子
が
な
く
、
四
代
隆
敬
は
養
子
あ
る
い
は
婿
養
子
と
し
て
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
願
は
、
少
く
と
も
か
た
ち
の
上
で
は
、
玄
知
が
生
前
に
願
出
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
玄
知
の
死
亡
は
天
保

八
年
十
一
月
二
日
で
あ
り
、
養
子
承
認
は
同
年
九
月
六
日
と
あ
る
。

こ
こ
で
始
め
て
「
私
儀
」
な
る
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
先
祖
替
の
作

製
者
が
四
代
隆
敬
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
以
後
の
相
続

・
任
免
等
の
記
述
は
そ
の
申
渡
し
を
受
け
た
部
屋
の
名
ま
で
記
さ

れ
て
い
て
詳
細
な
も
の
と
な
る
。
ま
ず
、
三
上
筑
前
守
(
役
職
不
詳
)
よ
り
養
子
相
続
の
承
認
の
申
渡
し
を
受
け
、
つ
い
で
消
水
家
家
老
の
本
多

佐
渡
守
正
牧
よ
り
小
普
諮
入
り
の
言
渡
し
を
受
け
る
が
、
天
保
十
二
年
に
な
っ
て
初
め
て
清
水
家
老
荒
川
豊
前
守
賢
練
よ
り
奥
詰
医
師
に
、
翌
十

三
年
暮
に
同
じ
〈
荒
川
豊
前
守
か
ら
や
っ
と
奥
医
師
並
へ
の
昇
任
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

保
見
家
四
代
が
、
今
日
様
に
い
う
な
ら
ば
果
し
て
何
科
の
医
者
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
各
代
の
履
歴
を
通
じ
て
全
く
判
ら
な
い
点
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(
註
汀
〉

で
あ
る
。

本
丸
勤
め
の
医
師
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
武
鑑
な
ら
ば
こ
れ
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
奥
、

表
と
そ
の
勤
務
場
所
の
区
分
、

奥
詰
医

師
、
寄
合
医
師
、
御
目
見
医
師
な
ど
の
職
階
と
と
も
に
、
外
科
、
口
科
、
銭
科
、
限
科
、
時
に
は
児
科
、
女
科
な
ど
の
職
種
も
見
ら
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
専
門
科
目
の
特
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
本
道
〈
内
科
)
で
あ
ろ
う
。

御
三
卿
付
に
つ
い
て
は
同
じ
奥
医
師
で
も
こ
の
専
門
科
目
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
四
代
隆
敬
の
項
に
至
っ
て
こ
と
に
は
じ
め
て
、
弘
化

二
年
に
「
御
鍛
科
兼
心
得
」
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
、
翌
弘
化
三
年
に
「
妊
婦
取
扱
」
を
仰
付
け
ら
れ
た
こ
と
、

の
二
つ
の
記
載
に
会
う
。
銭
科
は

あ
く
ま
で
兼
務
で
あ
り
、
ま
た
妊
婦
云
ん
べ
か
ら
直
ち
に
女
科
ま
た
は
児
科
担
当
と
も
断
じ
か
ね
る
。
な
ぜ
な
ら
、
過
去
に
特
に
主
筋
の
人
達
の
診

療
に
当
っ
た
際
に
は
こ
れ
が
明
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
対
象
は
幼
主
あ
り
老
御
廉
中
あ
り
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
四
代
と
も
に
本

道
医
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
弘
化
二
年
四
月
の
御
鍛
科
兼
心
得
は
清
水
家
用
人
人
見
縫
殿
介
よ
り
、
同
年
五
月
の
御
医
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飾
へ
の
昇
任
の
際
の
曲
淵
甲
斐
守
景
山
は
清
水
家
家
老
(
別
掲
嘉
氷
三
年
版
武
鑑
写
参
照
〉
で
あ
る
。

〈
註
四
〉
「
御
七
手
口
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
脱
字
部
分
は
虫
喰
い
で
判
然
と
し
な
い
。
七
は
匙
で
あ
り
、
御
匙
頭
と
い
う
言
葉
が
主
治
医
頭

の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
一
つ
の
名
誉
の
履
歴
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
何
か
こ
れ
ら
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

〈
註
四
〉
こ
こ
で
再
び
興
味
あ
る
記
録
に
出
会
う
。
「
御
借
入
」
で
あ
る
。
清
水
家
附
と
は
い
え
江
戸
城
内
勤
め
、
老
中
支
配
、
清
水
家
家
老

支
配
の
下
に
あ
る
隆
敬
が
、
老
中
阿
部
伊
勢
守
正
弘
か
ら
の
申
渡
し
で
、
裁
を
出
て
一
門
と
は
い
え
紀
州
徳
川
家
に
借
り
ら
れ
た
か
た
ち
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
給
米
は
清
水
家
渡
し
と
あ
る
。
弘
化
二
年
か
ら
嘉
氷
二
年
ま
で
の
四
、
五
年
間
で
は
あ
る
が
、
極
め

て
異
例
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
も
清
水
徳
川
家
主
紀
州
徳
川
家
の
積
年
の
関
係
を
お
も
う
と
、
あ
る
程
度
納
得
が
出
来
る
。
時
の
紀
伊
大
納
言
は
か
つ
て
の
清

水
第
三
代
の
斉
順
と
第
五
代
斉
彊
の
兄
弟
で
あ
り
、
菊
千
代
、
恒
之
亙
時
代
か
ら
保
見
家
は
側
近
く
仕
え
て
来
た
は
ず
で
あ
る
。
斉
順
の
死
亡
と

斉
湿
の
組
理
封
は
弘
化
三
年
間
五
月
八
日
で
あ
り
、
御
借
入
医
師
隆
敬
は
短
期
間
な
が
ら
こ
の
二
代
に
仕
え
、
し
か
も
紀
州
家
で
は
こ
の
二
人
の
相

次
々
逝
去
が
こ
の
間
に
あ
っ
た
。
後
に
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
嘉
永
二
年
三
月
の
斉
彊
の
死
亡
と
共
に
こ
の
御
借
入
か
ら
再
び
清
水
家
に
戻
っ
て

い
る
。

〈
註
却
〉
清
水
よ
り
紀
州
家
へ
の
出
向
の
時
期
に
、
恭
真
院
へ
の
累
年
の
出
情
(
情
は
こ
の
場
合
精
に
同
じ
〉
の
勤
務
に
対
す
る
褒
賞
と
し
て

足
し
扶
持
五
人
扶
持
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
恭
真
院
と
は
、
か
つ
て
の
清
水
家
第
四
代
斉
明
の
御
集
中
(
正
室
〉
で
あ
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
ハ
註
U
)
の
斉
明
の
項
に
お
い
て
多
少
触
れ
た
。

終
り
に
、

清
水
徳
川
家
の
奥
医
師
に
つ
い
て
総
括
的
に
見
て
み
た
い
。

御
三
卿
附
に
は
、
同
じ
江
戸
城
中
と
は
い
え
、
法
印
、
法
眼
の
ご
と
き
高
位
の
者
が
召
抱
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
一
般
の
奥
医
師
に

比
べ
て
も
給
米
、
役
料
と
も
に
低
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
武
鑑
で
見
る
限
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
丸
の
表
お
よ
び
奥
に
出

仕
す
る
も
の
と
画
然
と
し
た
区
別
、
差
別
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
本
記
録
に
見
る
よ
う
に
、
本
丸
へ
の
勤
め
替
え
、
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て

老
中
支
配
か
ら
若
年
寄
支
配
へ
の
移
動
も
あ
っ
た
。

同
役
ま
た
は
上
司
の
医
師
の
名
は
ま
っ
た
く
現
わ
れ
な
い
。
英
医
師
、

奥
詰
医

相
続
、
任
免
、
賞
罰
の
権
は
す
べ
て
武
家
の
手
に
あ
り
、
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師

奥
医
師
並
、

医
師
見
習
な
ど
、

職
階
を
示
す
も
の
も
し
ば
し
ば
現
わ
れ
る
が
、

実
務
上
の
上
下
関
係
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
も
疑
わ
し

L、。
医
師
は
一
代
限
り
を
原
則
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
結
果
的
に
は
半
ば
世
襲
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
本
資
料
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
時

代
々
々
の
武
鑑
や
役
人
附
け
な
ど
で
清
水
徳
川
家
の
医
師
の
名
を
拾
っ
て
見
て
も
、
か
な
り
の
数
の
同
姓
の
世
襲
ら
し
い
者
を
認
め
る
。

清
水
附
の
医
師
の
数
に
つ
い
て
は
、
結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
初
期
よ
り
後
期
に
か
な
り
そ
の
人
数
が
増
え
て
い
る
。
清
水
徳
川
家
が
一
応
十

万
石
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
実
知
行
地
を
持
た
ず
御
蔵
米
十
万
俵
を
受
け
る
と
い
う
変
則
的
な
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
初
代
重
好
以
来
七
代

の
す
べ
て
が
実
子
相
続
で
は
な
く
、
二
ー
五
代
が
い
ず
れ
も
家
斉
の
子
、
次
の
六
、
七
代
は
水
戸
徳
川
家
か
ら
迎
え
ら
れ
た
昭
武
と
甥
に
当
る

篤
守
と
い
う
具
合
で
、

し
か
も
当
主
不
在
の
時
代
も
あ
っ
て
盛
衰
が
は
な
は
だ
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
奥
医
師
数
の
漸
増
は
比
較
的
家
督
が
安

定
し
て
い
た
同
格
の
一
橋
家
、
国
安
家
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
宝
暦
九
年
の
創
家
以
来
、
明
和
四
年
五
名
、

万
延
、
文
久
、

元
治
の
幕
末
は
十
名
乃
至
十
五
名
の
聞
で
終
始
し
て
い
る
。

一
方
清
水
家
は
終
始
十
万
石
格
で
あ
り
、
十
万
石
格
の
大
名
に
課
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安
永
二
年
八
名
、
文
政
六
年
四
名
、
天
保
四
年
十
八
名
、
天
保
十
四
年
十
六
名
、
弘
化
四
年
十
六
名
、
嘉
永
三
年
十
五
名
、
以
下
嘉
永
、
安
政
、

せ
ら
れ
た
寧
役
令
の
定
む
る
数
の
家
臣
団
を
抱
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
患
者
数
が
増
え
る
は
ず
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
医
師

数
を
増
員
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
記
録
は
嘉
永
二
年
、
隆
敬
が
御
借
入
の
紀
州
徳
川
家
か
ら
元
の
清
水
徳
川
家
に
戻一
る
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
隆
敬

の
没
年
の
慶
応
二
年
ま
で
の
十
七
年
間
に
つ

い
て
は
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
武
鑑
等
に
見
る
か
ぎ
り
常
に
清
水
家
の
十
人
余
の
奥
医
師
の
中

に
名
を
連
ら
ね
て
い
る
。
清
水
家
の
創
始
と
共
に
召
抱
え
ら
れ
、
四
代
、
幕
末
ま
で
常
に
清
水
家
と
共
に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

蛇
足
な
が
ら
、
天
保
四
年
武
鑑
に
清
水
家
附
奥
医
師
と
し
て
保
見
玄
時
の
名
を
見
る
。
本
篇
に
紹
介
し
た
先
祖
書
で
は
、
こ
の
年
は
三
代
の

保
見
玄
知
が
清
水
家
に
あ
っ
た
は
ず
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
鑑
に
そ
の
名
は
な
い
。
武
鑑
作
製
時
の
誤
り
か
、
あ
る
い
は
玄
知
が
玄
時
と
称
し

て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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卒
年
ノ、
十

法
誌義

法
院
殿
隆
敬
日
養
居
士

慶
応
二
寅
丙
年
八
月
廿
三
日
卒

を
東
京
深
川
浄
心
寺
中

か
な
り
変
色
し
薄
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
つ
け
て
複
写
し
た
も
の
が
こ
こ
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
十
徳
で
は
な
く
左
三

344 

本
篇
の
初
め
に
記
し
た
如
く
、
こ
の
先
祖
書
に
は
誰
か
後
人
の
手
に

よ
っ
て
四
代
保
見
隆
敬
の
写
真
が
付
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
末
か
ら
明
治

は
じ
め
に
流
行
し
た
湿
板
紙
焼
法
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
名
刺

版
大
の
薄
い
印
画
紙
に
焼
付
け
、
こ
れ
を
厚
紙
に
貼
布
し
た
上
で
表
紙

裏
上
端
が
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
。
裏
を
反
す
と
朱
筆
で
明
瞭
に
次
の
如

く
苦
か
れ
て
い
る
。保

見
隆
敬
源
正
直

( 28 ) 

ツ
巴
紋
の
羽
織
を
着
、
脇
差
を
帯
び
白
扇
を
手
に
し
た
座
像
で
、
剃
髪
し
て
伶
形
で
あ
る
。
幕
末
の
隆
敬
晩
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
奥
医
師

の
江
戸
期
の
風
俗
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
併
せ
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

(
東
京
医
科
大
学
解
剖
学
教
室
〉



Antecedents of Four Generations of Doctors Yasumi， 

Shogunal Patrimonial Physicians， 

and Photograph of Ryukei Yasumi in Edo-period 

Kyutaro MAEKA W A 

A pedigree of Yasumi's family， patrimonial physicians of Shogunate government， was found. The first Gentai 

Yasumi had been employed in the 9th year of Hδreki (1759) as shogunal doctor so called “okuishiぺThe second 

Gentai Jr.， the third Genchi and the fourth Ryukei always held the same or similar positions throughout the 

latter half of the Edo-period. They were mostly the physicians for the Shimizu・Tokugawafamily which was one of 

the three important relatives of ty∞on and had their mansion in the shogun's Edo-castle. The pedigree has shown 

that they were placed under the control of Roju， a member of the tycoon's council of elders， or direct1y under 

Karδand Yδnin， namely minister and subminister and subminister， of Shimizu-Tokugawa family. 

(

品

目

〉

This pedigree was accompanied by a sheet of photograph of Ryukei Yasumi. Because he closed his life in the 

2 nd year of Keiδ(1886)， it is thought to be photographed at the Edo-period. According to the rules of the 

physicians in feudal times， in the portrait， he is tonsur官das bonze， wears one short sword at his side and takes a 

white folding fan in his right hand. 

回
申
円



日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
二
十
一
巻

第
四
号

・
昭
和
五
十
年
十
月

昭
和
五
十
年
五
月
六
日
受
付
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シ
!
ボ
ル
ト
事
件
と
土
生
玄
碩

将
軍
家
紋
服
贈
与
に
つ
い
て

千百

島

義

(
徳
島
市
〉

日
蘭
両
国
に
と
っ
て
甚
だ
不
幸
な
出
来
ご
と
で
あ
っ
た
シ

l
ボ
ル
ト
事
件
は
、
文
政
十
一
年
(
一
八
二
八
)
九
月
シ

i
ボ
ル
ト
乗
船
予
定
の

( 30 ) 

コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ハ
ウ
ト
マ
ン
号
難
破
に
よ
っ
て
突
如
と
し
て
起
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

(
l
)
(
2
)
 

こ
の
こ
と
は
、
呉
、
板
沢
そ
の
他
の
先
学
が
注
目
し
た
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
、
当
時
国
禁
品
で
あ
っ
た
将
軍
家
紋
服
が
蘭
人
(
外
国
人
〉
に

よ
っ
て
所
持
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
既
に
、
江
戸
参
府
の
節
、
江
戸
に
お
い
て
幕
府
側
に
探
知
さ
れ
て
い
た
。
シ

1
ボ
ル
ト
が
当
時
国
法
を
無

視
し
た
行
為
の
あ
っ
た
こ
と
も
、
間
宮
林
蔵
、
大
阪
の
画
工
某
な
ど
の
密
告
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
長
崎
奉
行
は
政
治
的
配
慮

か
ら
、
学
問
的
探
究
の
熱
意
の
あ
ら
わ
れ
と
称
し
て
、
隠
密
に
監
視
を
つ
づ
け
て
い
た
の
が
事
実
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
本
事
件
は
、

シ
l
ボ
ル
ト
渡
来
後
間
も
な
く
お
こ
り
始
め
、
江
戸
参
府
後
は
そ
の
摘
発
検
挙
も
既
に
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。
た
だ

幕
府
高
官
は
国
際
問
題
を
考
慮
し
て
、

コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
号
難
破
に
よ
っ
て
発
覚
ま
で
極
力
そ
の
モ
ミ
け
し
運
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
は
否
定
で

'
a
-
p
a
h

、o

a
c
φ
'
H
B
U
W
 

土
生
玄
碩
(
一
七
六
二

l
一
八
四
八
〉
は
、
文
政
九
年
(
一
八
二
六
〉
江
戸
参
府
の
節
、

シ
l
ボ
ル
ト
か
ら
散
瞳
薬
伝
授
の
目
的
を
以
て
当

時
国
禁
の
将
軍
家
紋
服
を
三
回
に
わ
た
っ
て
、
外
国
人
に
贈
与
す
る
と
い
う
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
大
胆
な
行
為
に
よ
っ
て
、
国
禁
を
犯
し



る。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
、
小
文
に
お
い
て
私
論
を
試
み
、
史
実
に
補
遣
を
加
え
た
い
と
思
う
。

文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
シ

l
ボ
ル
ト
が
長
崎
出
島
に
到
着
す
る
と
間
も
な
く
医
療
を
開
始
し
た
が
、
彼
が
眼
科
の
奇
薬

・
妙
薬
を
所
持
し

て
い
る
と
い
う
風
評
は
、
主
と
し
て
当
時
の
西
国
在
住
の
医
師
た
ち
の
聞
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
本
態
は
散
瞳
薬
で
、
吉
円
。
宮
・

ωno司
o
-
F
国
吉
田
♀
目
白
ロ
切
な
ど
の
ぴ
m
ロ邑
O
ロ
ロ
同
担
保
弘
O
広
で
あ
っ
た
。

自
〕
ヌ
凶
円

u
t
g
は、

一
八

O
一
年
ヒ
ム
リ
l

(
関
伊
『
戸
出

F
B
q
H斗
吋

N
|

H

∞ω∞
)
に
よ

っ
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
シ
1
ボ
ル
ト
渡
来
当
時
に
は
既
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
眼
科
医
の
常
備
薬
で
、
け
っ
し
て
秘
薬
で
は
な
か
っ

た。
し
か
し
、

わ
が
国
で
は
シ

l
ボ
ル
ト
が
伝
授
し
た
の
が
最
初
で
、
ベ
ラ
ド
ン
ナ

E
B宮
を
持
参
し
た
が
、
こ
れ
が
欠
如
す
る
と
∞

g℃
O
F

( 31 ) 

時

に

は

阜

0
5
3
5
を
代
用
し
た
。
彼
は
、

の

F
g
H山
内
『
に
よ
っ
て

ω
8唱。
E
V唱。巳
g
と
訂
正
さ
れ
た
。
な
お
、
彼
は
「
薬
品
応
手
録
」

を
掲
げ
た
が
内
用
薬
と
し
、
真
若
を
散
瞳
薬
と
し
て
収
載
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
彼
も
散
瞳
薬
は
、
鳴
滝
塾
門
下
生
以
外
に
は
秘
密
に
し
て

は
じ
め
国
産
の
ハ
シ
リ
ド
コ
ロ
を
旨
円
。
宮

Z
ロ邑

g
g
と
鑑
定
し
た
が
、

後
日
植
物
学
者

(
京
大
本
に
よ
る
〉
の
中
に

国
司

0
2苫
B
g

い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
高
弟
眼
科
医
高
良
斎
(
一
七
九
九
|
一
八
四
六
)
は
そ
の
訳
著
「
眼
科
使
用
」
に
お
い
て
シ

l
ボ
ル
ト
伝

授
の
散
瞳
薬
を
公
開
し
て
い
る
。
当
時
、
シ
l
ボ
ル
ト
又
は
そ
の
門
下
か
ら
散
瞳
薬
の
伝
授
を
う
け
た
日
本
人
医
師
た
ち
が
何
れ
も
極
秘
に
し

て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
良
斎
の
業
績
は
日
本
眼
科
学
史
上
特
筆
に
価
い
す
る
。

文
政
九
年
四
月
二
十
五
日
(
旧
三
月
十
九
日
〉
シ

1
ボ
ル
ト
は
江
戸
に
お
い
て
医
師
た
ち
を
あ
つ
め
て
散
瞳
薬
の
実
験
を
行
っ
た
。
そ
の
効

果
を
玄
昌
か
ら
き
き
知
っ
た
玄
碩
は
、
そ
の
少
量
を
入
手
し
て
実
験
し
た
が
無
効
で
あ
っ
た
の
で
、
自
ら
シ

l
ボ
ル
ト
を
訪
ね
て
そ
の
効
果
を

確
認
し
た
。
玄
碩
は
更
ら
に
散
瞳
薬
を
所
望
し
た
が
シ

l
ボ
ル
ト
は
断
っ
た
。
そ
れ
か
ら
将
軍
家
紋
服
外
国
人
贈
与
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
本

347 



項
仁
つ
い
て
は
拙
著
「
日
本
眼
科
史
」

(
日
本
に
於
け
る
散
瞳
薬
の
歴
史
二
二
|
一
一
一
六
頁
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

348 

当
時
幕
府
医
官
と
し
て
眼
科
医
最
高
の
地
位
に
在
っ
た
玄
碩
が
、
未
だ
良
斎
著
「
眼
科
使
用
」
を
読
ま
ず
、
ま
た
、
散
瞳
薬
の
製
法
を
識
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
江
戸
参
府
の
機
会
に
シ
l
ボ
ル
ト
か
ら
直
接
そ
の
伝
授
を
速
い
で
う
け
よ
う
と
し
た
心
情
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

シ
l
ボ
ル
ト
は
鳴
滝
塾
生
に
は
散
瞳
薬
を
教
示
し
た
が
、
そ
の
他
の
者
に
は
容
易
に
公
開
し
な
か
っ
た
。
試
み
に
、
彼
の
門
下
生
数
を
そ
の

出
身
地
別
に
分
類
し
て
み
る
と
大
約
表
示
の
よ
う
に
な
る
。

主主

主事

2か

￥一

A
U
 

国

国

国

n
t
 

宅島

員{

喜善

湿

淘}

淘}

ムム
Cで

Z車

〉

要草

ト~

‘d 

ト4

Cコ

時‘

U可

o 

ドー

品

.... 
ト・4

即
ち
、
当
時
の
西
国
出
身
者
が
過
半
数
を
占
め
、
江
戸
を
含
む
関
東
は
一
名
に
す
ぎ
な
い
。
シ

1
ボ
ル

ト
の
眼
科
智
識
は
東
漸
し
た
が
、
江

戸
の
玄
碩
に
と
ど
く
に
は
大
分
時
聞
が
か
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。

( 32 ) 

シ
l
ボ
ル

ト
事
件
関
係
史
料
は
、
主
と
し
て
現
存
の
幕
府
側
申
渡
書
に
拠
る
こ
と
が
多
く
、
被
告
側
史
料
は
極
め
て
少
な
い
。
就
中
、
玄
碩

紋
服
関
係
史
料
は
、
殆
ん
ど
完
全
な
ま
で
に
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
不
思
議
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
事
件
発
生
以
前
か
ら
、
そ
の
発
覚

を
考
慮
し
て
、
連
座
が
な
い
よ
う
に
工
夫
し
た
疑
い
が
濃
い
。
江
戸
に
同
行
し
た
高
良
斎
、
名
古
屋
(
宮
〉
で
面
接
し
た
水
谷
豊
文
(
一
七
九

ー一

八
一
一
一
一
一
一
)
伊
藤
圭
介
(
一

八

O
三
|

一
九

O
一
〉
ら
と
の
関
連
史
料
も
み
つ
か
ら
な
い
。

(1
〉

何
故
玄
碩
は
短
期
間
に
蘭
人

(外
国
人
)
に
対
し
て
将
軍
家
紋
服
を
三
着
も
贈
与
し
た
か
?

玄
碩
申
渡
書
に
よ
る
と
、
御
召
葵
御
紋
服
之
羽
織
を
カ
ピ
タ
ン
へ
、
御
紋
附
御
雌
子
(
か
た
び
ら
)
と
御
紋
附
小
袖
表
(
こ
そ
で
お
も
て
〉



を
シ

l
ボ
ル
ト
へ
贈
っ
た
。
当
時
、
御
紋
服
は
国
禁
の
品
で
、

一
着
で
も
外
国
人
に
贈
与
は
死
罪
に
あ
た
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
申
渡
書
に

「
居
合
候
者
之
教
に
任
せ
、
何
之
思
慮
も
無
之
」
玄
碩
ほ
ど
の
人
物
が
簡
単
に
紋
服
を
外
国
人
に
贈
与
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
到
底
考
え

ら
れ
な
い
。
市
も
、

シ
i
ボ
ル
ト
が
そ
の
筋
の
注
意
人
物
で
あ
る
か
ら
、
発
覚
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
国
禁
品
所
持
の
証
拠
が
な
け

れ
ば
、
当
然
発
覚
の
お
そ
れ
も
無
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
玄
碩
は
外
国
人
に
紋
服
を
贈
与
し
て
散
瞳
薬
の
伝
授
を
う
け
て
そ
の
目
的
を
達

し
た
後
に
、
な
る
べ
く
早
く
国
禁
品
を
奪
取
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

紋
服
贈
与
の
事
実
は
、
玄
碩
か
ら
進
ん
で
幕
府
高
官
に
申
立
て
、
そ
の
奪
取
を
願
出
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
、
こ
れ
が
事
実
と
す
る

と
驚
い
た
の
は
、
む
し
ろ
、
幕
府
側
で
あ
っ
て
、

は
た
し
て
外
国
人
紋
服
所
持
の
事
実
が
探
知
さ
れ
て
、
長
崎
奉
行
に
そ
の
奪
取
を
内
命
し
た

の
は
当
然
の
処
置
と
み
ら
れ
る
。

従
来
土
生
玄
碩
伝
の
史
料
と
な
っ
た
「
医
史
料
」

(
呉
本
)
や
「
師
談
録
」
に
、
上
記
の
史
実
を
欠
く
の
は
、
彼
を
神
格
化
す
る
の
に
、
い

さ
さ
か
都
合
が
悪
い
の
で
収
録
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
し
、
計
画
通
り
に
紋
服
奪
取
が
成
功
し
て
お
れ
ば
、
玄
碩
は
シ

I
ボ

ル
ト
事
件
と
は
無
関
係
な
人
物
と
し
て
、
史
籍
に
名
を
と
ど
め
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

( 33 ) 

(
2
)
 
事
件
以
前
に
既
に
外
国
人
が
将
軍
家
紋
服
を
所
持
す
る
こ
と
が
探
知
さ
れ
そ
の
奪
取
を
は
か
っ
た
事
実

蘭
館
長
ス
チ
ユ
ル
レ
ル
江
戸
参
府
の
節
、

長
崎
奉
行
の
配
下
で
附
添
検
使
を
つ
と
め
た
の
は
水
野
平
兵
衛
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

は
、
事
件
後
一
行
に
対
す
る
監
督
不
行
届
の
罪
に
よ
っ
て
押
入
申
付
け
る
判
決
を
う
け
た
…
勺
そ
の
申
渡
書
の
要
旨
は
次
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

長
崎
屋
源
右
ヱ
門
方
に
逗
留
中
、
甲
比
丹
ス

チ
ユ
ル
レ
ル
が
御
紋
服
所
持
の
こ
と
が
判
り
、
蘭
人
部
屋
小
町
股
一
平
を
し
て
そ
の
奪
取
を
は
か

っ
た
。
江
戸
と
そ
の
道
中
で
は
ど
う
し
て
も
奪
取
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
長
崎
出
島
へ
帰
着
し
て
や
っ
と
奪
取
に
成
功
し
た
。
水
野

こ
の
人

が
検
分
し
た
と
こ
ろ
、
葵
小
サ
キ
御
紋
附
御
羽
織
一
着
と
蘭
紙
に
包
ん
で
糸
で
結
ん
だ
御
紋
附
黒
倫
子
御
単
物
一
着
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う

な
品
は
出
島
外
に
持
出
す
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
、
藤
平
に
命
じ
て
ひ
そ
か
に
焼
捨
さ
せ
た
云
々
。

要
す
る
に
、
監
督
不
行
届
で
は
あ
っ
た
が
、
蘭
館
長
紋
服
所
持
一
件
は
証
拠
の
煙
滅
に
成
功
し
た
の
で
押
込
の
軽
罪
を
う
け
た
。
こ
の
申
渡
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シ
l
ボ
ル
ト
に
関
す
る
紋
服
奪
取
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
不
成
功
に
終
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
焼
捨

て
ら
れ
た
紋
服
の
中
、
御
羽
織
一
着
は
明
ら
か
に
玄
碩
が
贈
与
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
蘭
紙
に
包
ん
だ
御
単
物
一
着
は
贈
与
者
が
不
明
の
ま
ま

事
件
が
か
た
ず
い
て
い
る
。
玄
碩
以
外
に
も
紋
服
贈
与
者
が
い
た
疑
い
が
濃
い
の
で
あ
る
。

書
に
は
、

四

シ
l
ボ
ル
ト
事
件
の
な
か
で
、
少
な
く
と
も
将
軍
家
紋
服
が
外
国
人
に
所
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
探
知
さ
れ
た
の
は
、
既
に
江
戸
滞
在
中
で

あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
水
野
の
申
渡
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
幕
府
当
局
は
検
挙
す
る
こ
と
な
く
、
彼
等
の
ス
パ
イ
役
で
あ
る

附
添
検
使
水
野
を
し
て
国
禁
品
奪
取
を
命
じ
、
遂
い
に
蘭
館
長
所
持
の
品
は
全
部
奪
取
に
成
功
し
て
焼
捨
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
贈
与
者
に
つ
い

て
は
深
く
探
究
す
る
こ
と
を
差
し
ひ
か
え
た
。
シ
l
ボ
ル
ト
所
持
紋
服
に
つ
い
て
は
一
切
奪
取
に
触
れ
た
も
の
が
な
い
。
極
力
奪
取
を
は
か

つ

シ
l
ボ
ル
ト
が
国
禁
品
の
隠
匿
保
持
に
勝
利
を
お
さ
め
た
。
そ
の
結
果
、
玄
碩
の
罪
科
が
あ
が
り
、
玄
碩
、
玄
昌
父
子
が
悲

た
が
、

遂
い
に
、

( 34 ) 

惨
な
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
本
稿
の
要
旨
は
、
第
七
十
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
発
表
し
た
〉

注
(
1
〉

(
2
〉

(
3〉

(
4〉

ハ
5
)

ハ
6
〉

呉

秀

三

著

板
沢
武
雄
主
唱

福
島
義
一
箸

福
島
義
一
著

久
米
康
生
著

中
泉
行
正
著

月〉

「
シ
l
ボ
ル
ト
先
生
そ
の
生
涯
及
び
功
業
」
東
洋
文
庫
平
凡
社
(
昭
和
四
十
二
年〉

「シ

1
ボ
ル
ト
」
人
物
叢
書
四
五
(
昭
和
三
十
五
年〉

日
本
眼
科
史
、
日
限
全
容
第
一
巻
第
一
分
品
川
(
昭
和
二
九
年
)

日
本
眼
科
学
史
上
の
シ

l
ボ
ル
ト
、
日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
十
巻
第
一
号
(
昭
和
四
十
九
年
三
月
)

「
近
代
日
本
の
光
源
」
(
木
耳
社
、
昭
和
四
十
九
年
)

シ
l
ボ
ル
ト
事
件
土
生
玄
碩

・
高
橋
作
左
衛
門
等
に
対
す
る
申
波
書
に
つ
い
て
、

臨
床
限
科
第
十
九
巻

第
八
号

(
昭
和
四
十
年
八



(
7
)
 福
島
義
一
土
生
玄
碩
の
シ

1
ボ
ル
ト
散
服
薬
伝
授
に
関
す
る
一
考
察
、
日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
十

一
巻
第
二
号
(
昭
和
五
十
年
四
月
第
七
十
六
回

日
本
医
史
学
会
総
会
抄
録
)

幡
崎
削
附
(
一
八

O
七
|
一
八
四
二
)

は
じ
め
藤
市
或
は
藤
平
と
称
し
、
関
人
部
屋
付
小
伎
と
し
て
シ

l
ボ
ル
ト
に
親
炎
し
て
関
学
を
修
め
た
。

シ
l
ボ
ル
ト
事
件
に
関
係
し
て
入
牢
し
た
が
、
天
保
元
年
脱
走
し
た
。
変
名
し
て
幡
崎
山
川
と
称
し
、
大
阪
で
蘭
学
勤
一
を
ひ
ら
い
た
。
後
、
水
戸
藩

に
登
用
せ
ら
れ
西
学
部
識
と
な
り
、
落
命
に
よ
っ
て
長
崎
滞
在
中
、
脱
獄
の
旧
罪
に
よ
っ
て
と
ら
へ
ら
れ
天
保
十
三
年
七
月
病
死
し
た
。

伊
東
昇
勉
(
明
治
二
十
一
年
一
八
八
八
没
〉

米
沢
市
の
人
、

文
政
七
年
上
京
し
て
土
生
玄
碩
に
入
門
、

間
も
な
く
長
崎
に
い
た
っ
て
シ

l
ボ
ル
ト
鳴
流
塾
に
お
る
こ
と
三
年
に
し
て
帰
郷
し

た
。
間
接
で
は
あ
る
が
、
玄
碩
と
シ

l
ボ
ル

ト
と
を
結
ん
だ
最
初
の
人
物
で
あ
る
。
昇
殖
の
シ

l
ボ
ル
ト
関
係
史
料
の
探
査
も
必
要
と
思
う
。
玄
碩

は
昇
姐
か
ら
シ

l
ボ
ル
ト
限
科
に
つ
い
て
教
示
を
う
け
、
散
臨
薬
に
つ
い
て
も
若
干
識
っ
て
い
た
疑
い
が
濃
い
。

(

8

)

 

(
9
)
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日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
二
十
一
巻

.
四
号
・
昭
和
五
十
年
十
月

352 

昭
和
五
十
年
六
月
受
付

プ
レ
ン
キ
の

『
産
婆
術
原
理
』

(
蘭
訳
本
〉

に
つ
い
て

大

蘭

郎

，烏

ウ
ィ
ー
ン
の
医
家

』O
M
品
目
己
目
noσ
E
g
n
r
c
a∞l
E
03
は
そ
の
著
書
ー
を
通
じ
て
、
江
戸
時
代
後
期
に
最
も
よ
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い

た
西
洋
医
家
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
杉
田
立
卿
が
訳
述
し
た
『
蕩
科
新
選
』
と
『
徽
癒
新
書
』
お
よ
び
『
眼
科
新
書
』
は
い

( 36 ) 

ず
れ
も
プ
レ
ン
キ
の
原
著
の
蘭
訳
本
を
重
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
プ
レ
ン
キ
に
は
ま
た
産
婦
人
科
に
関
す
る
著
述
が
あ

り
、
蘭
訳
本
を
通
じ
て
日
本
へ
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
そ
の
論
拠
は
前
に
あ
げ
た
三
者
の
場
合
ほ
ど
明
快
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

プ
レ
ン
キ
の
産
婦
人
科
説
を
日
本
へ
紹
介
し
た
本
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
船
曳
卓
堂
が
嘉
永
三
年
(
一
八
五

O
)
に
訳
述
、
刊
行
し
た
『
婦

人
病
論
』
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
私
が
調
べ
た
と
こ
ろ
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

一
昨
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
、
わ
た
し
は

巴
g
n
r
の
産
科
学
書
と
い
わ
れ
る
一
冊
の
蘭
書
を
手
に
い
れ
た
。

そ
の
表
題
ベ
l
ジ
に
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
自記
さ
れ
て
い
る
。

。
円
。
口
内
回
目
V

刊
向
山
口
白
色

g
色
白
『
〈
『

oa-gロ【
F



色。。司

』
。
∞
何
回
川
一回
』
〉
の

O
W
阿川岡、開

Z
。岡山

。ong円
島
市
司
出

g
Fロ
ロ
円

F
出
。
。
四

-23
R
円
山
内
『

。Er
a
-国
内

市

--g
〈

R-OME
E四
gN-8
4〈

m
g
g

d
x
r
2
出
o
o
m仏
g
E
F
4
2
S胆
広
場

円
四

0
0
『

。
・
同
.
切
回
同
甲
南
関

回
開
明
F
冨
恒
例
∞
吋
何
回
戸
芯
〉
冨
∞
吋
開
F
UKF冨
.

吋
開
〉
宮
∞
吋
開
一F
UKF冨
岨
回
』

( 37 ) 

』
・
回
・
開

F4EW
H

∞。H

」
れ
を
日
本
語
に
訳
せ
ば
、

産
科
学
の
原
理

ヨ
ゼ
フ

・
ヤ
コ
ブ

・
プ
レ
ン
キ
菜
日

ウ
ィ
ー
ン
の
外
科
医

・
解
剖
学

・
外
科
学

・
産
科
学
教
授

ド
イ
ツ
語
か
ら
訳
す

シ
・
エ
チ

・
.
ブ
リ
ン
ク

ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
外
科
医

353 



ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の

ジ
ェ

l
・
ピ

l
・
エ
ル
ウ
ェ
刊

一
八

O

と
な
る
。

こ
れ
に
続
い
て
翻
訳
者
の
〉
ロ
骨
司
自
国
O
コ
ロ
と
聞
〈
巾
円

Z
E
白
骨
丹
市
円
∞
毛
世
間
耳
目

g
の
二
人
に
対
す
る
献
呈
の
辞
を
掲
げ
、

次
い
で
訳
者
の

序
文
を
四
頁
に
百
一
っ
て
記
し
℃
い
る
。

い
ま
、
そ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
そ
の
要
点
は
、

産
科
学
の
重
要
性
を
説
き
、
産
科
学
の
な
お
未
発
達
の
オ
ラ
ン
ダ

に
お
い
て
、

そ
の
た
め
に
本
書
の
発
刊
が
す
こ
し
で
も
役
立
つ
な
ら
ば
幸
い

こ
の
学
聞
が
十
分
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

で、

産
科
学
の
初
歩
に
関
す
る
知
識
が
一
般
に
普
及
し、

産
科
学
校
の
設
立
、
ま
た
は
医
学
校
で
の
産
科
学
の
確
立
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る

な
ら
ば
わ
た
し
の
望
み
は
ま
さ
に
達
せ
ら
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
、
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
に
続
い
て
、
目
次
を
四
頁
載
せ
、
二
部
に
分
け
て
記
述
し
、

一
部
を
一
頁
、
二
部
を
三
頁
か
け
て
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

一
部

は
さ
ら
に
四
十
一
の
章
に
、
二
部
は
百
二
十
八
の
章
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

一
部
と
二
部
と
の
区
別
は
何
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
る
と
、

一
部
は
正
常
分
娩
、
二
部
は
異
常
分
娩
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
異
常
分
娩
に
つ
い
て
の
記
述
は
正
常
分
娩
に
関
す
る
記
述
よ
り
も
は
る
か
に
詳
し
い
の
で
あ
る
。

異
常
分
娩
に
関
す
る
記
述
も
証
状
に
つ
い
て
の
事
柄
に
最
も
重
点
が
置
か
れ
、
診
断
に
関
し
て
も
相
当
程
度
の
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
治
療
に
つ
い
て
の
記
述
は
簡
単
で
、
第
二
部
の
終
り
で
九
章
に

E
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
。

354 ( 38 ) 



そ
の
な
か
に
は
、
異
常
分
娩
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
各
種
の
手
術
器
具
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
を
記
述
し
て
い
る
。
帝
王
切
開
術
に
関

し
て
も
二
部
の
最
後
の
章
で
簡
単
に
触
れ
て
い
る
。

四

な
お
、
右
に
続
い
て
、
巻
末
の
二
葉
の
挿
絵
の
説
明
を
記
し
、
第
一
葉
の
六
図
、
第
二
葉
の
五
図
に
説
明
を
試
み
て
い
る
。

巻
末
の
図
案
の
二
枚
は
い
ず
れ
も
分
娩
に
際
し
て
使
用
さ
れ
る
道
具
や
助
産
手
術
器
具
に
関
す
る
も
の
で
、
分
娩
椅
子
、
分
娩
錨
子
、
穿
頭

器
、
骨
錨
子
等
を
図
示
し
て
い
る
。

蘭
訳
本
「
産
科
学
の
原
理
」
に
つ
い
て
の
解
説
は
こ
れ
で
一
応
終
る
が
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
本
書
の
刊
行
年
度
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
も
の
は
、

日
本
語
版
の
原
書
を
さ
が
し
あ
て
る
際
に
大
い
に
参
考
と
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

本
書
で
は
、

こ
の
刊
記
に
当
る
も
の
は
、

表
題
頁
の
最
下
部
に

5
2
と
あ
る
だ
け
で
、

そ
の
他
の
個
所
に
は
全
く
見
る
こ
と
が
で
き
な

( 39 ) 

ぃ
。
さ
す
れ
ば
、
こ
の
本
の
原
本
で
あ
る
ド
イ
ツ
語
版
は
一
八

O
一
年
よ
り
前
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

五

上
述
し
た
諸
点
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、

つ
ぎ
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

ウ
ィ
ー
ン

の
外
科
医
で
あ
り
、

解
剖
学

・
産
科
学
教
授

』・』・

E
H
ZO閃
が
ド
イ
ツ
語
で
著
わ
し
た
『
産
科
学
の
原
理
』
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
外
科
医
。
・
出
・
巴
同
盟
関

に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
出

さ
れ
、

一
八

O
一
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
出
版
さ
れ
た
。

こ
の
蘭
訳
『
産
科
学
の
原
理
』
は
翻
訳
者
よ
り
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
解
制
学

・
外
科
学

・
産
科
学
教
授
の

〉
Z
U如
何

kp
ω
ω
0
2
2
と
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
の
外
科
医

問
〈
巴
同
国
〉
m
U
出
向

翻
訳
者
は
そ
の
序
文
の
な
か
で
、
産
科
学
の
重
要
性
を
説
き
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
こ
の
学
問
の
普
及

・
発
展
を
期
待
し、

本
書
の
刊
行
が

355 



そ
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

356 

目
次
に
よ
れ
ば
、
本
文
は
二
部
に
分
け
ら
れ
、
第
一
部
は
正
常
分
娩
を
、
第
二
部
は
異
常
分
娩
を
論
じ
て
い
る
。
第
一
部
は
さ
ら
に
四
十
一

章
に
分
け
ら
れ
、

産
科
学
総
論
か
ら
、

婦
人
の
局
所
部
分
に
つ
い
て
の
総
論
、

骨
盤
に
つ
い
て
の
解
剖
学
的
観
察
、

婦
人
の
軟
部
局
処
の
解

剖
・
妊
娠
子
宮
の
解
剖
を
論
じ
て
か
ら
産
科
学
各
論
に
及
ん
で
い
る
。
各
章
の
論
調
は
す
こ
ぶ
る
簡
明
で
、
冗
長
に
渉
る
こ
と
を
つ
と
め
て
さ

け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
看
取
さ
れ
る
。

第
二
部
、
異
常
分
娩
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
百
二
十
八
章
に
も
お
よ
び
、
す
こ
ぶ
る
細
い
が
、
各
章
の
記
述
は
第
一
部
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

と
同
じ
く
、
大
い
に
簡
明
で
あ
る
。

症
状
、

診
断
に
関
す
る
記
述
に
重
点
が
お
か
れ
、
治
療
に
関
す
る
記
載
は
簡
単
で
、
第
二
部
の
終
り
の
九
章
に
わ
た
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
異
状
分
娩
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
各
種
の
手
術
器
具
を
論
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
が
記
さ
れ
て
い
て
、
巻
末
に
は
こ
れ
ら

の
手
術
器
具
の
あ
る
種
類
の
も
の
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。

( 40 ) 

...... ，、

上
述
し
た
こ
と
か
ら
次
の
諸
点
が
特
に
注
意
さ
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

、

『
産
婆
術
の
原
理
』
と
題
す
る
プ
レ
ン
キ
の
著
述
は
始
め
か
ら
終
り
ま
で
産
科
学
に
関
す
る
こ
と
が
ら
を
記
し
た
も
の
で
、
婦
人
科
学

に
関
す
る
記
載
は
す
こ
し
も
見
ら
れ
な
い
。

二
、
蘭
訳
本
『
産
婆
術
の
原
理
』
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
一
八

O
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
手
許
に
あ
る
プ
レ
ン
キ
の
伝
記
に
附
記
さ
れ
て
い

る
著
述
目
録
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
プ
レ
ン
キ
が
著
わ
し
た
産
科
書
と
し
て
は
、

E
巴
冊
目

g
g
R
E
o
g
s
E
S鳥
"
。
芯
N
)

が
あ
る
。

わ
た
く
し
の
考
え
で
は
、

こ
の
も
の
の
ド
イ
ツ
語
訳
本
が
お
そ
ら
く
蘭
訳
本
『
産
婆
術
の
原
理
』

の
原
本
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

し
台、

し

こ
の
ラ
テ
ン
語
文
の
プ
レ
ン
キ
の
産
科
書
の

ド
イ
ツ
語
訳
本
が
出
た
も
の
か
、

ど
う
か
は
、

こ
の
伝
記
の
中
に
は
-記
さ
れ
て
な
い
い
の



で
、
た
し
か
な
こ
と
は
何
と
も
言
え
な
い
。

、
ひ
ろ
く
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

船
曳
卓
堂
が
訳
述
し
た

『
婦
人
病
論
』
は
プ
レ
ン
キ
の
著
述
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と

は
、
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
ら
し
く
な
い
と
わ
た
く
し
は
考
え
た
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
と
こ
ろ
で
十
分
で
あ
る

よ
う
に
考
え
る
が
、
念
の
た
め
に
船
曳
卓
堂
の

『
婦
人
病
論
』
の
側
か
ら
こ
の
点
に
つ
い
て
考
証
し
て
み
た
い
。

七

つ
ぎ
に
kr
・
田
町
田岳
、

の
E
回
O
閃

S
HL比国
n
v
g
F四
阿

-roロ
弘
司
円

〉
円

N
R
・-
の

E
g
n
r
の
項
で
、

挙
げ
ら
れ
て
い
る
著
述
目
録
を
調
べ
て
み
る

と、

産
科
学
、
ま
た
は
産
婆
術
に
関
す
る
も
の
は
、

つ
ぎ
の
二
つ
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
E
巴
司
自
g
g

R
江
田
O
Z
S
E
n-
8
=
と
題
す
る
も
の
で
、
ウ
ィ
ー
ン
で
一
七
八
二
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

他
の
一
つ
は
、
=
〉
口
問自
四
国側
E
口
内
庁
内
庁
『
国
各
g
B
回
g
r
EM骨=
と
題
す
る
も
の
で
、

ベ
ス

ト
で
一
八

O
八
年
に
出
版
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
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る。
上
述
し
た
二
種
の
著
書
を
手
許
の
オ
ラ
ン
ダ
文
の
著
書
と
比
較
し
て
検
討
し
て
み
る
と
、
表
題
の
上
か
ら
は
、
い
か
に
も
ド
イ
ツ
語
で
書
か

れ
た
後
者
の
方
、
す
な
わ
ち

=〉
ロ
P
ロ
何
回
関
与
口
円
四
四
分
門
出
向
σ
g
B

BB
E
HE
-
-
が
オ
ラ
ン
ダ
文
の
本
の
底
本
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
文
の
本
の
発
行
さ
れ
た
の
が
一
八

O
一
年
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
、
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、

一
八

O
八
年
に
ベ
ス
ト
で
発
刊
さ
れ
た
と
い
う
ド
イ
ツ
語
本
の

メ
ロ
同白
口
問
国
関
門
ロ
ロ
門
町
内
日
常
国
号
g
B
B
g
r
gロ
回ぺ

が
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
底
本
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

従
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の

『
産
婆
術
原
理
』
の
底
本
は
ど
う
や
ら
一
七
八
二
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
出
版
さ
れ
た
と
い
う
ラ
テ
ン
語
版
の

E

巴
冊
目
g
g
但
『
吾
o
σ
日

S
E
n-白
白
=
で
あ
る
ら
し
い
。
ら
し
い
と
い
っ
て
断
定
で
き
な
い
の
は
、

こ
れ
以
上
の
記
載
、

つ
ま
り
ラ
テ
ン
語
版
の
ド

イ
ツ
語
訳
本
は
い
つ
、
ど
こ
で
出
た
の
か
、
さ
ら
に
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
重
訳
本
の
出
版
は
い
つ
、
ど
こ
で
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
〉
・
出
T
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anv 
の

Z切
宮
市内吋
曲
目
】
甲
骨

n
r
g
F叩也
roロ円回目『叩
5
2
2g
m
g仏

g
〉

as--
V
の

巴
g
n
r
の
項
に
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
な
ん
と
も
言
う
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わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

八

そ
れ
な
ら
、
プ
レ
ン
キ
の
『
婦
人
科
提
要
』
を
訳
述
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
船
曳
卓
堂
の
『
婦
人
病
論
』

(
嘉
永
三
年
刊
〉
の
側
か
ら

プ
レ
ン
キ
の
婦
人
科
書
の
実
体
を
つ
き
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
、
調
べ
て
み
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
船
曳
卓
堂
の
『
婦
人
病
論
』
は
西
洋
婦
人
科
書
を
訳
述
、
刊
行
し
た
日
本
で
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か

も
、
こ
の
本
は
プ
レ

ン
キ
の
『
婦
人
科
提
要
』
な
る
も
の
を
訳
述
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
主
と
し
て
産
科
の
こ
と
を
説
き
、
婦
人
科
的
疾

病
を
論
ぜ
る
は
僅
か
に
全
巻
の
三
分
一
に
過
ぎ
ず
、
と
あ
る
。

し
か
も
、
プ
レ
ン
キ
の
『
婦
人
科
提
要
』
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
原

前
号
で
、

( 42 ) 

書
名
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

『
婦
人
病
論
』
の
解
題
を
試
み
た
と
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
本
が
依
拠
し
た
本
は
プ
レ
ン
キ
の
著
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と

と
、
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
本
の
出
版
年
が
一
八

O
九
年
で
あ
る
こ
と
の
こ
つ
の
他
は
、
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
0

・
フ
レ
ン
キ
の
な
ん
と
い
う
表

題
の
著
書
を
訳
述
し
た
も
の
で
あ
る
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
訳
述
に
あ
た
っ
て
用
い
た
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
出
版
年
度
が
一
八

O
九
年
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
あ
わ
す
と、

船
曳
卓
堂
の
『
婦
人
病
論
』

の
訳
出
し
た
底
本
で
あ
る
、

い
う
と
こ
ろ
の
プ
レ
ン
キ
の

『
婦
人
科
提

要
』
と
は
、
ど
う
や
ら
、
ョ
g
nr
の

=
〉
ロ『
g
m日
間

E
ロ
円山内内庁
円
国
内
σg
B
Bg
wEMHZ
の
こ
と
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
ら
し
い。

こ
れ
も
ま
た
、
確
言
す
る
こ
と
は
控
え
る
こ
と
に
す
る
が
、

船
曳
卓
堂
の

『
婦
人
病
論
』
が
依
拠
し
た
底
本
は
、
M
M

】刊
ロ
nw
の

島

a
kp

ロ
P
D
，

問
国
側

CE
四
円四刊円国内
σg
B
Bg
ro
g%
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

p
-
2】

J

、

+
I
J
J
v
t
 

オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
表
題
を
明
示
す
る
に
は
、
資

料
が
不
足
で
あ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。



九

結
局
、
私
の
手
許
に
あ
る

同

M-巾ロ

nr
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版

=。
3
ロ
仏
宮
間
宮
田
内
庁
ロ
舟
『
〈
円
o
m
仏
宮
ロ
色
、
輔

の
底
本
は
ラ
テ
ン
語
版
の
=
巴巾

B
g
g

胆円巴
j

回

0σ国丹市門岡山口目
白叩
3

の
ド
イ
ツ
語
訳
本
で
あ
る
ら
し
く
、
ま
た
、
船
曳
卓
堂
が
『
婦
人
病
論
』
を
訳
出
す
る
際
に
用
い
た
底
本
は
、

n

，K
F
ロ
P
ロ・

岡
田
岡
ユ
ロ
円
四
四
円
同
角
田
市

σ
g
B回
g
r恒
三
円
=
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
本
で
あ
る
ら
し
い
。

つ
ま
り

z
の
S
D仏
Z
岡山口田市

-g
門
町
内
〈
吋

o
a
rロロ仏、
"
は

『
婦
人
病
論
』
の
翻
訳
底
本
で
は
あ
る

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
私
の
は
じ
め
の
予
想
、

ま
い
か
、
と
い
う
考
え
を
一
応
否
定
し
た
こ
と
に
な
る
。

言
葉
を
か
え
れ
ば
、
こ
の
両
者
の
聞
に
は
、
直
接
の
つ
な
が
り
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
断
定
的
の
こ
と
を
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
、
さ
し
控
え
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
た
め
に
は
資
料
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。

こ
の
上
は
、
な
ん
と
か
し
て
、
資
料
を
十
分
に
あ
つ
め
て
断
定
的
の
こ
と
を
言
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

。

結
論
。
最
近
、
私
が
入
手
し
た
オ
l
ス
ト
リ

l
の
医
家

』O
回

4
r
v
r
o
σ
2
0ロ
巴

gnw
の

・6
5邑
Z
四

Z
E
g
舟
円
出
5
2
B
B
g
Eロ師同=

と
、
日
本
で
西
洋
婦
人
科
書
を
最
初
に
翻
訳
、
刊
行
し
た
本
と
い
わ
れ
て
い
る
船
曳
卓
堂
の

『
婦
人
病
論
』
と
の
、
関
連
性
を
調
べ
た
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
両
書
の
解
題
を
く
わ
し
く
試
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
両
者
は
、
私
の
予
想
に
反
し
て
、
直
接
的
に
は
関
連
性
が
な
い
ら
し
い
、

こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
、
断
定
的
の
こ
と

は
、
資
料
不
足
の
た
め
、
あ
く
ま
で
保
留
し
た
い
。
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Plenclピs“Grondbeginselender Vroedkunde" 

Ranzaburo OTORI 

1 recently bought “Grondbeginselen dre Hebeammenkunst" by ]oseph ]akob von Plenck， a medical practitioner in 

Austria， and 1 studied the relationship between that and “Fujinbyo Ron" (On Women's Diseases) which is reported 

to be the first publication of Western gynecological book translated by Funabiki Takudo in ]apan. 

1 investigated details of the bibliographical introductions of both books and the contents of each. 

Unexpectedly， 1 found no direct relationship between them， but any decision regarding the relationship must be 

deferred for lack of data. 
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日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
一
巻

第
四
号

・
昭
和
五
十
年
十
月

昭
和
五
十
年
六
月
受
付

医
家
先
哲
追
薦
会
に
つ
い
て

l
 
I
 

'E，
ノ

鼎

日
本
医
史
学
会
の
前
身
で
あ
る
私
立
奨
進
医
会
が
明
治
廿
五
年
(
一
八
九
二
〉
か
ら
毎
年
三
月
四
日
に
医
家
先
哲
追
薦
会
を
聞
い
て
、
先
哲

を
祭
り
医
史
学
の
講
演
会
を
催
し
て
、
昭
和
廿
四
年
(
一
九
四
九
)
ま
で
五
十
八
(
七
?
)
固
に
及
ん
だ
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

そ
の
第
一
回
か
ら
第
四
十
四
回
(
昭
和
十
年
〉
ま
で
は
毎
会
の
記
事
が
ま
と
め
ら
れ
て
、
中
外
医
事
新
報
の
第
一
二
二
八
号
(
昭
和
十
一
年
二

月
)
に
載
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
要
点
を
い
く
つ
か
拾
い
あ
げ
る
。
ま
た
去
る
八
月
十
八
日
の
第
七
十
五
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に

お
い
て
赤
松
金
芳
氏
が

『
毎
年
三
月
四
日
観
臓
記
念
に
行
わ
れ
た

「
医
家
先
哲
追
薦
会
」
と
富
士
川
先
生
作
歌
琵
琶
「
蘭
学
事
始
」
に
つ
い

て
』
と
題
し
て
発
表
し
た
。
そ
の
抄
録
は
日
本
医
史
学
雑
誌
第
二

O
巻
第
三
号
(
昭
和
四
九
年
七
月
〉
に
載
っ
て
い
る
。

私
立
奨
進
医
会
は
明
ら
か
に
富
士
川
滋
の
提
唱
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
源
を
求
む
れ
ば
、
富
士
川
源
の
父
、
富

士
川
雪
が
安
芸
の
沼
田
郡
安
村
字
長
楽
寺
で
医
業
を
行
な
う
か
た
わ
ら
、
近
傍
の
同
志
の
医
師
を
集
め
て
、
医
道
の
振
興
や
医
学
上
の
新
知
識

の
獲
得
と
検
討
に
努
め
て
、
そ
の
集
ま
り
を
奨
進
医
会
と
称
し
た
こ
と
に
あ
る
。
富
士
川
瀞
が
広
島
医
学
校
を
明
治
二
十
年
七
月
に
卒
業
し、

そ
の
年
の
秋
に
上
京
す
る
と
共
に
奨
進
医
会
は
東
京
に
本
拠
を
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
ま
山
崎
文
庫
の
中
に
富
士
川
滋
の
編
集
な
ら
び
に
発
行
と
し
て
明
治
廿
五
年
に
出
版
の
紙
数
三
八
ペ

ー
ジ
の
小
冊
子
が
あ
る
。
題
字
「
先
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哲
祭
」
は
杉
亨
二
(
一
八
二
八
|
一
九
一
七
〉
の
筆
で
あ
る
。
表
紙
の
裏
ベ

l
ジ
に
山
崎
佐
が
「
昭
和
十
三
年
十
一
月
一
日
藤
根
常
吉
翁
未
亡

362 

人
の
好
意
に
よ
り
特
に
贈
ら
る
。
既
に
散
逸
し
て
他
に
保
存
殆
と
な
き
も
の
の
如
し
」
と
書
い
て
い
る
。
単
に
先
哲
祭
と
よ
ば
れ
た
第
一
回
追

薦
会
の
記
録
で
あ
り
、
は
な
は
だ
貴
重
な
一
冊
で
あ
る
。

拓
者
と
な
る
呉
秀
三
は
富
士
川
滋
と
同
じ
く
慶
応
元
年
の
生
れ
で
、

開
巻
第
一
枚
目
に
呉
秀
三
の
「
先
哲
諸
子
の
霊
を
祭
る
文
」
が
実
に
み
ご
と
な
措
書
の
漢
文
で
載
っ
て
い
る
。
後
に
日
本
の
精
神
病
学
の
開

し
か
も
同
じ
広
島
の
者
と
し
て
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
。
秀
三
が
帝
国
大

学
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
の
は
明
治
廿
三
年
十
一

月
で
あ
り
、
こ
の
文
を
作
り
先
哲
祭
で
朗
読
し
た
廿
五
年
三
月
四
日
に
は
東
大
卒
業
後
一
年

余
り
の
青
年
医
師
で
あ
っ
た
。
こ
の
若
さ
は
先
哲
祭
を
主
催
し
た
富
士
川
滋
と
共
通
で
あ
っ
た
。
呉
秀
三
は
学
生
時
代
か
ら
文
学
を
噌
み
、
漢

詩
文
を
学
ん
で
、
漢
文
を
作
る
の
に
長
じ
て
い
た
。

第
一
回
先
哲
祭
の
記
事
の
中
で
当
時
六
五
歳
の
杉
亨
二
が
昔
を
追
憶
し
て
、
自
分
は
若
い
と
き
に
宇
田
川
玄
真
の
医
範
提
綱
を
読
ん
で
、
人

体
の
構
造
を
知
り
、
そ
の
精
妙
な
こ
と
に
感
服
し
て
蘭
方
医
と
な
る
志
を
立
て
て
少
し
は
そ
の
学
を
修
め
た
が
、
途
中
で
他
の
道
に
転
じ
た
と
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述
べ
て
、
そ
の
あ
と
で
医
者
の
あ
る
べ
き
姿
を
説
い
て
い
る
。
第
一
回
先
哲
祭
の
出
席
者
は
十
九
名
で
あ
っ
た
。

* 

* 

* 

こ
れ
に
先
だ
っ
て
明
治
廿
三
年
四
月
の
初
め
に
乙
酉
会
主
催
の
第
一
回
日
本
医
学
会
が
東
京
で
聞
か
れ
た
と
き
、
富
士
川
滋
は
記
録
幹
事
の

役
目
を
つ
と
め
た
が
、
そ
の
発
会
式
が
四
月
一
日
の
午
後
二
時
か
ら
木
挽
町
厚
生
会
館
に
て
行
わ
れ
た
。
全
国
よ
り
参
会
し
た
者
千
七
百
人
で

あ
っ
た
。
そ
の
開
会
式
の
次
第
を
み
る
と
、

ま
ず
岩
佐
純
の
開
会
の
辞
、

つ
い
で
石
黒
忠
誌
の
会
務
報
告
が
あ
り
、
そ
の
報
告
の
終
り
に
石
黒

は
「
本
邦
文
明
ヲ
来
シ
タ
ル
モ
ノ
分
テ
三
期
ト
ス
。
第
一

期
ハ
仏
氏
(
仏
教
の
僧
侶
〉
、

第
二
期
ハ
儒
者
之
ヲ
開
キ
、

第
三
期
ハ
我
医
学
者
之

ヲ
開
ケ
リ
」
と
述
べ
、
今
日
の
開
明
は
医
学
者
が
首
唱
先
導
し
た
と
述
べ
た
。

そ
の
あ
と
を
う
け
て
長
与
専
斎
が
登
壇
し
て
、
こ
れ
よ
り
先
哲
を
祭
る
式
を
行
な
う
と
し
て
、
前
野
良
沢
、
杉
田
玄
白
、
桂
川
甫
周
、
大
槻

玄
沢
、
宇
田
川
玄
随
、
宇
田
川
玄
真
の
六
人
の
名
を
あ
げ
、
そ
の
功
績
を
大
い
に
賞
揚
し
た
。
祭
文
朗
読
の
あ
と
蘭
学
創
始
に
つ
い
て
演
説
を
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し
た
。
殊
巧
を
こ
ら
し
た
祭
壇
で
は
と
く
に
前
野
良
沢
の
遺
墨
を
高
い
所
に
掲
げ
て
こ
れ
を
神
位
に
擬
し
た

の
で
あ
る
。
つ
い
で
松
本
順
の
演
説
の
あ
と
、
長
谷
川
泰
が
登
壇
し
て
、
前
野
良
沢
に
贈
位
の
件
を
政
府
に

建
白
す
る
動
機
を
述
べ
て
満
場
一
致
の
賛
成
を
得
た
。
そ
れ
が
実
現
し
て
良
沢
に
正
四
位
が
贈
ら
れ
た
の
は

明
治
廿
六
年
十
二
月
廿
七
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
祝
う
会
が
私
立
奨
進
医
会
に
よ
り
明
治
廿
七
年
一
月
十
七

日
に
神
田
明
神
の
開
花
棲
に
お
い
て
催
さ
れ
た
。

筆
者
は
明
治
廿
三
年
の
第
一
回
日
本
医
学
会
の
先
哲
を
祭
る
儀
式
が
主
催
団
体
名
が
異
な
る
と
は
い
え
明

治
廿
五
年
の
第
一
回
先
哲
祭
の
先
駆
を
な
し
た
と
お
も
う
。
そ
の
第
一
回
日
本
医
学
会
の
会
場
で
陳
列
さ
れ

た
多
数
の
遺
品
の
中
で
注
目
す
べ
き
数
品
を
あ
げ
る
と
、
最
も
重
要
さ
れ
神
位
に
擬
せ
ら
れ
た
の
は
前
野
良

沢
の
遺
墨
扇
額
で
東
京
本
所
花
岡
氏
蔵
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
遺
墨
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
か
知
り
た
い

と
お
も
う
。
そ
の
ほ
か
鵠
斎
先
生
遺
物
の
タ
l
へ
ル

・
ア
ナ
ト
ミ
ア
(
杉
田
氏
蔵
)
も
出
品
さ
れ
た
が
、
こ
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れ
は
帰
一
作
の
有
名
な
杉
田
玄
白
木
像
と
と
も
に
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

* 

* 

9令

奨
進
医
会
の
第
二
回
先
哲
祭
は
明
治
廿
六
年
三
月
四
日
に
上
野
不
忍
池
弁
天
洞
畔
長
酷
亭
で
聞

か
れ
た

が
、
出
席
者
は
「
無
慮
九
十
一
名
」
の
盛
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
回
以
後
は
伊
藤
圭
介
(
一
八

O
三
|
一
九

O

一
)
の
提
唱
に
よ
り
医
家
先
哲
追
薦
会
(
写
真
)
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
会
合
の
次
第
は
中
外

医
事
新
報
第
=
二
二
号
に
載
っ
て
い
る
の
で
詳
細
を
略
す
る
が
、
会
場
の
正
面
床
の
間
の
中
央
に
伊
藤
圭
介

の
大
書
し
た
「
千
秋
垂
盛
徳
突
世
承
追
撃
」
の
書
幅
を
か
か
げ
、
そ
の
左
右
に
先
哲
の
肖
像
左
右
二
十
づ
つ

を
掲
げ
た
と
あ
る
。
祭
主
磯
部
最
信
(
明
治
知
一
年
盟
、
享
年
七
十
八
〉
が
先
哲
祭
祝
詞
を
朗
読
し
た
。
こ

の
第
二
回
の
特
色
は
第
一
回
の
分
が
洋
方
に
偏
し
て
い
た
の
に
反
し
て
、
漢
方
の
先
哲
を
も
祭
っ
た
こ
と
で
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あ
る
。

「
模
上
正
面
の
床
に
は
故
有
栖
川
一
品
親
王
の
親
筆
に
係
る
大
己
責
神
少
彦
名
神
の
御
神
号
の
軸
物
を
掛
け
、
そ
の
左
に
桂
川
国
寧
の
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自
筆
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
肖
像
、
右
に
は
多
紀
藍
渓
の
自
筆
神
農
の
像
を
掛
け
」
た
と
あ
る
。
陳
列
品
の
中
に
前
野
良
沢
が
中
津
侯
よ
り
拝
領
し

た
蘭
書
雲
飛
の
巻
が
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

* 

* 

* 

奨
進
医
会
の
先
哲
祭
の
会
場
は
第
二
回
以
後
第
十
一
回
(
明
治
品
川
五
年
〉
ま
で
は
毎
回
右
の
長
酷
亭
で
あ
っ
た
が
、
第
十
二
回
か
ら
第
十
四

回
(
明
治
品
川
八
年
〉
ま
で
は
上
野
公
園
の
無
極
亭
、
そ
の
後
は
会
場
が
い
ろ
い
ろ
と
変
っ
た
。
そ
の
間
で
注
目
す
べ
き
は
明
治
廿
七
年
五
月
か

ら
奨
進
医
会
事
務
所
(
富
士
川
滋
の
自
宅
か
)
で
毎
月
一
回
の
集
会
が
聞
か
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
が
現
在
も
続
い
て
行
な
わ
れ
る
日
本
医
史
学

か
ず
よ
し

会
の
例
会
の
始
ま
り
と
い
え
る
と
お
も
う
。
ま
た
明
治
廿
七
年
十
二
月
に
東
大
解
剖
学
教
授
の
田
口
和
美
(
明
治
品
川
七
年
夜
、
享
年
六
十
六
〉

が
奨
進
医
会
の
初
代
会
長
に
な
っ
た
。
田
口
教
授
が
二
年
間
の
ド
イ
ツ
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
の
が
明
治
廿
二
年
で
あ
り
、
彼
は
東
大
解
剖

学
第
一
講
座
の
主
任
で
あ
り
、
医
科
大
学
教
授
陣
の
中
で
古
参
の
人
で
あ

っ
た
。
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こ
の
田
口
和
美
が
会
長
で
あ
っ
た
約
十
年
間
は
医
家
先
哲
追
薦
会
の
内
容
が
甚
だ
整
っ
て
い
た
と
お
も
う
。
例
え
ば
第
五
回
(
明
治
廿
九

年
)
は
ジ
ェ
ン
ナ
l
種
痘
発
明
百
年
、
シ

l
ボ
ル
ト
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
演
説
が
な
さ
れ
、
第
六
回
(
明
治
品
川
年
)
は

モ
ル
ト
ン
麻
酔
法
五
十
年
記
念
と
し
て
、
そ
れ
を
中
心
に
演
題
が
選
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
七
回
は
小
児
科
、
第
八
回
は
眼
科
、
第
九
回
は

産
科
、
第
十
回
は
皮
膚
病
梅
毒
科
を
主
と
し
て
い
る
。

第
十
一
回
〈
明
治
品
川
五
年
〉
は
三
月
四
日
に
長
酷
亭
に
て
祭
典
の
み
が
行
わ
れ
、
演
説
会
は
耳
鼻
咽
喉
科
を
主
題
と
し
て
第
一
回
日
本
連
合

医
学
会
の
一
部
と
し
て
四
月
六
日
に
医
科
大
学
解
制
学
教
室
で
な
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
第
十
二
回
は
衛
生
学
を
主
題
に
し
て
明
治
品
川

六
年
三
月
四
日
上
野
公
園
無
極
亭
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
と
き
田
口
会
長
は
自
ら
衛
生
小
志
と
題
し
て
演
説
し
た
が
、
そ
の
翌
品
川
七
年
二
月
に
田

口
会
長
は
病
残
し
た
。
そ
の
た
め
本
草
学
を
主
に
し
た
第
十
三
回
の
集
り
は
故
会
長
田
口
和
美
追
悼
会
を
兼
ね
た
の
で
あ
る
。

そ
の
あ
と
明
治
四
十
三
年
三
月
に
東
大
法
医
学
教
授
の
片
山
国
嘉
が
第
二
代
会
長
に
な
る
ま
で
の
数
年
間
、
奨
進
医
会
は
会
長
が
空
席
だ
っ



た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
終
始
、
富
士
川
滋
が
中
心
と
な
り
毎
年
三
月
四
日
に
先
哲
医
家
追
薦
会
が
行
わ
れ
た
。
明
治
四
十
三
年
に

は
第
三
回
日
本
医
学
会
が
大
阪
で
聞
か
れ
た
の
で
こ
の
年
の
第
十
九
回
先
哲
医
家
追
薦
会
は
三
月
四
日
の
分
を
三
月
三
十
日
に
延
ば
し
て
京
都

帝
大
の
尊
接
堂
で
催
さ
れ
た
。
こ
の
追
薦
会
が
東
京
以
外
で
行
わ
れ
た
最
初
で
あ
る
。
片
山
の
会
長
就
任
も
大
阪
で
の
日
本
医
学
会
に
対
応
し

た
も
の
と
お
も
う
。

* 

* 

* 

大
正
三
年
に
は
奨
進
医
会
か
ら
日
本
医
師
協
会
が
分
離
し
発
足
し
た
。
後
者
は
社
会
の
変
動
に
そ
な
え
て
全
国
医
師
の
地
位
を
守
り
、
業
務

を
正
当
に
執
行
で
き
る
道
を
講
ず
る
た
め
の
も
の
で
、
大
正
三
年
四
月
四
日
の
発
起
人
会
で
は
富
士
川
滋
が
本
会
創
立
の
趣
旨
を
説
明
し
て
い

る
。
奨
進
医
会
は
医
史
学
を
研
究
し
、
医
の
倫
理
を
講
ず
る
会
合
と
な
り
、
そ
の
役
目
が
は
っ
き
り
し
た
。
そ
の
後
も
相
変
ら
ず
毎
年
三
月
四

日
の
医
家
先
哲
追
薦
会
は
続
い
て
ゆ
く
。

大
正
十
年
の
第
品
川
回
追
薦
会
は
神
田
表
猿
楽
町
の
明
治
会
館
で
行
な
わ
れ
、
小
塚
原
観
臓
百
五
十
年
記
念
を
兼
ね
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
会
で
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観
臓
記
念
碑
を
設
立
す
る
相
談
が
あ
っ
た
か
と
推
測
す
る
。
翌
十
一
年
五
月
十
日
に
南
千
住
の
回
向
院
の
本
堂
裏
手
に
り
っ
ぱ
な
観
臓
記
念
碑

が
で
き
上
り
、
そ
の
六
月
二
日
に
そ
の
披
露
会
が
第
対
一
回
追
薦
会
と
合
せ
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
碑
は
奨
進
医
会
有
志
の
設
立
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
第
品
川
二
回
か
ら
第
品
川
五
回
(
大
正
十
五
年
〉
ま
で
回
向
院
を
会
場
と
し
て
先
哲
追
薦
会
が
催
さ
れ
た
。
追
薦
会
は
初
め
は
神
式
の

祭
り
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
の
こ
ろ
は
仏
式
で
な
さ
れ
た
と
お
も
う
。
第
品
川
六
回
(
昭
和
二
年
)
と
第
品
川
七
回
は
祭
典
が
回
向
院
で
な
さ
れ
、
演

説
会
は
神
田
の
多
賀
羅
亭
で
な
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
年
(
一
九
二
七
〉
の
末
に
日
本
医
史
学
会
が
創
立
さ
れ
て
初
代
理
事
長
は
呉
秀
三
で
あ
っ
た
。
第
品
川
七
回
(
昭
和
三
年
)
以
後
は
日

本
医
史
学
会
が
先
哲
医
家
追
薦
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四
年
以
後
は
医
史
学
会
の
代
表
者
が
回
向
院
に
参
詣
し
、
講
演
会
は
麹
町
区
山

下
町
の
中
山
文
化
研
究
所
(
東
洋
ピ
ル
第
四
階
)
で
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
懇
親
晩
餐
会
が
同
ピ
ル
の
地
下
室
の
レ
ス
ト
ラ
ン

・
ツ
グ
パ
で
行

な
わ
れ
た
。
昭
和
七
年
三
月
に
呉
秀
三
が
残
し
て
、

入
沢
達
士
口
が
医
史
学
会
の
第
二
代
理
事
長
と
な
っ
た
。
昭
和
九
年
入
沢
理
事
長
の
と
き
医
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史
学
会
は
日
本
医
学
会
の
第
一
分
科
会
と
な
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
一
般
講
演
が
初
め
て
行
な
わ
れ
た
。
第
四
十
四
回
は
東
洋
ピ
ル
二
階
の
大
講
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堂
で
行
な
わ
れ
、
相
良
知
安
三
十
年
思
を
兼
ね
た
。

第
四
十
五
回
〈
昭
和
十
一
年
)
よ
り
第
五
十
三
回
(
昭
和
十
九
年
)
ま
で
は
神
田
淡
路
町
の
東
京
医
師
会
館
で
催
さ
れ
た
。
そ
の
問
、
昭
和

十
三
年
(
第
四
十
七
回
)
は
第
十
四
日
本
医
学
会
が
京
都
で
聞
か
れ
た
た
め
、
そ
の
第
一
分
科
会
と
し
て
第
三
高
等
学
校
で
行
な
わ
れ
た
。
三

浦
梅
園
百
五
十
年
忌
を
記
念
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
年
十
一
月
に
入
沢
達
士
口
が
間
伐
し
て
、
富
士
川
務
が
第
三
代
の
日
本
医

史
学
会
理
事
長
と
な
っ
た
。
最
初
か
ら
奨
進
医
会
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
半
世
紀
に
わ
た
り
医
家
先
哲
追
薦
会
の
事
実
上
の
主
宰
者
で
あ
っ
た

富
士
川
瀞
が
い
つ
も
表
面
に
で
な
い
で
晩
年
に
初
め
て
理
事
長
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
二
年
後
の
昭
和
十
五
年
十
一
月
六
日
、

富
士
川

は
病
捜
し
た
(
享
年
七
十
五
歳
半
〉
。

そ
の
あ
と
理
事
長
は
昭
和
十
五
年
十
一
月
よ
り
藤
浪
剛
一

、

さ
ら
に
昭
和
十
七
年
十
二
月
よ
り
山
崎
佐

と
な
る
。
第
五
十
回
(
昭
和
十
六
年
〉
は
富
士
川
瀞
追
悼
の
集
り
で
あ
っ
た
。

終
戦
の
年
、
昭
和
二
十
年
三
月
四
日
は
伝
染
病
史
、
細
菌
学
史
を
主
題
と
し
た
講
演
会
を
開
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、

B
m空
襲
の
た
め
中
止
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と
な
っ
た
。
し
か
し
一
部
の
役
員
が
回
向
院
に
参
拝
し
た
の
で
、
第
五
十
四
回
の
追
薦
会
は
成
立
し
た
と
考
え
る
。
回
向
院
は
そ
の
六
日
後
、

一
一
一
月
十
日
の
大
空
襲
で
全
焼
し
、
観
臓
記
念
碑
も
ひ
ど
い
破
損
を
う
け
た
。
昭
和
二
十
一
年
は
戦
後
の
混
乱
中
で
だ
れ
か
会
員
の
中
で
回
向
院

の
焼
跡
に
足
を
運
ん
だ
も
の
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
次
の
年
、
昭
和
廿
二
年
に
順
天
堂
医
科
大
学
で
行
な
わ
れ
た
の

を
第
五
五
回
、
翌
廿
三
年
同
大
学
、
さ
ら
に
廿
四
年
に
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
行
わ
れ
た
講
演
会
を
第
五
六
、
第
五
七
回
と
数
え
て
、
こ
れ
を

も
っ
て
医
家
先
哲
追
薦
会
は
終
止
符
を
う
っ
た
。

昭
和
廿
二
年
四
月
初
め
に
第
十
二
回
日
本
医
学
会
総
会
が
大
阪
で
開
か
れ
た
と
き
、
そ
の
第
一
分
科
会
と
し
て
日
本
医
史
学
会
総
会
が
催
さ

れ
た
。
ま
た
昭
和
廿
六
年
に
第
十
三
回
日
本
医
学
会
総
会
が
東
京
で
聞
か
れ
た
と
き
も
、
第
一
分
科
会
と
し
て
日
本
医
史
学
会
総
会
が
東
大
工

学
部
の
講
堂
で
催
さ
れ
た
。
こ
の
二
四
分
は
先
哲
医
家
追
薦
会
と
し
て
数
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

中
外
医
事
新
報
は
昭
和
三
年
一
月
号
(
明
治
十
三
年
の
創
刊
か
ら
数
え
て
第
一
一
一
二
一
号
〉
か
ら
日
本
医
史
学
会
の
機
関
誌
と
な
り
、
昭
和



十
六
年
一
月
号
〈
通
巻
第
一
二
八
七
号
)
か
ら
日
本
医
史
学
雑
誌
と
改
称
し
た
。
型
も
従
来
の

B
5
版
か
ら
A
5
版
に
縮
少
し
た
。
戦
局
の
拡

大
に
よ
る
物
資
不
足
の
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
廿
年
の
一
月
号
の
原
稿
が
印
刷
屋
と
と
も
に
戦
災
し
、
そ
れ
以
後
永
い
あ
い
だ
休
刊
の

止
む
な
き
に
い
た
っ
た
。
こ
の
困
難
な
時
期
に
日
本
医
史
学
会
を
理
事
長
と
し
て
守
り
続
け
た
山
崎
佐
は
、
つ
い
に
昭
和
廿
八
年
七
月
に
理
事

長
の
バ
ト
ン
を
内
山
孝
一
に
譲
っ
た
。

内
山
理
事
長
は
門
下
の
新
鋭
、
石
原
明
を
主
な
相
談
役
と
し
て
、
昭
和
廿
九
年
三
月
廿
八
日
に
日
本
医
史
学
会
総
会
を
聞
き
、
そ
れ
を
医
家

先
哲
追
薦
会
を
路
襲
し
た
も
の
と
し
て
第
五
六
回
と
銘
う
っ
た
。
戦
後
の
混
乱
中
に
何
回
追
薦
会
が
実
行
さ
れ
た
か
不
明
確
だ
っ
た
の
で
、
確

か
に
行
わ
れ
た
も
の
の
み
を
と
り
、
少
な
め
に
見
積
っ
た
も
の
と
お
も
う
。
ま
た
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
は
昭
和
十
六
年
よ
り
同
十
九
年
ま
で

毎
年
一
巻
が
で
た
と
な
し
、
昭
和
廿
九
年
三
月
に
復
刊
に
成
功
し
た
も
の
を
第
五
巻
第
一
号
(
通
巻
第
二
二
三
五
号
)
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
医
史
学
会
の
総
会
は
そ
の
後
は
毎
年
一
回
聞
か
れ
て
昭
和
四
九
年
八
月
の
洋
学
二
百
年
記
念
の
第
七
五
回
総
会
に
つ
づ
き
、
第
七
六
回

は
昭
和
五
十
年
四
月
、
京
都
で
の
日
本
医
学
会
総
会
の
第
一
分
科
会
と
し
て
大
肢
に
お
い
て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
理
事
長
は
昭
和
知
三
年
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四
月
か
ら
不
肖
小
川
鼎
三
が
勤
め
て
い
る
。
昭
和
知
四
年
に
は
医
史
学
会
は
第
十
五
回
日
本
医
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
の
み
で
総

会
は
聞
か
れ
ず
、
こ
の
年
に
南
千
住
の
回
向
院
境
内
に
観
臓
記
念
碑
が
再
建
さ
れ
た
。
谷
口
吉
郎
の
設
計
で
、
緒
方
富
雄
の
撰
文
を
も
ち
、
大

正
十
一
年
創
設
の
ま
ま
の
青
銅
浮
き
彫
り
板
を
は
め
込
み
、
黒
御
影
と
大
谷
石
を
用
い
た
立
派
な
記
念
碑
で
あ
る
。
日
本
医
史
学
会
が
、
日
本

医
師
会
と
日
本
医
学
会
の
援
助
を
得
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
九
年
に
回
向
院
は
そ
の
前
面
の
道
路
拡
張
の
た
め
全
面
的
に
改
築
さ
れ
、
観
臓
記
念
碑
も
移
転
し
て
、
新
築
の
回
向
院
の
一
階
内
壁

を
飾
る
こ
と
に
な
っ
た
。
き
ょ
う
十
月
廿
六
日
に
そ
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
前
回
と
同
じ
く
設
計
は
谷
口
吉
郎
、
撰
文
は
緒
方
富

雄
で
あ
る
。
こ
の
記
念
碑
こ
そ
は
明
治
廿
五
年
に
出
発
し
、
半
世
紀
あ
ま
り
続
い
て
第
二
次
大
戦
後
に
終
っ
た
医
家
先
哲
追
薦
会
の
最
も
大
切

な
遺
産
と
い
え
る
。
ま
た
日
本
医
史
学
会
の
事
務
所
に
は
会
の
命
名
者
伊
藤
圭
介
が
雄
葎
な
筆
致
で
医
家
先
哲
追
薦
会
の
七
字
を
横
に
大
香
し

た
一
軸
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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* 

* 
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以
上
に
付
け
加
え
て
、
奨
進
医
会
が
蘭
化
講
演
を
明
治
四
十
二
年
十
月
十
七
日
に
聞
き
、
大
正
五
年
十
一
月
品
川
日
ま
で
に
五
回
前
野
良
沢
の

命
日
(
享
和
三
年
十
月
十
七
日
)
を
期
し
て
講
演
会
を
行
な
っ
た
こ
と
も
注
意
を
要
す
る
。
例
え
ば
英
国
に
お
け
る
ハ

1
ヴ
ェ
イ
講
演
の
如
き

も
の
と
い
う
。
蘭
化
講
演
は
毎
回
講
演
者
は
一
人
に
限
っ
て
、
演
説
内
容
は
医
史
学
と
限
ら
ず
、

ハ円独
創
的
研
究
成
績
の
報
告
、
。
専
門
学
者

の
研
究
成
績
の
報
告
、
昌
碩
徳
大
家
の
講
演
と
あ
り
、

第
一
回
蘭
化
講
演
は
会
場
が
東
大
法
医
学
教
室
で
京
都
帝
大
教
授
の
藤
浪
鑑
博
士
が

「
所
調
片
山
病
の
研
究
」
と
題
し
て
演
説
し
、
聴
衆
は
お
よ
そ
百
名
で
あ
り
、
甚
だ
盛
会
で
あ
っ
た
と
い
う
〈
中
外
医
事
新
報
第
七
一
一
号
)
。

そ
の
第
四
回
講
演
は
良
沢
の
命
日
を
陽
暦
に
直
し
た
十
一
月
対
日
に
東
大
法
医
学
教
室
で
行
わ
れ
、
小
林
晴
治
部
が
「
肝
臓
ジ
ス

ト
マ
の
発

育
」
と
題
し
て
演
説
し
た
(
中
外
医
事
新
報
第
八
一

O
号
)
、

第
五
回
は
大
正
五
年
十
一
月
対
日
、

理
学
博
士
藤
井
健
次
郎
の
「
本
邦
地
質
時

代
に
お
け
る
火
山
噴
火
が
そ
の
当
時
の
植
物
に
及
ぼ
せ
る
影
響
に
就
て
」
の
講
演
が
あ
っ
た
(
中
外
医
事
新
報
第
八
八
二
号
〉
。

* 

オt

コド

太
平
洋
戦
争
後
の
混
乱
が
お
さ
ま
っ
た
昭
和
対
一
年
三
月
四
日
に
蘭
学
事
始
記
念
会
が
日
本
医
師
会

(
当
時
の
会
長
、

小
畑
惟
清
)
の
主

催
、
日
本
医
史
学
会
(
理
事
長
、
内
山
孝
一
)
、
日
本
医
事
新
報
社
(
社
長
、
梅
沢
彦
次
郎
)

の
後
援
に
よ
り
聞
か
れ
、

毎
年
行
わ
れ
て
第
七

回
(
昭
和
廿
七
年
三
月
五
日
)
を
も
っ
て
終
っ
て
い
る
。

筆
者
は
そ
の
第
二
回
の
と
き
日
本
医
師
会
館
に
て
「
杉
回
玄
自
の
心
境
と
事
情
」
と
題
し
て
、
解
体
新
書
の
で
き
る
経
緯
を
述
べ
た
の
で
あ

っ
た
ハ
日
本
医
師
会
雑
誌
第
三
七
巻
第
六
号
)
。

(
昭
和
四
十
九
年
十
月
廿
六
日
、
回
向
院
に
て
演
説
〉
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人
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病
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医
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と
医
学
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視
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中
川
米
造

ニ
O
(
一
)
五
六
J
七
回
一
九
七
四

古

代

古
代
医
療
術
の
教
訓
黒
岩
東
五
健
康
医
学
(
二
四
五
)
一

四
問
ん
禁
師
及
び
按
摩
師
に
つ
い
て
(
上
〉
新
村
拓
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
O
(四
)
六
八
J
七
四
一
九
七
四

古
代
医
療
に
お
け
る
蛭
食
治

・
湯

治

に

つ

い

て

新

村

拓

日

本

歴

史

会
ご
入
)
二
四
J
一
三
一
一
九
七
四

'

古
事
記
に
お
け
る
医
学
思
想
と
医
術
三
木
毅
札
幌
医
科
大
学
医
学

進
学
課
程
紀
要

一
四

七
J
一
八
一
九
七
三

律
令
医
療
制
度
の
研
究
会
一
〉
|
典
薬
療
官
人
の
俸
禄
|
奥
富
敬
之

文
科
研
究
誌
ハ
三
)
(
日
本
医
科
大
学
文
科
系
研
究
室
)
一
九
七
四

「
唐
律
令
」
お
よ
び
「
養
老
律
令
」
に
お
け
る
有
疾
獄
図
の
待
遇
に
つ

い
て

新
村
拓
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
O
(二
〉
一
一
一
一
四
J
一
四
一
一
九

七
四

「
服
食
五
卒
」
に
つ
い
て

一
九
七
四

奈
良
時
代
の
食
生
活

一
九
七
四

平
安
時
代
の
風
病

三

ζaqpzav 

一
九
七
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新
村

拓

古
医
学
月
報
(
一

O
)
四
J
五

蔵
田

蔵

健
康
開
発
(
三
人
〉
一
一

J
二
O

服
部
敏
良

古
医
学
月
報
(
一
ニ
)
五
J
四

一
九
七
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一
九
七
四
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沢
大
学
医
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部
の
歴
史
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)
一
九
七
四
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部
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の
歴
史
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司
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史
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史
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〉
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助

(
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九
六
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一
九
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四

岡
山
大
学
医
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部
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史
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五
)
一
九
七
回

東
京
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科
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学
の
歴
史
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四
)
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九
七
四
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歴
史
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九
七
四
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堂
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学
医
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部
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歴
史

(
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九
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〉
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七
四
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東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
の
思
い
出

耳
切
(
三
八
九
)
一
九
七
回

東
京
大
学
医
学
部
の
歴
史
大
塚
恭
男

八
八
〉
一
九
七
四

慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
の
歴
史
大
鳥
蘭
三
郎

Z
9
2
ハ
三
八
七
〉
一
九
七
四

病
院
史

浮
浪
者
収
容
所
記
浅
草
本
願
寺
更
生
会
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本
俊
一
日
本
医
事
新
報

(
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六
二
一
)
七
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七
二
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(
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一
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六
七
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六
九
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(
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六
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(
二
六
二
五
)
七

0
1七

四
、
〈
二
六
二
六
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四
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(
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ハ
二
七
〉
七
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(
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六

二
八
)
七
二
J
七
四
一
九
七
四

病
院
史
の
ひ
と
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国
立
病
院
再
編
成
尾
村
偉
久
病
院
三
二

(
五
〉
六
九
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六
九
一
九
七
三

国
立
療
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の
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偉
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史
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四
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五
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史
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史
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墓
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崎
県
医
師
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報
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七
一
九
七
四

長
崎
医
学
史
ノ
l
ト
(
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三
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「
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史
ノ
l
ト
(
三
九
〉
川
本
幸
民
塾
生
の
こ
と

長
崎
県
医
師
会
報
(
三
四
五
)
九
一
九
七
四

374 

二
一
ハ
一

〉
一

( 58 ) 

中
西

啓



長
崎
医
学
史
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潟
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検
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日
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四
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五
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九
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七
四
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と
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河
の
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史
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島
絢
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他
医
人
薬
人
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ご
一
〉
二
三
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O

一
九
七
三
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界
風
土
記
広
島
県
・
富
士
川
滋
と
芸
備
医
学
会
佐
藤
美
実

ニ
ュ
ー
ス
(
二
九
六
)
一
九
七
四

医
界
風
土
記
愛
知
県
・
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博
第
一
号
医
人
伊
藤
圭
介
の
長
寿

秋
日
医
ニ
ュ
ー
ス
(
二
九
七
〉
一
九
七
四

医
界
風
土
記
京
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府
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都
と
華
岡
青
洲

ス
(
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九
八
〉
一
九
七
四
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西

日
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吉
川
芳

宗
国

日
医
ニ
ュ
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界
風
土
記
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岡
県

・
沼
津
病
院
創
設
の
い
き
さ
つ

医
ニ
ュ
ー
ス
(
二
九
九
〉
一
九
七
四

医
界
風
土
記
愛
知
県

・
東
三
河
地
方
の
種
痘
に
関
し
て

日
医
ニ
ュ
ー
ス
(
三

O
O〉
一
九
七
四

医
界
風
土
記
愛
知
県

・
施
療
医
再
生
堂
伊
藤
玄
沢
と
平
洲

日
医
ニ
ュ
ー
ス
(
三

O
一
)
一
九
七
四

医
界
風
土
記
広
島
県

・
士
口
益
東
洞
没
後
か
ら
洋
学
の
勃
興
ま
で

義
雄
日
医
ニ
ュ
ー
ス
(
コ
一

O
二
〉
一
九
七
四

医
界
風
土
記
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城
県
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造
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と
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巌

日

医

ニ

ュ

l

ス
(
三

O
四
)
一
九
七
四

医
界
風
土
記
山
形
県

・
種
痘
の
碑
と
遠
山
棒
士
口
杉
浦
守
邦
日
医
ニ

ュ
ー
ス
(
一
二

O
五
〉
一
九
七
四

医
界
風
土
記
佐
賀
県

・
種
痘
・
東
大
医
学
部
・
日
本
赤
十
字
織
田
五

二
七
日
医
ニ
ュ
ー
ス
(
一
ニ

O
六
)
一
九
七
四

医
界
風
土
記
北
海
道

・
一
年
で
終
っ
た
幻
の
札
幌
医
学
校
高
山
坦
三

日
医
ニ
ュ
ー
ス
(
三

O
七
〉
一
九
七
四

医
界
風
土
記
愛
知
県

・
尾
張
い
ち
つ
み
や
在
々
医
師
竹
内
幹
彦

医
ニ
ュ
ー
ス
(
三

O
入
〉
一
九
七
四

医
界
風
土
記
鹿
児
島
県

・
種
子
島
久
時
の
疾
病
を
中
心
と
し
て

和
夫
日
医
ニ
ュ
ー
ス
一
九
七
四

医
界
風
土
記
愛
媛
県
・
二
宮
敬
作
、
鎌
田
玄
台

ユ
ー
ス
(
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一
一
一
〉
一
九
七
回

医
界
風
土
記
島
根
県
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石
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の
種
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一
九
七
四
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界
風
土
記
岩
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気
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ス
(
一
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一
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九
七
四

医
界
風
土
記
滋
賀
県

・
鬼
才
黒
田
麹
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神
良
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四
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一
九
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四
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界
風
土
記
山
形
県
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〉
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熱
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ニ
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二
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九
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四
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界
風
土
記
神
奈
川
県

・
丸
善
の
は
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ま
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大
滝
紀
雄
日
医
ニ
ユ

ー
ス
宝
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八
〉
一
九
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四
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倉
務
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洋
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九
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療
史
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恵
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雑
誌
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五
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O
七
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史
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〉
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七
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九
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四
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海
道
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誌
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J
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九
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四
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憲
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雄
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九
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J
四
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(
双
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)
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〉
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史
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五
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〉
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(
五
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六
J
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(
五
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〉
二
八

l
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九
、
(
五
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五

J
二
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、
(
五
六
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二
八
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(
五
七
〉
一
一
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J
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七
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九
七

三六
(
六
三
〉
二
六
J
二
七
、

(
六
四
〉
三

0
1一二
て
(
六
五
〉
二
八
J
二

九、

2
2
0
二
六
J
二
七
、
(
六
七
)
二
六

l
二
七
、
(
六
八
〉
二
六
J

二
七
、
(
六
九
〉
二
六
J
二
七
、
(
七

O
)
二
六
J
二
七
一
九
七
四

土
生
玄
碩
と
二
宮
桃
亭
小
都
勇
二
吉
田
郷
土
資
料
館
設
設
第
E
集

ニ
O
頁

一

九
七
四

道
庵
と
徳
本
新
藤
恵
久
中
里
介
山
研
究
ハ
六
〉
一

J
七
一
九
七
四

小
金
井
良
精
先
生
と
肘
『
三
口
〈

S
F号
博

士

鈴

木

尚

人

類

学

雑
誌

八一一

(
二
一
九
七
四

玄
白
と
良
沢
の
人
と
な
り
大
滝
紀
雄
人
間
の
医
学
(
四
七
〉
二
九
J

三
一
一
九
七
三

明
治
開
化
期
の
医
人
を
語
る
小
川
鼎
三

・
石
橋
長
英

・
原
三
郎

・
椿
八

郎
医
家
芸
術

一
八

三
一
)
、
二
ハ
J
二
八
、
(
二
一
〉
一
九
七
四

医

家

の

系

譜

伊

良

子

道

牛

渓

・
蘭
兼
用
の
外
科
子
孫
に
朝
延
医
生
む

中
野
操
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

三

(
八
〉
一
二
八
J
一
一
一
九
一
九
七

四

一
九
七
四
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医
家
の
系
譜
江
馬
春
齢
美
濃
蘭
学
の
名
を
世
に
と
ど
ろ
か
す
青
木
一

郎
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

三

(
一
一
〉
一
四
四

l
一
四
五
一
九
七
四

医
家
の
系
譜
甲
斐
土
幹
代
々
日
向
延
岡
で
地
域
医
療
に
励
む
中
野

操
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

三

2
0
一
二
人
J
一
二
九
一
九
七
四

医
家
の
系
諮
伴
栄
落
一
代
で
か
ち
え
た
奥
医
師
の
座
松
田
博
市

日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

三

(
七
〉
一
一
一
一
六
J
一
一
一
一
七
一
九
七
四

近
世
伊
勢
の
本
草
学
者
松
島
博
古
医
学
月
報
(
一
一
〉
五
一
九
七

四
明
治
初
期
の
わ
が
国
医
療
制
度
の
確
立
に
貢
献
し
た
人
脈
岩
佐
純

・
相
良

知
守

・
長
与
専
斉
の
事
跡
を
中
心
に
し
て
菅
谷
章
公
衆
衛
生

三
八

(
九
)
四
六
四

l
四
六
九
一
九
七
四

岐
阜
県
が
生
ん
だ
前
方
医
青
木
一
郎
医
海
時
報
(
六
二

O
〉一
一
一
一

九
七
四

公
衆
衛
生
学
人
物
山
脈
長
与
専
斎

・
森
林
太
郎

・
後

藤

新

平

田

中

正

四
日
本
公
衆
衛
生
雑
誌

ニ
O
〈一

O
付
録
)
五
四
J
五
八
一
九
七

一一一
京
都
に
お
け
る
吉
議
東
洞
と
門
人
た
ち
須
羽
源
一
広
島
医
学

二
七

(
一
〉
八
八
J
九
一
一
九
七
四

安
藤
昌
益
と
本
居
宣
長
宮
本
忍
胸
部
外
科
二
六
(
一
〉
一

O

一
九
七
三

フ
ラ
ン
ス
人
医
学
者
の
横
顔
フ
ラ
ン
ス
整
形
外
科
医
発
句
〉
品
目
伺
忌
教

授
と

』
E
2
教

授

弓

削

大

四

郎

日

仏

医

学

一
四

(一

J
一
一
)
八

o
l八
四
一
九
七
三

緒
方
洪
庵
と
福
岡
藩
の
医
者
逮

奥
村

武

西
海
時
報
公
ハ
三
一
〉

一
九
七
四

越
後
の
前
方
医
森
田
兄
弟
に
つ
い
て
長
谷
川

一
夫
日
本
医
史
学
雑
誌

二
O
(三
〉
四
四
J
五
O
、
(
四
〉
七
六

l
八
一
一
九
七
四

伴
道
与
法
限
栄
藩
の
家
系
と
そ
の
子
孫
伴
七
三
雄
日
本
医
史
学
雑
誌

二
O
(四
〉
八
一

J
八
七
一
九
七
四

栗
山
孝
庖
と
杉
田
玄
白
及
び
小
田
野
直
武
(
抄
)
田
中
助
一
日
本
医

史
学
雑
誌

二
O
(三
〉
一
五
J
一
六
一
九
七
四

伝
記
(
個
人
〉

綱
脇
竜
妙
と
看
護
清
水
昭
美
総
合
看
護

八

つ
一
)
六
八
J
八
三

一
九
七
三

医
人
安
藤
田
閏
益
児
玉
栄
一
郎
日
本
細
菌
学
雑
誌

二
九

三
一
)
五
二

八
J
五
二
九
一
九
七
四

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
伝
補
遺
今
回
見
信
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌

(
二
)
二
六
J
二
七
一
九
七
四

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
遺
伝
理
論
と
そ
の
意
義
(
一
〉

学
史
研
究
(
二
五
)
一

J
一
一
一
一
九
七
四

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
遺
伝
理
論
と
そ
の
意
義
つ
一
)

学
史
研
究
(
一
二
ハ
)
二
二
J
一
二
三
一
九
七
四

青
山
胤
通
先
生
一
と
医
局
の
思
い
出
高
村
圧
太
郎

(
一
一
〉
三

O
J三
二
一
九
七
四

海
軍
病
院
お
雇
い
医
師
宅
〉

E
q
g
D

(
四
一
-
一
〉
六
三
一

J
六
三
三
一
九
七
四

日
本
医
人
伝
浅
田
宗
伯
酒
井
シ
ヅ

(
二
ニ
入
〉
二
六
J
二
八
一
九
七
四
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古
今
医
人
伝
〈
一

O
)

石
原
喜
久
太
郎
米
国
正
治

ニ
ュ
ー
ス
会
二

O
)
二一

1
一
八
一
九
七
四

五
O
歳
で
発
起
し
西
説
「
草
木
図
説
」
を
出
版
し
た
美
汲
大
垣
の
医
家
飯
沼

慾
斎
翁
士
口
川
芳
秋
現
代
医
学
一
一
一
〈
一
〉
一
二
七
J
一
四
八

一
九
七
三

入
沢
達
士
口
先
生
の
思
い
出

鰐
淵
健
之
医
家
芸
術
一
八
(
一
一
〉
三

八
J
三
九
一
九
七
回

池
田
玄
丈
翁
の
基
に
詣
す
竹
内
屑
夫
呑
川
県
医
師
会
誌
二
回
会
一
〉

二
三
J
二
五

上
回
秋
成
〈
一
)
岩
橋
小
弥
太
国
学
院
雑
誌
七
五
(
一
〉
一
九
七

四
字
国
川
格
庵
の
『
植
学
啓
原
』
の
原
図
に
つ
い
て
矢
部
一
郎
科
学
史

研
究
一
一

一
(一

O
八
)
二
一
九
J
ニ
二
二
一
九
七
三

字
国
川
格
庵
と
植
物
分
類
矢
部
一
郎
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
(
ニ
O
〉

一
二
九
J
一
四
九
一
九
七
四

上
山
百
姓
一

援
宇
留
野
春
庵

宇
留
野
勝
弥
一
九
七
四

{
子
留
野
春
庵
を
偲
ぶ

宇

留

野

勝

弥

日

本

医

事

新
報

(
二
六
四
)
六
六

J
六
八
一
九
七
四

ベ
ル
ツ
門
下
江
馬
賎
男
と
そ
の
周
辺
(
上
)
(
中
)
(
下
)
青
木
一
郎

日
本
医
事
新
報
ハ
二
六
一
六
)
六
六
J
六
八
、

(
ニ
六
一
七
〉
七
O

J
七

二
、
(
二
六
一
九
)
七
二
J
七
四
一
九
七
四

土
佐
国
最
初
の
女
医
野
中
腕
女
の
話
古
城
九
州
男
日
本
医
事
新
報

(
二
六

O
七
)
六
五
一
九
七
四

法
眼
奥
先
生
の
基
比
嘉
良
宗
日
本
医
事
新
報
(
一
二
ハ
二
一
〉
六
五

l

島
根
県
医
師
会

六
七
一
九
七
四

太
田
雄
寧
の
事
蹟
を
め
ぐ
っ
て

一一)一

J
六
一
九
七
三

日
本
医
人
伝
荻
原
吟
子
酒
井
シ
ヅ

(
一
三
二
〉
二
五
J
一
一
六
一
九
七
回

オ
ス
ラ

1
博
士
の
生
涯

看
護
学
校
の
第
一
回
卒
業
式
日
野
原
重
明

O
)
一
三
五
三
J
一
三
五
五
一
九
七
四

活
発
な
学
会
活
動
と
人
知
れ
ぬ
結
婚
式
日
野
原
重
明

一一

(
一
一
〉
一
四
九
三
J
一
四
九
五
一
九
七
四

内
科
学
テ
キ
ス
ト
執
筆
の
こ
ろ
ハ
一
八
九
O

J
一
八
九
二
)
日
野
原

重
明
宮
内
乱

E
E
-
-
(七
)
九
五
三
J
九
五
五
一
九
七
四

五
年
ぶ
り
の
欧
州
旅
行
(
一
八
八
九
J
一
八
九

O
)

日
野
原
重
明

z
a
E
E
一
一
ハ
四
〉
五
四
九
J
五
五
一
一
九
七
四

ポ
ル
チ
モ
ア
に
赴
任
の
年
ハ
一
八
八
九
)
日
野
原
重
明

z
a
E
E

一
一
公
一
)
二
六
九
J
二
七
一
一
九
七
四

天
心
と
そ
の
健
康
観
岡
倉
古
志
郎
医
療
と
人
間
と
(
=
一
)
六
七
J
七

一
一
九
七
三

竹
孫
(
岡
西
為
人
)
先
生
半
生
記
由
来
武
田
健
一
漢
方
の
臨
床

二

一、

(
二
〉
四
六

l
五一

、

(
三
)
四
一

l
四
六
、
〈
四
〉
四
九
J
五
二
、

(
五
〉
一
三
ハ
J
四
回
、

2
0
四
二
J
五
て
(
入
〉
四
九
J
五一

、
(九
)

三
四
J
三
六
、
(
一

O
)
四
五
J
四
八
一
九
七
四

「
蘭
学
事
始
」
の
再
発
見
者
神
田
孝
平
木
下
繁
太
郎

六
〈
入
)
三
八
J
凹

O

一
九
七
四
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田
原
藩
医
萱
生
郁
蔵
と
使
西
日
録
竹
内
孝
一
日
本
医
事
新
報
つ
一
六

一
七
)
六
三
J
六
六
、
(
二
六
一
八
)
五
回
J
五
六
、
〈
二
六
二

O
〉
六
五

l
六
八
一
九
七
四

呑
月
牛
山
先
生
の
事
績
と
そ
の
家
系
難
波
恒
雄
漢
方
の
臨
床
二
一

(
九
〉
四
九
九
J
五
一
六
一
九
七
四

呑
月
牛
山
墓
碑
の
こ
と
宮
崎
綾
子
漢
方
の
臨
床

一一一

(
六
)
三
四

J
三
八
一
九
七
四

貝
原
益
軒
の
学
問
と
方
法
|
『
大
和
本
草
』
に
お
け
る
儒
学
と
科
学
|

辻

哲

夫

思

想

(

六

O
五
)
五
七
J
七
O

一
九
七
四

医
学
の
進
歩
を
に
な
っ
た
人
々
桂
田
富
士
郎
中
山
沃
検
査
と
技

術

ニ

(
七
〉
五

O
J五
二
、
(
八
)
五

0
1五
二
、
(
九
)
五

0
1五一一

一
九
七
四

蘭
医
「
河
口
信
任
」
の
こ
と
川
島
陶
二
古
河
医
師
会
報
(
七
〉
四
五

ー
五
一
一
一
九
七
四

ギ
ヤ
ル
サ
ン
教
授
を
偲
ぶ
士
ロ
倉
範
光
日
仏
医
学

一四

〈一

J
一一〉

一
J
六
一
九
七
三

名
を
残
す
医
学
の
先
達
た
ち
北
里
柴
三
郎
先
生
の
こ
と
三
橋
進

Z
E
E
-
】
)
釘
喜
一
一
一
一
(
一
〉
三
一
一
J
一
三
ハ
一
九
七
三

北
里
博
士
と
ベ
ス
ト
菌
森
下
燕
医
海
時
報
(
六
二
三
〉
三
一
九

七
回

呉
秀
三
先
生
と
周
辺
の
人
び
と
!
と
く
に
森
鴎
外
お
よ
び
呉
文
聡
と
の
関
係

を
め
ぐ
っ
て

l

岡
田
靖
雄

・
吉
岡
英
二

・
長
谷
川
源
助
医
学
史
研

究
(
四
一
)
五
四
四

l
五
五

O

一
九
七
四

大
叔
父
限
川
宗
雄
大
原
掌
一
郎
医
家
芸
術

一八

(
一
一
〉
一
一
一
四
J

三
五
一
九
七
四

黒
川
良
安
と
金
沢
医
学
館

九
七
四

黒
川
良
安
に
つ
い
て
津
田
進
三

九
五
一
九
七
四

孫
の
代
で
絶
え
た
立
斎
の
牛
痘
術
八
医
家
の
系
譜
l
桑
田
立
斎
V

中
野

操
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
三
(
四
)
一
一
一
八
J
二
一
九
一
九
七
四

若
き
日
の
久
保
緒
之
士
口
先
生
|
一
通
の
舎
翰
と
父
祖
の
系
諮
|
問
中
一

弘
日
本
医
事
新
報
(
二
六

O
二
〉
六
九
l
七
O

一
九
七
四

満
州
コ
レ
ラ
の
防
疫
と
北
里
柴
三
郎
先
生
の
偉
業
黒
川
清
之
日
本
医

事
新
報
(
一
二
ハ
三
五
〉
六
三
J
六
六
、
(
一
二
ハ
一
三
ハ
)
七
三
J
七

四

一

九
七
四

先
師
ケ
イ
ズ
ル
伝
坂
本
勇
日
本
獣
医
史
学
研
究
会
報
(
五
)
一
一

ー
一
五
一
九
七
四

ロ
ベ
ル
ト

・
コ
ツ
ホ
の
碑
渡
辺
宗
治
日
本
医
事
新
報
公
一
六
三
九
)

六
六
J
六
七
一
九
七
四

日
本
医
人
伝
佐
藤
尚
中
酒
井
シ
ヅ
日
本
医
事
新
報
ジ
ュ
ニ
ア
版

(
二
二
七
〉
二
七

l
二
八

佐
藤
進
伝
小
川
鼎
三
順
天
堂
医
学

ニ
O
(一
〉
一

O
二
J
一
O
六

(
二
〉
二
三
一
二

l
二
三
九
、
(
三
)
一
三
ハ
一

J
三
六
人
、
(
四
〉
五
四
五
J

五
五
一
一
九
七
四

相
良
知
安
医
制
百
年
に
ち
な
ん
で

一
O
)
九
一
九
七
四

相
良
知
安
と
い
う
人
鍵
山

加
藤
豊
明

医
海
時
報
公
ハ
二
二
〉

石
川
郷
土
史
学
会
4
誌
〈
七
)
八
七
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日
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ユ
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(
一
二

栄
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三



大 占 酒
滝士井
紀 iおシ
雄日ヅ

日
本
医
事
新
報
ジ
ュ
ニ
ア
版

日
本
医
人
伝
相
良
知
安

(
一
三
一
〉
二
九
J
三

O

佐
渡
の
奇
人
司
馬
凌
海

六
五
一
九
七
三

ジ
ユ
パ
イ
ツ
ア
ー
に
み
る
援
助
の
思
想

四
J
一
一
一
九
七
四

日
本
医
人
伝
清
水
郁
太
郎
酒
井
シ
ヅ

二
五

l
二
六
一
九
七
四

シ
l
ボ
ル
ト
の
日
本
植
物
学
上
の
記
録
石
山
禎
一

(
二
五
〉
一
一
一
一
J
二
三
一
九
七
四

シ
I
ボ
ル
ト
と
門
人
緒
方
富
雄
日
本
医
史
学
雑
誌

J
三
九
一
九
七
四

シ
l
ボ
ル
ト
の
処
方
|
と
く
に
オ
ク
リ
カ
ニ
ク
リ
な
ど
の
こ
と
小
川
鼎

三
日
本
医
史
学
雑
誌
ニ

O
(
一
〉
三
九
J
四
六
一
九
七
四

画
家
の
限
を
開
い
た
シ

I
ボ

ル

ト

兼

重

護

日

本

医

史

学

雑

誌

ニ

O
(
一
〉
四
六
J
五
一
一
一
九
七
四

シ
l
ボ
ル
ト
と
長
州
田
中
助
一
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
O
(
一
)
五

三
J
五
八
一
九
七
四

シ
l
ボ

ル

ト

の

治

療

法

中

野

操

日

本

医

史

学

雑

誌

五
九
J
六
一
二
一
九
七
四

蘭
学
史
に
お
け
る
シ

I
ボ
ル
ト
の
役
割
沼
田
次
郎

ニ
O
(
一
)
六
回
J
七
O

一
九
七
四

医
師
と
し
て
の
シ

l
ボ

ル

ト

山

形

倣

一

(
一
〉
七
一

J
七
五
一
九
七
四

人
間
の
医
学
(
五
七
)
六
三

l

笠
原
芳
光

二
六
(九〉

看
護

日
本
医
事
新
報
〈
一
一
一
一
一
一
一
〉

生
物
学
史
研
究

ニ
O
(一
)

二
O
(
一〉

日
本
医
史
学
雑
誌

日
本
医
史
学
雑
誌

。

日
本
眼
科
史
上
の
シ

1
ボ
ル
ト
福
島
義
一

(
一
〉
七
六
J
八
五
一
九
七
四

一
資
料
か
ら
見
た
科
学
者
シ

l
ボ

ル

ト

矢

部

一

郎

ニ
O
(三
〉
二
四
九
一

九
七
四

杉
田
玄
白
の
人

間

観

宮

本

忍

胸

部

外

科

二
六

〈
五
〉
三
四
七

一
九
七
三

医
学
博
士
杉
村
隆
先
生
略
歴
と
研
究
業
績
武
田
科
学
振
興
財
団
一
九

七
四

菅
江
真
澄
と
珪
肺
八
新
社
会
衛
生
史
ノ
l
ト
V

三
浦
豊
彦
労
働
衛
生

一
五

(
五
)
四
五
J
四
人
一
九
七
四

建
都
清
庵
杉
靖
三
郎
健
康
医
学
(
二
二
五
〉
ム
ハ
ニ

J
六
八
、

公
一
二

六
)
五
四
J
五
七
一
九
七
二

建
部
清
庵
杉
靖
三
郎
健
康
医
学
(
二
二
九
)
六
二

J
六
五
、

つ
一
三

一
一
一
〉
六
二
J
六
五
、
(
二
三
五
)
六
二
J
六
五
、
(
二
四

O
〉
六
二
J
六
五

〈
二
四
四
)
七

0
1七一二
、
(
ニ
四
六
〉
一
二
一

一l
コ
一
五
一
九
七
四

高
畑
挺
三
先
生
の
こ
と
わ
が
国
耳
鼻
咽
喉
科
創
始
者
の
一
人
後
藤
敏
郎

耳
鼻
咽
喉
科
展
望

一
七

つ
ニ
)
三
九
五
J
三
九
九
一
九
七
四

名
を
残
す
医
学
の
先
達
た
ち
高
安
右
人
の
こ
と
高
安
晃

ζ
a
r

門戸
-
一盟
問
g
円
一一一一

(
一
〉
二
七
J
一
一
一
一
一
九
七
三

創
学
の
師
を
語
る
高
本
兼
寛
と
東
京
慈
恵
医
科
大
学
赤
羽
武
夫

zaw注
目
4
2
2

ハ
一
五
八
)
三
一
、
(
一
五
九
)
三
一
、
三
六

O
)
三

一
、
(
一
六
一
)
三
て
ご
六
二
〉
三
一
、
三
六
三
)
一
二
一
一

九
七

四
高
野
長
英
の
医
学
思
想

宮
本

忍

胸
部
外
科

日
本
医
史
学
雑
誌

。
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誌
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一
九
七
三

幕
末
の
医
人

一
九
七
四

心
臓
刺
激
伝
導
系
発
見
者

l
田
原
淳
先
生
の
生
誕
百
年
を
迎
え
て

環
臨
床
と
研
究

五
O
(六
)
一
一

J
一
二
一
九
七
三

高
野
六
郎
結
核
予
防
会
行
政
創
業
の
人
近
藤
宏
二
複
十
字
(
一
一
二
)

一
四
J
一
八
一
九
七
三

高
木
兼
克
先
生
の
想
い
出
籾
木
穂
積
医
家
芸
術
一
八
(
一
一
〉
四

一一
J
四
三
一
九
七
四

医
家
の
系
譜
坪
井
信
道
初
の
本
格
的
内
科
診
断
学
「
診
候
大
概
」
著
す

青
木
一
郎
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

四

(
一
〉
一
三
{
ハ
J
一
一
一
一
七
一
九
七

五
労
働
医
学
の
創
始
者
陣
峻
義
等
を
お
も
う
田
辺
正
忠
健
康
会
議

二

五
(
七
〉
四
三
J
四
五
一
九
七
三

土
肥
慶
蔵
先
生
北
村
包
彦
医
家
芸
術
一
八
(
一
一
〉
四

0
1
四
一

一
九
七
四

医
学
博
士
長
石
忠
三
先
生
略
歴
と
研
究
業
績
武
田
科
学
振
興
財
団
一

九
七
四

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
関
す
る
っ
て

三
〉
の
資
料
紹
介
と
考
察

(
E〉
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
養
成
学
校
に
つ
い
て
柴
田
寿
子

看
護
教
育

一
五
(
二
)

一
二
ハ
J
一
一
一
一
一
九
七
四

灯
を
か
か
げ
た
人
々
(
一
五
〉
種
痘
輸
入
の
功
績
者
楢
林
宗
建

山
野
光
雄
健
康
保
健

二
七
(
九
)
五
六
J
六
四
一
九
七
三

中
井
木
菟
麿
翁
の
業
歴
羽
倉
敬
尚
懐
徳
〈
四
四
〉
一

J
一一一

高
野
長
英

漢
方
医
薬
〈
二
九
〉

一
六
五

米
国
該
奥

今
井

七
四

日
本
医
人
伝
長
与
専
斎
酒
井
シ
ヅ

(
一
三
六
〉
一
七

l
一
八
一
九
七
四

日
本
医
人
伝
長
井
長
義
酒
井
シ
ヅ

(
二
二
五
)
一
七
J
一
八
一
九
七
四

医
者
と
し
て
の

z
w
o
z
g
。
。
刃
z
-
n
5
4〈
席
。
】
仏
』
・
河
口
内
計
三
日
E

シ
ヅ
訳
生
体
の
科
学

二
五
〈
五
・

六
〉
一

O
九
J
一
一
七

日
本
医
事
新
報
ジ
ュ
ニ
ア
版

日
本
医
事
新
報
ジ
ュ
ニ
ア
版酒

井

一
九
七

九

四
海
外
医
療
の
先
駆
(
一
)
野
口
英
世

(
四
六
〉
六
一
九
七
三

「
七
新
薬
」
の
出
版
を
た
す
け
た
浜
口
梧
陵

(
六
二
五
〉
二
一
九
七
四

奏
佐
八
郎
先
生
と
ベ
ス
ト
春
日
忠
善
診
断
と
治
療

二
O
四一

J
ニ
O
四
三
一
九
七
三

原
南
陽
先
生
伝
石
島
弘
水
戸
市
医
師
会
創
立
入
二
周
年
記
念
出
版

一
九
七
四

結
核
医
原
栄
小
松
良
夫
医
学
史
研
究
(
四
一
二
〉
六
一
五
J
六
二

O

一
九
七
四

琵
琶
湖
畔
の
橋
田
邦
彦
先
生
の
記
念
碑
内
山
孝
一
日
本
医
事
新
報

(
二
五
九
九
〉
六
六
J
六
七
一
九
七
四

橋
田
邦
彦
先
生
と
の
出
会
い
|
ゆ
れ
動
く
心
の
軌
跡
|
金
田
光
雄
日

本
医
事
新
報
(
二
六

O
O
)
七
O
J七
一
一
一
九
七
四

パ
リ
に
林
研
海
の
墓
を
訪
ね
る
大
滝
紀
雄
日
本
医
事
新
報
(
二
六
四

一
一
〉
六
七
J
六
八
一
九
七
四
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医
学
の
進
歩
を
に
な
っ
た
人
々
奏
佐
八
郎
中
山
沃
検
査
と
技
術

ニ

ハ
四
〉
五

O
t五
二
、
(
五
〉
五

0
1五
二
、

2
0
五

O
J五
一
一
一

九
七
四

鈴
木
教
授
の
「
医
聖
ヒ
ツ
ポ
グ
ラ
テ
l
ス
に
関
す
る
こ
、
三
の
疑
問
」
を
読

み
て
ハ
上
)
(
下
)
西
山
除
義
日
本
医
事
新
報
(
二
六
四

O
〉
六

六
J
六
七
(
二
六
四
一
〉
六
九
J
七

O

一
九
七
四

医
学
史
お
ぼ
え
が
き
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
周
辺
梶
田
昭
病
体
生
理

(
九
〉
五

t
一
O

一
九
七
四

プ
リ
l
ス
ト
リ
の
酸
素
発
見
|
一
七
七
四
年
八
月
一
日
|
渡
辺
廃
昭

蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
〈
二
八
九
)
一

J
一
O

一
九
七
四

富
士
川
滋
を
諮
る
佐
藤
美
実
広
島
医
学

二
八

(
一
〉
五
J
七

九
七
四

石
橋
長
笑
・
今
井
正
共
訳

エ
ル
ウ
イ
ン

・
ベ
ル
ッ

。
q
y担
「

仏

〈

g
n
o三

日
本
新
薬
株
式
会
社
一
九
七
四

ク
ロ
'
i
ド

・
ベ
ル
ナ
l
ル

森

優

臨

床

と

研

究

一-一
J
一
四
一
九
七
三

ク
ロ

1
ト
・

ベ
ル
ナ
l
ル
と
血
管
支
配
神
経

五

0

2
0
〉
一
七
J
一
八
一
九
七
三

宣
教
医
ホ
プ
ソ
ン
と
そ
の
中
国
文
医
学
書

〈
入
〉
三
五
、
(
九
〉
三
J
五
一
九
七
四

曲
直
瀬
道
三
ヤ
ソ
教
入
信
に
つ
い
て
の
事
情

一一一

ハ
一
二
〉
四
七

l
四
八
一
九
七
四

「
前
野
良
沢
」
寸
考
〈
抄
〉
末
中
哲
夫

。
ニ
〉
一
六
一
九
七
四

。
五
O
〈入
)
一

森

優

臨
床
と
研
究

寅

古
医
学
月
報

士口問矢
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道
明

漢
方
の
臨
床

日
本
医
史
学
雑
誌
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数
道
明

漢
方
の
臨
床
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初
代
曲
直
瀬
道
三
年
譜
と
逸
話
補
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〈
一
)
二

O
J一
一
一
一
一
一
九
七
四

日

本

医

人

伝

松

山

棟

庵

酒

井

シ

ヅ

七
l
一
八
一
九
七
四

マ
ツ
グ
プ
ラ
イ
ド
博
士
と
私
藤
岡
俊
健

(
五
〉
二

J
四
一
九
七
四

三
井
元
濡
先
生
に
関
す
る
覚
書
竹
内
庸
夫

つ
一
)
一
九
J
一
一
一
一
一
九
七
一

森
鴎
外
の
小
倉
年
譜

・
考
-
託
(
考
証
篇
〉

l

文
学
部
紀
要
(
一

O
〉
一
九
七
四

「
森
鴎
外
の
会
」
報
告
|
昭
和
二
一
J
一
一
-
一
年
東
北
大
学
|
八
資
料
V

学
史
研
究
(
四
三
)
六
三
四
J
六
四
七
一
九
七
四

続

・
医
師
と
し
て
の
森
鴎
外
(
一

)
J
(
三

)

伊

達

一

男

日

本

医

事

新

報
(
二
六

O
O
)
六
七
J
六
九
、
(
二
六

O
五
〉
五
人
J
六

O
、
〈一二ハ

O

七
〉
七
一

J
七
四
一
九
七
回

鴎
外
と
熊
本
西
山
喰
義
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鴎
外
」

四
人
生
の
正
師

・
森
田
正
馬
先
生
〈
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)

せ

て

八

木

敏

夫
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発

見

七
三

日
本
医
事
新
報
(
一
三
四
〉
一

日
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獣
医
史
学
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報

香
川
県
医
師
会
誌

四

小
林
安
司

北
九
州
大
学医
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四
八
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七
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森
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一
七
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)
二
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一
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獣
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六〉

J
・
L
・
ヤ
ン
ソ
ン
先
生
伝

一
O
I
一
四
一
九
七
四

山
極
勝
三

郎

先

生

長

沢
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四
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三
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四
九
一
九
七
四

士
ロ
益
東
洞
先
生
の
功
績

六
二
一
九
七
四

吉

田

竜

蔵

石

田

憲

吾

一
九
七
四

学
徒
と
し
て
の
吉
益
東
洞

一
二
一
九
七
四

結
核
に
な
や
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だ
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名
人
(
一
一
〉
ラ
シ
ェ
ル

(
一
二
二
〉
九
一
九
七
三

F
H
2
2〉何
Cω
・
の
〉
同
問
〈
肘
Z
|
リ
ン
、一
ネ
ウ
ス
の
思
想
と
そ
の
背
崇
|
佐

藤
達
策
日
本
大
学
松
戸
歯
科
大
学
一
般
教
育
紀
要
〈
一
〉
六

O
J六
六

一
九
七
四

仙
台
医
学
専
門
学
校
の
魯
迅
今
泉
君
義
日
本
医
事
新
報
(
一
二
ハ
三
八
〉

六
七
J
六
八
一
九
七
四

エ
ル
ド
リ
ッ
チ
と
父

・
六
角
謙
吉
六
角
高
雄
前
学
資
料
研
究
会
研
究

報
告
(
二
八
九
)
一
一

J
ニ
O

一
九
七
四

結
核
の
予
防

・
医
療

・
行
政
に
つ
く
し
た
思
い
出
の
人
(
一
八
〉
渡
辺

博

・
結
核
の
研
究

・
集
団
検
診
に
貢
献
鈴
木
邦
夫
複
十
字
ハ
一
一

七
)
六

t
一
O

一
九
七
四

解
剖
史

体
貌
観
測
の
歴
史
的
考
察

四
一
一
九
七
三

「
解
体
新
書
」
と
解
剖

六
l
三
O

一
九
七
四

大
塚
敬
節

漢
方
医
薬
会
ニ
ニ
)
二
五
四
J
二

広
島
医
学

ニ
七

(
一
二
〉
三

O
五
J
三
O
九

西
丸
和
義

広
島
医
学

二
七

(
三
)
一
3
t

岡
西
順
二
郎

複
十
字

西

六
(
五
)
三
六
l

大
助

西
医
学

小
川
鼎
三

・
中
尾
善
保

。「g
g
(
=一
四
)
一
一

ダ
ピ
ン
チ
の
解
剖
遺
稿
中
川
米
造
科
学
の
限

・
自
然
科
学
と
博
物
館

四
一

(
一
〉
一
四
J
一
七
一
九
七
四

解
剖
学
実
用
自
と
白
菊
会
の
役
割
倉
屋
利
一
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
五
J

一
六

O

一
九
七
四

呑
川
県
に
お
け
る
腕
分
け
志
願
者
の
解
剖
記
録
|
「
坂
出
-認
話
会
報
告
」
か

ら
l

竹
内
庸
夫
呑
川
県
医
師
会
誌

ニ
七

(
一
〉
二

0
1一一一
一一

一
九
七
四

小
塚
原
回
向
院
内
解
体
記
念
碑
に
つ
い
て
緒
方
富
雄
前
学
資
料
研
究

会
研
究
報
告
(
二
八
八
)
一

J
九
一
九
七
四

医
師
と
献
体
|
渡
辺
淳

一
氏
に
容
す
|
長
門
谷
洋
治
日
本
医
事
新
報

(
一
一
六
一
四
〉
八
九
J
九
O

一
九
七
四

八
そ
の
と
き
ど
き
に
V

解
体
記
念
碑
の
移
設

・
除

幕

緒

方

富

雄

医

学
の
あ
ゆ
み

九
一

(
六
〉
二
六
七
一
九
七
四

解
体
新
書
出
版
後
の
利
用
(
抄
)
石
原
明
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ

0
2
一
〉
二
七
J
二
八
一
九
七
四

い
わ
ゆ
る
タ
l
ヘ
ル

・
ア
ナ
ト
ミ
ア
に
つ
い
て
(
そ
の
三
〉
序
文
(
抄
〉

酒
井
恒
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
O
ハ
三
〉
二
三
J
二
四
一
九
七
四

ク
ル
ム
ス
解
剖
書
の
脚
注
と
「
重
訂
解
体
新
書
」
(
抄
〉
大
島
蘭
三
郎

日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
O
C
ニ
〉
二
二
一
九
七
四

八
王
子
で
発
見
さ
れ
た
「
解
体
新
書
」
(
抄
〉
新
藤
恵
久

学
雑
誌

ニ
0
2
ニ
)
一
一
一
J
一
一
一
一
一
九
七
四

佐
々
木
中
沢
の
解
剖
と
「
解
体
新
書
」
(
抄
)

学
雑
誌

ニ
O
C
二
〉
九
一
九
七
四

解
体
新
書
と
越
後
の
箇

ハ抄

〉

蒲

原

山
形
倣

宏

日
本
医
史
学
雑
誌
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ハ
一
二
〉
七
J
八
一
九
七
四

解
体
新
書
以
前
に
翻
訳
、
出
版
さ
れ
た
西
洋
解
剖
書
(
抄
〉

日
本
医
史
学
雑
誌
ニ

0

2
ニ
〉
一

J
一
一
一
九
七
四

解
体
新
密
訳
業
の
語
学
的
考
察
(
抄
)
佐
藤
良
雄
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ

o
c-一
〉
五
J
七
一
九
七
四

「
解
体
新
書
」
の
「
西
説
内
科
撲
要
」
に
及
ぼ
し
た
影
響
(
抄
〉
大
滝

紀
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
ニ

O
会
己
三
J
四
一
九
七
四

『
遼
西
医
範
』
と
『
医
範
提
綱
』
(
一
〉
大
鳥
蘭
三
郎
日
本
医
史
学

雑
誌

ニ
0
2
5
三
五
J
四
三
一
九
七
四

「
解
体
新
宮
」
出
版
二
百
年
八
て
い
談
V

緒
方
富
雄

・
小
川
鼎
三

・
大

鳥
蘭
三
郎
日
本
医
事
新
報
ハ
ニ
ム
ハ
ニ

O
)
四
三
J
五
四
一
九
七
四

日
本
近
代
化
の
起
点
と
な
っ
た
「
解
体
新
書
」
日
本
近
代
史
二
百
年
説
の
要

点
謝
世
相
岬
古
医
学
月
報
(
一
一
〉
一

J
三
一
九
七
四

公
衆
衛
生
史

新

・
社
会
衛
生
史
ノ

1
ト

雑
誌
「
労
働
科
学
」
の
半
世
紀
三
浦
豊
彦
労
働
衛
生

一
五
(
四
)

一
九
七
四

海
女
の
生
理
学
的
研
究
の
は
じ
め
三
浦
豊
彦
労
働
衛
生

一五

2
0
四
五
J
四
八
一
九
七
四

日
本
の
高
温
作
業
場
の
変
容
三
浦
盛
彦
労
働
衛
生

一
五
ハ
七
〉

四
五
J
五
O

一
九
七
四

大
原
孫
三
郎
と
人
絹

・
ス
フ
工
業
の
職
業
病
三
浦
盛
彦

一五

(
八
〉
四
五
J
四
八
一
九
七
四

ミ
ュ
ー
ズ
事
件

・
ポ
サ
リ
カ
事
件
三
浦
豊
彦

労
働
衛
生

酒
井
シ
ヅ

労
働
衛
生

五

〈一

O
〉
四
五
J
四
七
一
九
七
四

カ
ッ
ト
ル
氏
原
著
「
初
学
人
身
窮
理
」

五

(
一
一
〉
四
五
J
四
八
一
九
七
四

橘
南
駅間
と
珪
肺
三
浦
豊
彦
労
働
衛
生

八
一
九
七
四

社
会
の
変
革
と
健
康
杉
田
陣
道
経
済
と
貿
易
〈
一
一
一
〉

一
九
七
回

公
害
問
題
の
先
駆
|
後
藤
新
平
の
「
職
業
衛
生
法
」
|
大
野
木
克
彦

都
市
問
題

六
五

ハ
一
〉
七
四

i
八
四
一
九
七
四

皮
虜
科
史

皮
膚
科
学
に
貢
献
し
た
医
学
者
た
ち

色
素
性
等
麻
疹

・
高
橋
吉
定
臨
床
皮
膚
科

二
八

(
一
〉
八

O
J
八

三
、
全
一
〉
二
四
人
J
二
五
三
、
〈
四
)
一
一
一
一
一
六
J
一
一
一
一
一
一
一
、
〈
五
〉
四

O
六
J
四一

O

一
九
七
四

パ
ジ
ェ
ッ
ト
病
高
橋
士
口
定
臨
床
皮
膚
科

二
八

2
0
四
八
四
J

四
九

O

一
九
七
回

連
珠
毛
高
橋
士
ロ
定
臨
床
皮
膚
科

二
八

(
七
〉
五
五
五
J
五
六
二

一
九
七
四

遺
伝
性
表
皮
水
泡
症
高
橋
士
口
定
臨
床
皮
膚
科

二
八

ハ入

・
九〉

ム
ハ
二
六
J
六
三
人
、
(
一

O
〉
七

O
八
J
七
二
一
、
〈
一
一
)
七
八
一

l

七
八
六
一
九
七
四

急
性
限
局
性
皮
膚
腺
腫
あ
る
い
は
ク
イ
ソ
ケ
浮
腫
高
橋
士
口
定

皮
膚
科

二
八

(
二
一
〉
八
五
五
J
八
六
一
一
九
七
四

目
で
み
る
皮
膚
科
の
歴
史

384 

三
浦
豊
彦

労
働
衛
生

一
五
(
一
二
〉
四
五
J
四

九
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床



鹿
の
血

四
vnoσ
』。三
2
2
(
一
五
九
三
J
一
六
七
人
〉
の
名
画
か
ら
拾
う
皮
膚
病

大
矢
全
節
皮
膚
科
の
臨
床

一六

(
二
〉
一
一
二
四
一
九
七
四

娼

婦

大

矢

全

節

皮

膚

科

の

臨

床

二ハ

ハ
=
己
ニ

O
六

一

九

七
四

梅
畿
の
晩
歌
大
矢
全
節
皮
膚
科
の
臨
床

一六

(
四
〉
一
一
六
一

一
九
七
四

病
め
る
幼
児
大
矢
全
節
皮
膚
科
の
臨
床

一
六
(
五
〉
三
四
三

一
九
七
四

観
た
い
と
い
う
執
念
大
矢
全
節
皮
膚
科
の
臨
床

二ハ

(
六
〉
四

四
五
一
九
七
回

線
穫
の
守
護
神
大
矢
全
節
皮
膚
科
の
臨
床

二ハ

(
七
〉
五

O
六

一
九
七
四

草
津
の
湯
や
お
医
者
さ
ま
で
も
癒
ら
な
い
病
大
矢
全
節
皮
膚
科
の

臨
床

一六

〈
入
)
五
九
五
一
九
七
四

ア
レ
ル
ギ
ー
の
パ
リ
大
矢
全
節
皮
膚
科
の
臨
床

一六

(
九
)
六

五
五
一
九
七
四

ロ
l
マ
市
を
開
い
た
双
子
大
矢
全
節
皮
膚
科
の
臨
床

一
)
八
八

O

一
九
七
四

ラ
イ
の
守
護
神
大
矢
全
節
皮
膚
科
の
臨
床

八
一
九
七
四

ラ
イ
患
者
の
浮
彫
大
矢
全
節

O
一
七
一
九
七
回

大
矢
全
節

皮
虜
科
の
臨
床

二
ハ
(
一
〉
四
四

一
九
七

一占ハ

(

一六

(
一
二
)
九
人

皮
膚
科
の
臨
床

一
占
ハ
ハ
一

一ニ〉

琉
球
政
府
時
代
の
績
管
理
犀
川

一
夫
レ
プ
ラ

ー
二
ハ
入
、
二
ハ
九
J
一
七
一
一
一
九
七
三

外
科
史

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
カ
ツ
ピ
ン
グ
療
法
古
代
よ
り
現
代
ま
で
最
も
長
く
伝

承
さ
れ
た
治
療
法
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
プ
ロ
ッ
ク
パ
ン
ク
健
康
医
学

(
二
四
四
〉
一

0
1五
五
一
九
七
四

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
大
滝
紀
雄
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
O
〈二〉

一
四
二
J
一
五

O
、
公
ニ
〉
二
六
八
J
二
七
九
一
九
七
四

形
成
外
科
事
始
|
日
本
の
形
成
外
科
が
生
ま
れ
る
ま
で
|

星
栄
一

外
科
三
六
(
一
二
〉
一
一
九
六
J
一二

O
五
一
九
七
回

日
本
戦
傷
史
学
統
小
史
中
宮
安
夫
防
衛
衛
生
ニ

O
〈
九
)
一
一
一
四

九
J
三
五
五
、
(
一
一
一
〉
四
八
七
J
四
九
七
、
二
一
(
一
〉
一
七
J
二
五
、

合
一
〉
七
一

J
七
一
一
一
一
九
七
三
J
四

日
本
戦
傷
史
兵
法
医
学
中
宮
安
夫
防
衛
衛
生
一
ニ
一
一
(
六
)
一
ニ
一
一
-

九
J
ニ
四
五
、
(
七
)
二
九
一

t
二
九
七
、
(
九
)
三
四
九
J
三
五
五
、

(一

O
〉
三
八
一

J
三
九
て
(
一
一
)
四
一
三

l
四
一
八
、

(
二
一
〉
四

四
三
J
四
四
六
一
九
七
四

軍
陣
医
学
出
月
三
郎
医
海
時
報
(
六

O
七
〉
=
一
一
九
七
四

医
科
器
械
の
歴
史
を
語
る
石
山
俊
次
他
医
科
器
械
学
雑
誌

四
四

(
一
〉
一

J
一
五
一
九
七
四

産
婦
人
科
史

避

妊

の

歴

史

我

妻

尭

大
塚
薬
報
(
二
七
二
〉
三
六
J
三
九

七
四

江
戸
時
代
産
科
学
の
母
児
相
全
へ
の
努
力

四
二
(
一
二
)
一
六
五
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法

二
四

ハ
一
〉
一
一
二
五
J
一
三
七
一
九
七
四

古
代
ギ
リ
シ
ャ
医
学
に
お
け
る
不
妊
学
思
想
友
吉
唯
夫

会
雑
誌

一
九

(
一
)
三

0
1一
一
一
一
一
一
一
九
七
四

江
戸
時
代
の
産
科
医
酒
井
シ
ヅ
の
『
g
s
c三
ハ
)
二
六

精
神
病
史

歴
史
的
に
み
た
わ
が
国
の
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
王
丸
勇
ア
ル
コ

ー
ル

研
究

八

つ
一
一
)
一
一
一
一
一
J
一
一
五
一
九
七
三

沖
縄
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
的
考
察
上
江
州
敏
夫
史
正
〈
三
)

ハ
立
正
大
学
日
本
史
研
究
会
誌
〉
一

九
七
四

古
医
書
に
み
ら
れ
る
精
神
身
体
医
学
谷
津
三
雄

・
山
野
博
司

・
笹
原
広

重
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

こ

っ
一
)
二
人
J
一
二
一
一
九
七
四

医
学
と
し
て
の
江
戸
時
代
精
神
病
の
治
療
山
田
光
胤
医
海
時
報

2
ハ

一
一
ニ
〉
三
一

九
七
四

伝
染
病
史
お
よ
び
予
防
史

種
痘
法
の
背
と
今
藤
野
恒
三
郎
診
療
と
保
険

一四

(
一
一
〉
一
一
一

八
三
J
一
二
八
七
、
(
一
一
一
〉
一
四
二
三
J
一
四
二
九
一
九
七
二

歴
史
痘
そ
う
横
田
万
之
助
感
染
症
学
雑
誌

四
七

(
一
二
〉
四
八
三

四
八
五
一
九
七
三

京
都
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
事
件
(
昭
和
二
三
年
〉
の
実
態
と
経
過

安

田

隆

健

康

会

議

二
六

2
0
四
二
J
四
四
一
九
七
四

天
然
痘
回
想
記
高
野
正
彦
薬
事
新
報
(
七
四

O
)
五
三
J
五
四
、

(
七
四
一
)
七
四
J
七
五
、
(
七
四
四
〉
一
一
一
一
七
J
一
三
人
、

(
七
四
五
〉

一
五
人
J
一
五
九
、
〈
七
四
人
)
二
二
一

J
二
二
二
、
(
七
四
九
〉
二
回
二

l
二
四
一
一
一
、
〈
七
五
一
己
三

O
五
J
三
O
六
、
(
七
五
三
〉
一
一
一
一
一
六
l
一二一一

日
本
不
妊
学

一
九
七
四

七
、

(
七
五
七
〉
四
四
一

J
四
四
二
、

(
七
五
人
〉

四
六
二
J
四
六
三
、

(
七
六
一
〉
五
二
五
J
五
二
六
、
〈
七
六
二
〉

一
九
七
四

ア
イ
ヌ
と
痘
癒
辻
見
啓
治
臼
本
医
事
新
報
公
二
ハ
二
六
)
六
五
J
六

六
一
九
七
四

伝
染
性
会
血
病
原
史
話
山
線
定
士
口
日
本
獣
医
史
学
研
究
会
報
(
五
)

六
J
九
一
九
七
四

豊
浦
郡
矢
玉
浦
虎
列
刺
病
概
表
|
明
治
一
九
年
の
コ
レ
ラ
続
行
|
木
下

繁
太
郎
医
学
史
研
究
(
四
一
一
〉
五
五
九
1
五
七
三
一
九
七
四

安
永
時
代
の
痘
癒
治
療
広
藤
成
郎
薬
局

二
五

(八)一一一一一一一一

J

一
三
三
七
一
九
七
四

東
洋
医
学
史

イ
ン
ド
医
学
と
中
国
医
学
の
相
違
点
と
類
似
性
に
つ
い
て
(
抄
〉
伊
藤

和
洋
日
本
薬
学
会
九
四
年
会
講
演
要
旨
集

N

九
九
一
九
七
四

西
洋
医
学
と
東
洋
医
学
(
沢
田
流
問
書
か
ら
)
渡
辺
貞
夫
現
代
医
学

ニ
ニ

〈
一
〉
七
三
J
七
四
一
九
七
四

東
洋
医
学
の
変
遷
と
将
来
の
展
望
桑
木
崇
秀
新
薬
と
治
療
(
一
九

O
)

五
J
七
一
九
七
四

医
心
方
か
ら
学
ぶ
も
の
そ
の
て
こ
に
つ
い
て
伊
沢
凡
人
古
医
学
月

報
(
二
)
四
J
五
、
(
三
〉
六
J
七
一
九
七
三

医
心
方
の
復
刻
と
解
説
太
田
典
礼
古
医
学
月
報
(
一
〉
五
一
九
七
三

難
経
の
成
立
に
つ
い
て
(
抄
〉
丸
山
昌
朗
日
本
東
洋
医
学
会
誌
二
四

(四〉

五一

O

一
九
七
四

万
病
一
審
論
の
今
日
的
意
義
(
第
一
報
)
直
後
証
の
臨
床
か
ら
(
抄
〉

小
川

新
日
本
東
洋
医
学
会
誌

二
四

(
四
)
五
一

O

一
九
七
四
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液
血
-V}
め
ぐ
っ
て
(
抄
)
矢
数
道
明

(
四
)
五
一
一
一
一
九
七
四

神
農
皇
帝
は
漢
民
族
の
祖
か
?
土
本

五
三

l
五
五
一
九
七
回

素
問
と
傷
寒
論
の
三
陰
三
腸
の
名
称
に
つ
い
て

床

一一一

(
四
〉
一
ニ
J
六
一
九
七
四

古
代
の
日
本
医
学
と
漢
方
医
学
と
の
相
違
に
就
て

臨
床

一一一

(
四
〉
二
五
J
二
八
一
九
七
四

昭
和
四
八
年
度
漢
方
医
界
年
表
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床

二
九
J
三
一
一
一
九
七
四

温
知
荘
雑
筆

ご
わ
う
・
ろ
く
わ
う
(
牛
糞

・
鹿
寅
?
)
の
こ
と
道
三
と
一
一
一
喜
の
機
縁

矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床

一一一

(
一
一
)
一
九
七
四

レ
ツ
ク
リ
ン
グ

・
ハ
ウ
ゼ
ン
病
多
発
性
線
維
腫
、
日
本
最
初
の
記
録

矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床

一二

つ
一
)
三
六
J
一
一
一
九
一
九
七
四

道
中
灸
用
具
清
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
(
二
九
五
〉
一
九
七
四

G
H
Q
の
医
療
政
策
と
針
灸
漢
方
医
療
鎌
江
真
五
医
学
史
研
究

(四

一
〉
五
三
九
J
五
四

O

一
九
七
四

越
前
朝
倉
版
「
俗
解
八
十
一
難
経
」
の
版
木

究

一
九

(五〉

中
国
に
お
け
る
合
作
医
療
制
度
の
成
立
と
展
開

ニ
八

(
七
八

O
〉
一
六
J
一
九
一
九
七
四

漢
方
の
考
え
方
孫
文
の
食
物
観
木
下
繁
太
朗

二
六
J
三
一
一
九
七
三

日
本
東
洋
医
学
会
誌

重

漢
方
の
臨
床

藤
木
俊
郎

土
本

岩
治
勇

守
屋

健
康
会
議

四

二一

(三〉

漢
方
の
賂

重

漢
方
の

二一

(四〉

若
越
郷
土
研

洋

社
会
保
障

二
五
(
二
一
〉

王
唐
朝
の
医
書
「
外
台
秘
要
方
」

一
八
四
J
一
八
八
一
九
七
三

石
川
先
生
が
東
京
で
な
さ
れ
た
針
灸
の
研
究

三
三
(
四
〉
一

三
J
一
六
一

九
七
四

ア
l

ユ
ル

・
ヴ
ェ
ー
ダ
(
イ
ン
ド
伝
承
医
学
〉

(
五
〉
一

J
三
一
九
七
四

イ
ン
ド
に
お
け
る
東
洋
医
学
の
歴
史
的
二
考
察

P
-
N
・
プ
ラ
ド
ハ
ン

日
本
農
村
医
学
会
雑
誌

ニ
ニ

2
0
六
九
九
J
七
O
O
一
九
七
四

ス
シ
ユ
ル
タ
の
こ
と
中
野
議
照
ア

I
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
(
四
)
四

入
J
四
九
一
九
七
四

伊
東
教
授
訳
ス
ス
ル
タ
大
医
典
に
つ
い
て
針
木
正
夫
ア

1
ユ
ル
ヴ
エ

ー
ダ
研
究
(
四
)
四
六
J
四
七
一
九
七
四

古
係
印
度
医
学
と
の
で
あ
い
杉
田
陣
道
ア
l

ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究

(
四
)
四
二
J
四
五
一
九
七
四

名
医
ジ
l
ヴ
ア
カ
ー
そ
の
生
い
立
ち
と
人
間
医
学
善
波
周
ア

1
ユ

ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
(
四
)
三
六
J
三
九
一
九
七
四

ス
シ
ユ
ル
タ
に
み
え
る
剣

・
O
と
ダ
ン
タ
シ
ヤ
ン
ク
の
解
釈
に
つ
い
て

杉
本
茂
春
ア
l

ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
(
四
)
二
人
J
三
五
一
九
七
四

摩
詞
止
観
観
病
患
境
の
医
学
的
考
察
奈
倉
道
隆
ア
1
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

研
究
(
四
)
一
一
一

J
二
七
一
九
七
四

天
台
止
観
に
基
づ
く
現
代
医
学
の
問
題
点
の
考
察

ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
(
四
〉
一

l
一一

O

一
九
七
四

ア
1
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
入
門

イ
ン
ド
伝
統
医
学
へ
の
道

察

刀ミ

傑

漢
方
医
薬
(
一
七
)

代
田
文
誌

医
道
の
日
本

幡
井

勉

古
医
学
月
報
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奈
倉
道
隆

ア
l
ユ
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丸
山

日
本
医
事
新
報
ジ
ュ
ニ
ア
版

博



〈
二
一
一
一
〉
一
七

l
一
入
一
九
七
回

衛
生
学
実
習
の
医
学
生
の
報
告
丸
山
博

ア
版
〈
一
一
二
二
〉
一
七
J
一
八
一
九
七
四

N
君
と
K
君

の

容

信

に

答

え

る

丸

山

博

ア
版
ハ
一
一
二
一
二
〉
一
七

t
一
入
一
九
七
四

科
学
と
哲
学
と
宗
教
と
丸
山
博
日
本
医
事
新
報
ジ
ュ
ニ
ア
版

(
一
三
四
)
一
五
J
一
六
一
九
七
四

イ
ン
ド
医
学
の
伝
統
を
先
覚
者
に
学
ぶ
丸
山
博
日
本
医
事
新
報

ジ
ュ
ニ
ア
版
(
一
三
五
)
一
五
J
一
六
一
九
七
四

私
た
ち
の
イ
ン
ド
見
聞
記
か
ら
丸
山
博
日
本
医
事
新
報
ジ
ユ
ニ

ア
版
〈
一
三
六
〉
一
五
J
一
六
一
九
七
四

グ
ジ
ヤ
ラ
l
ト
・
ア
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
大
学
の
紹
介
丸
山
博
日
本

医
事
新
報
ジ
ュ
ニ
ア
版
(
一
三
七
〉
二
五

l
二
六
一
九
七
四

ア
l

ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
大
学
の
教
育
と
研
究
丸
山
博
日
本
医
事
新

報
ジ
ュ
ニ
ア
版
(
二
二
八
)
二
四
J
二
五
一
九
七
四

古
代
イ
ン
ド
医
学
に
お
け
る
解
剖
学
と
生
理
学
ジ
ヤ
ン

・
フ
イ
オ
リ
ザ

上
村
勝
彦
訳
新
薬
と
治
療
(
一
八
五
〉
一
二
一
一

l
一
三
-
一
一
九
七
四

薬
学
史

加
賀
の
本
草
学
に
つ
い
て
津
田
進
三
漢
方
の
臨
床

一一
一
(
五
〉
二

五一

J
二
五
六
一
九
七
四

江
戸
時
代
の
オ
モ
ト
史
芦
田
潔
植
物
と
文
化
(
一
二
〉
二
J
二
四

一
九
七
四

小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
覚
書
き
杉
本
つ
と
む

〈
一
一
一
)
一

O
七
J
一
一
一
一
九
七
四

日
本
医
事
新
報
ジ
ユ
ニ

日
本
医
事
新
報
ジ
ユ
ニ

植
物
と
文
化

俳
句
の
季
語
に
投
影
し
て
い
る
本
草
網
目
の
薬
物
文
化
三
浦
三
郎

本
医
史
学
雑
誌

ニ
O
(四
)
五
九
J
六
七
一
九
七
四

明
治
時
代
の
薬
量
符
号
太
田
典
礼
古
医
学
月
報
(
四
〉

(
五
〉
五
J
四
一
九
七
四

シ
l
ボ
ル
ト
の
処
方
|
と
く
に
オ
グ
リ
カ
ン
ク
リ
な
ど
の
こ
と
|
小
川

鼎
三
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
0
2
)
一一一九
J
四
五
一
九
七
四

生
薬
今
昔
ば
な
し
長
倉
音
蔵
漢
方
の
臨
床
一

二

(
三
〉
三
九
J
四

O
、
(
四
〉
四
七

l
四
八
一
九
七
四

コ
ウ
ヤ
ク
の
製
造
法
丑
木
幸
男
群
馬
文
化
(
一
五
二
)
一
九
七
四

近
衛
家
旧
蔵
の
古
薬
簡
に
つ
い
て
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床

一一一

〈
七
)
三
七
五
J
三
八
五
一
九
七
四

ラ
ン
ピ
キ
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
〈
二
九
一
一
)
昭
四
九

竹
山
家
真
珠
散
看
板
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
(
二
九
六
)
昭

四
九

医
薬
分
業
論
争
の
史
的
考
察
多
田
羅
浩
三
医
学
史
研
究
〈
四
一
)
五

五一

J
五
五
六
、
(
四
一
一
〉
五
九
六
J
五
九
九
一
九
七
四

獣
医
学
史

獣
医
関
係
巻
物
に
関
す
る
研
究
一
長
野
県
駒
ケ
根
笹
古
塚
の
安
西
流
安
敏

巻
物
に
つ
い
て
村
井
秀
夫

・
松
尾
信
一
村
井
秀
夫
退
官
記
念
論
文

一
九
七
四

米
国
戦
史
に
現
わ
れ
た
北
ピ
ル
マ
作
戦
の
日
本
軍
馬
逆
瀬
川
貞
幹
日

本
獣
医
史
学
研
究
会
報
(
五
〉
四
J
六
一
九
七
四

東
京
都
獣
医
師
会
の
生
い
た
ち
伊
東
孝
七
日
本
獣
医
史
学
研
究
会
報

(
五
〉
一

O
J
一
一
一
九
七
回

日
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牛
乳
の
効
用
を
説
き
飯
川
牛
乳
広
を
創
始
さ
せ
た
松
本
良
順
の
生
涯
に
及
ぶ

小
松
純
之
助

獣
医
畜
産
新
報
(
六
二
二
〉
二
七
J
三
O

一
九
七
四

享
保
一

四
年
の
蘭
書
和
解
「
西
説
伯
楽
必
携
」
に
つ
い
て
(
抄
)
坂
本

勇
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
O
合
一
一
〉
二
九
J
一
一
一
一
一
九
七
四

解
体
新
書
と
家
畜
関
係
書
に
つ
い
て
(
抄
〉
松
尾
信
一
日
本
医
史
学

雑
誌
(
一
二
〉
一

0
1
一
一
一
一
九
七
四

歯
学
史

解
体
新
書
発
刊
年
時
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
陶
歯
創
造
に
着
手
そ
の
後
の
経
緯

に
つ
い
て
ハ
抄
〉
瀬
戸
俊
一
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
O
C
ニ
〉
二

五
J
一
一
七
一
九
七
四

虫
歯
の
歴
史
斉
藤
安
彦
ク
リ
ニ
ツ
シ
ア
ン

一一一

(
一
〉
三
五
J
四

四
一
九
七
四

歯
学
概
論
の
考
え
方
|
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
|
河
村
洋
二
郎

・

中

沢

勇

・
山
田
平
太

・
正
木
正
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

ニ

〈
二
〉
一

J
九

一

九

七
四

わ
が
国
の
口
腔
清
掃
の
時
代
相
山
田
平
太
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

こ

っ
一
〉
一

O

J
一
一
一
一
九
七
四

歯
に
関
す
る
江
戸
小
船
小
川
幹
雄
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

二

つ
一
〉
二
ニ
一
九
七
四

お
伽
草
紙
に
出
て
く
る
歯
痛
の
日
記
小
川
幹
雄
日
本
歯
科
医
史
学
会

々
誌

こ

っ
一
)
一
四
J
一
五
一
九
七
回

歯
科
医
ジ
ョ
ン
へ
・
ン
リ
l

・
ホ
リ
デ
ー
の
数
奇
な
生
涯
大
前
義
文

日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌

ニ

(
二
)
一
六
J
二
五
一
九
七
四

明
治
時
代
の
歯
科
教
育
に
お
け
る
理
科
に
つ
い
て
本
間
邦
則

・
中
原
泉

日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
こ
っ
一
)
三
二
一
九
七
四

ス
シ
ユ
ル
タ
に
見
え
る
鎖
鎌
に
つ
い
て
杉
本
茂
春

日
本
歯
科
医
史
学

会
々
誌

こ

っ一〉一-一一一一
J
三
七
一
九
七
四

ホ
セ

・
ド

・
パ
イ
ヴ
ア

・
ポ
ン
ト
の
最
初
の
女
性
歯
科
医
逮
を
描
い
て
い
る

古
文
献
と
聖
ア
ポ
ロ
ニ
ア
新
藤
恵
久
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌

二

合
一
〉
三
入
J
四
二
一
九
七
四

再
度
福
島
県
郡
山
市
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
グ
ラ
ス
プ
応
用
の
木
床
義
歯
な

ら
び
に
木
床
義
歯
の
維
持
法
に
つ
い
て
の
考
察
中
沢
勇

・
平
田
幹

男

・
佐
藤
裕
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌

二

(
二
〉
四
三
J
四
入

一
九
七
四

ス
シ
ユ
ル
タ
に
み
え
る
釦
、
銭
と
ダ
ン
タ
シ
ヤ
ン
ク
の
解
釈
に
つ
い
て

杉
本
茂
春
医
学
史
研
究
(
四
一
一
)
五
七
八
J
五
八
一
一
九
七
四

看
護
史

医
療
お
よ
び
保
健
衛
生
面
に
お
け
る
検
査
技
術
者
の
歴
史
医
療
面
に
お
け

る
発
展
に
つ
い
て
谷
島
清
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
ニ

O
(四
〉
四

八
J
五
八
一

九
七
四

「
吸
い
の
み
」
「
湯
た
ん
ぽ
」
「
尿
器
」
の
採
集
を
通
し
て
看
護
の
変
遷
を

見
る
佐
川
玲
子
他
大
塚
薬
報
(
二
六
八
)
一
一
一
七

l
四
O

一
九
七

四
養
護
訓
導
前
史
文
部
省
学
校
看
護
婦
杉
浦
守
邦
健
康
教
育

二
三

〈八〉

、
(
九
)
三
八
J
四
三
、
(一

O
)
四一

J
四
七、

(
一
一
〉
四
四

l

四
九
、
(
二
ニ
)
四
二
J
四
八
、
(
一
四
〉
三
一
一
一
J
三
九

二
四
(
一
〉
二
六

l
三
一
、
(
二
)
一
七
J
二
二
、
〈
四
)
三
九
J
四
五
、

(五
〉
五
六
J
六
O
、

2
0
五
O

J
五
六
、
ハ
七
〉
六
三
J
六
七
、
(
八
)
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六
三
J
六
九
、
(
九
〉
六
八
J
七
三
、
(
一

O
〉
四
五
J
四
九

J
一
九
七
三

近
代
日
本
の
看
護
教
育
創
業
記
中
里
穏
瑛
看
護

二
六

(
一
〉
八
八

ー
九
三
、
つ
一
)
五
九
J
六
回
、

2
5
八
六
J
九
O
、
(
四
〉
一

O
一一一
J

一
O
入
、
(
五
〉
九
七
J
一
0
0、
2
0
九
七
J
一
O
一
一
九
七
四

保
健
婦
規
則
発
令
以
前
の
保
健
婦
養
成
に
つ
い
て
高
橋
政
子
医
学
史

研
究
(
四
一
一
〉
五
八
二
J
五
八
四
一
九
七
四

保
健
婦
の
戦
後
史
|
保
健
婦
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
土
曜
会
の
歩
み
を
中
心

に
|
木
下
安
子
医
学
史
研
究
(
四
一
一
)
五
八
五
J
五
八
七
一
九

七
四

蘭

学

会
密
閲
宗
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
京
極
三
朗
薬
事
日
報
(
五

O
二
八
〉

六
J
七
一
九
七
四

オ
ラ
ン
ダ
航
海
表
(
抄
〉
大
矢
全
節
目
本
医
史
学
雑
誌

ニ
0
2
5

一
五
一
九
七
四

蘭
学
事
始
の
研
究
〈
抄
〉
内
山
孝
一
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
O
(三
)

一
九
J
一
一
一
一
九
七
四

江
馬
塾
に
お
け
る
「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
片
桐
一
男
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
O
(二
〉
一
一
七
J
一
一
一
四
、
(
三
〉
二
五
人

l
二
六
七
一
九
七
四

長
与
専
斎
手
沢

・
竹
山
屯
旧
蔵
オ
ラ
ン
ダ
語
限
科
原
書
蒲
原
宏

新
潟
県
医
師
会
報
(
二
九
四
)
一
九
七
四

蘭
学
に
お
け
る
実
理
と
実
用
l
杉
田
玄
白
の
医
学
思
想
を
中
心
に
し
て
|

佐
藤
昌
介
科
学
史
研
究

一三

(一一

O
)
七
四
J
八
四
一
九
七
四

江
馬
家
所
蔵
の
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
書
に
つ
い
て
斎
藤
信
名
古
屋
市

一
九
七
二

立
大
学
教
養
部
紀
要
人
文
社
会
研
究

四
大
野
藩
洋
学
館
旧
蔵
の
蘭
日
辞
書
付

・
大
野
藩
蘭
学
者
の
単
語
帳

治
勇
一
医
海
時
報
(
六
二
九
)
コ
一
、
(
六
三

O
)
三
一
九
七
四

『
本
草
網
目
』
に
お
け
る
李
時
珍
の
近
代
植
物
学
的
寄
与
森
村
謙
一

科
学
史
研
究
(
一
一
一
一
〉
二
ハ
三
J
一
六
五
一
九
七
五

エ
ン
テ
レ
ヒ
l
と
情
報
概
念
米
本
昌
平
生
物
学
史
研
究
つ
一
六
〉
一

一一
J
一
一
一
一
九
七
四

遺
伝
子
の
物
質
的
認
識
を
め
ぐ
っ
て
(
一
九
四

0
1
一
九
六
九
)
石
館

三
枝
子
生
物
学
史
研
究
(
一
二
ハ
)
一

J
一
一
一
九
七
四

。

F

U〉
MN52L・
国
別
問
自
国

Fw
〉

Zu--切
〉
。

o
z
z
z
E
H
Z・

。
同司
一F
肘

ω・
・
明
E
づい
r
o
何

mmws-
∞。=巾江口
O
『
吾
伶
叶
ord己

H
E
Z
E
R
D『

吋
刊
号
ロ
o-o間
吋
(
一
一
一
四
)
五
五
J
六
一
一
九
七
四

R
・
ド
ド
ネ
ウ
ス
の

λ

uH
N
〈
〈
ロ
叶
白
O
開
。
門
"
と
そ
の
翻
訳
|
「
鐸
度
浬

鳥
斯
絵
入
」
に
つ
い
て
|
杉
本
つ
と
む
植
物
と
文
化
〈
一

O
〉
七

一
J
八
一
一
九
七
四

R
・
ド
ド
ネ
ウ
ス
の
去
の
戸
ぐ

JB叶
白

O
Rで
と
そ
の
翻
訳
ー
そ
の
二
|

杉
本
つ
と
む
植
物
と
文
化
(
一
一
〉
八
三
J
九一

博
物
学
史
散
歩

|
日
本
に
渡
来
し
た
西
洋
博
物
学
の
ふ
る
さ
と

l

上
野
益
三
植
物

と
文
化
(
一

O
〉
四
四
J
五
九
一
九
七
四

ー
ロ
ン
ド
ン

l

上
野
益
三
植
物
と
文
化
(
一
一
〉
四
九

i
六
四

一
九
七
四

一

大

垣

|

八

八
九
J

一O
三
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上
野
益
三

植
物
と
文
化
(
二
一
〉
九
三

l
一
O
六



一
九
七
四

わ
が
国
の
祭
礼
民
俗
と
植
物

J
四
一
一
一
一
九
七
四

日
本
ス
イ
セ
ン
の
渡
来
栽
培
史

六
J
二
五
一
九
七
四

「
衆
芳
画
譜
」
と
「
写
生
画
帳
」
|
博
物
趣
味
の
殿
様
、
松
平
頼
恭
公
|

竹
内
庸

夫

植

物
と
文
化
(
一
一
)
二
J
二
O

一
九
七
四

森
野
旧
薬
園
の
記
上
野
益
三
関
西
自
然
科
学
会
二
ハ
)
二
J
一一

一
九
七
四

一
七
J
一
九
世
紀
日
本
の
生
物
学
に
お
け
る
ラ
イ
デ
ン
の
歴
史
的
意
義
(I
〉

上
野
益
三
遺
伝

二
八

(
四
〉
八
八
J
九
一
一
一
九
七
四

一
七
J
一
九
世
紀
日
本
の
生
物
学
に
お
け
る
ラ
イ
デ
ン
の
歴
史
的
意
義
(
E
)

上
野
益
三
遺
伝

二
八

(
五
〉
五
五
J
六
一
一
一
九
七
四

畔
田
翠
山
が
つ
く
っ
た
膳
薬
師
胴
上
野
益
三

Z伊
丹

C
B

∞Z
身

ニ
O

(
入
)
五

l
八

解
剖
学
的
生
物
学
の
方
法
中
村
禎
里
思
想
(
五
九
八
〉
一

J
一
六

一
九
七
四

一
九
世
紀
の
生
物
学
鈴
木
善
次

科
学
史
研
究

一二

三

O
八
〉
一

九
三
J
一
九
九
一
九
七
三

医
師
会
史
お
よ
び
学
会

全
日
本
民
医
連
二

O
年
の
意
義
と
こ
ん
ど
の
課
題
八
医
療
の
課
題
と
民
医
連

二
O
年
V

高
橋
実
民
医
連
医
療
(
二
五
)
二
J
一
O

一
九
七

三
県
連
の
歴
史
と
課
題
(
一
〉
|
神
奈
川
県

・
兵
庫
県

・
岡
山
県
民
医
連

三
浦
三
郎

植
物
と
文
化
(
一

O
〉
一
一
六

釜
江
正
巳

植
物
と
文
化
(
一

O
〉

民
医
連
医
療
(
二
五
)
四
七
J
五
八

岡
田
久

・
樋
口
好
婆

・
小
野
克
正

一
九
七
三

山
陰
民
医
連
の
あ
ゆ
み
と
課
題
八
県
連
の
歴
史
と
課
題
V

民
医
連
医
療
〈
二
七
)
六
一

J
六
四
一
九
七
三

民
医
連
の
二

O
年
月
刊
「
民
医
連
資
料
」
(
三
)
四
五
五
J
四
八
二

一
九
七
三

上
野

実

毎
年
三
月
四
日
観
臓
記
念
に
行
わ
れ
た
「
医
家
先
哲
追
薦
会
」
と
富
士
川
先

生
作
歌
琵
琶
「
蘭
学
創
始
」
に
つ
い
て
(
抄
)
赤
松
金
芳
日
本
医

史
学
雑
誌

ニ
O
(三
〉
一
一
一
一
J
一
四
一
九
七
四

八
そ
の
と
き
ど
き
に
V

洋
学
二
百
年
記
念
展
が
す
ん
で
〈
一
〉
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
み

九
O
〈
九
〉
七
五
九
一
九
七
四

洋
学
二
百
年
記
念
展
が
す
ん
で
つ
一
〉
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
み

九
O
(一
O
〉
八

O
三
一
九
七
四

洋
学
二
百
年
記
念
展
の
こ
と
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
み

八
九

(一

O
〉
六

O
四
一
九
七
四

解
体
新
書
出
版
二
百
年
、
洋
学
二
百
年
記
念
展
緒
方
富
雄
医
学
の

あ
ゆ
み

八
八

三
一
一
)
四
三
六
一
九
七
四

日
本
伝
染
病
学
会

|
半
世
紀
の
あ
ゆ
み

l

熊
谷
謙
三
郎
日
本
臨
床

三一

(
八
〉
二
六
二
五
J
二
六
二
八
、
(
九
〉
二
八
六
四
J
二
八
六
七

一
九
七
三

学
会
の
歴
史
的
背
景

・
と
く
に
教
育
機
能
に
ふ
れ
て
中
川
米
造

教
育

五

会
一
〉
八
六
J
八
八
一
九
七
四

H

尚子会
μ

の
歴
史
的
背
景
大
鳥
蘭
三
郎
医
学
教
育
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八
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ー
九
一
一
九
七
四

「
解
体
新
書
」
出
版
二
百
年
記
念
の
行
事

(
八
〉
一

J
一
一
一
九
七
四

長
崎
で
の
日
本
医
史
学
会
総
会
大
鳥
蘭
三
郎

二
一
九
七
三

ウ
エ
ル
カ
ム
医
学
史
博
物
館
を
た
ず
ね
て
小
川
鼎
三

〈
一
)
二
J
四
一
九
七
三

医
学
史
史
料
館
へ
の
期
待
長
門
谷
洋
治
古
医
学
月
報
公
ニ
〉

一
九
七
三

ド
イ
ツ
医
史
学
会
と
ゲ
ル
ケ
先
生
大
塚
恭
男
古
医
学
月
報
(
二
〉
三

一
九
七
三

戦
後
日
本
医
師
会
史
の
時
代
区
分
野
村
拓
医
学
史
研
究
(
四
一
)

五
三
三
J
五
三
四
一
九
七
四

古
河
医
師
会
設
立
の
事
情
松
岡
武
保
古
河
医
師
会
報
(
七
〉
一
三
J

一
五
一
九
七
四

古
河
市
医
師
会
の
誕
生
ま
で
長
島
正
文
古
河
医
師
会
報
(
七
〉
七
J

一
O

一
九
七
四

学
会
印
象
記

第
七
五
回
医
史
学
会
お
よ
び
第
一
六
回
蘭
学
資
料
研
究
会
大
滝
紀
雄

日
本
医
事
新
報
つ
一
六
三
二
〉
四
九
J
五
一
一
九
七
四

第
二
五
回
東
洋
医
学
会
松
田
邦
夫
日
本
医
事
新
報
(
一
二
ハ
二
五
〉

四
六
J
四
八
一
九
七
四

第
一
四
回
国
際
科
学
史
会
議
見
聞
記

一
J
八
二
八
一
九
七
四

緒
方
富
雄

古
医
学
月
報

古
医
学
月
報
(
二
〉

古
医
学
月
報

科
学
の
実
験
二
五

(
一
二
)
八
二

切
手
・

書
画
に
み
否
医
学
史

医
学
切
手
に
つ
い
て
蓮
見
武
繭

一
九
七
三

近
衛
家
旧
蔵
の
古
薬
館
矢
数
道
明

七
四

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
名
画
「
ト
ウ
ル
プ
と
デ
l

マ
ン
の
解
剖
学
講
義
」

古
川
明
日
本
医
史
学
雑
誌

二
O
〈
四
)
一

J
二
四
一
九
七
四

伝
探
幽
筆
、
神
良
、
伏
義
像
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
(
二
八
六
)

一
九
七
四

応
斎
筆
白
沢
の
図

七
三
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古
医
学
月
報
合
一
〉
七
、

(
四
〉
三

医
海
時
報
(
六
一
一
一
〉

九

蒲
原

宏

新
潟
県
医
師
会
報
(
二
八
五
)

九

八
そ
の
と
き
ど
き
に
V

士
口
医
書
の
所
蔵
目
録
の
発
行

2
0
二
五
六
一
九
七
四

仁

寿

医

学

館

の

図

蒲

原

宏

九
七
四

も
う
ひ
と
つ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像

九
一

(
入
〉
三
五
七
一
九
七
四

石
川
孟
高
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
緒
方
富
雄

報
告
(
二
八
九
)
四
五
J
五
二
一
九
七
四

慶
長
年
間
の
医
家
肖
像
二
点
の
考
案
(
施
薬
院
全
宗
と

・
鴎
軒
宗
虎
〉

小
川
鼎
三
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
O
(ニ
)
一

O
五
J
一
二
ハ
一
九

七
四

天
明
三
年
平
次
郎
解
剖
図
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緒
方
富
雄

医
学
の
あ
ゆ
み

八
i¥ 

新
潟
県
医
師
会
報
(
二
九
三
〉

緒
方
富
雄

医
学
の
あ
ゆ
み

蘭
学
資
料
研
究
会
研
究

?官i
原

宏

新
潟
県
医
師
会
報
(
ユ
九
七
〉



一
九
七
四

中
田
瑞
穂
筆
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像

入
)
一
九
七
四

桂
川
国
宝
筆
竹
山
甫
祐
命
名
字
筒

九

O
〉

一

九

七

四

医
師
丸
山
元
純
の
肖
像
蒲
原

一
九
七
四

そ
の
他

日

本

製

古

顕

微

鏡

蒲

原

宏

七
四

磐
舟
文
華
博
物
館
所
蔵
江
戸
時
代
の
日
本
式
眼
鏡

県
医
師
会
報
(
二
八
九
〉
一
九
七
四

リ
ウ
マ
チ
と
医
学
用
語
大
高
裕
一
リ
ウ
マ
チ

一
九
七
四

ゴ

ン

ド

ル

セ

の

遺

訓

宮

本

忍

胸

部

外

科

二

八

三

)

九

七
五

禅
画
十
牛
図
が
一
示
す
も
の
と
人
間
治
療
窪
倉
精
一
神
奈
川
医
学
会
雑

誌

一
(
一
〉
一
五
J
一
八
一
九
七
三

医
学
と
ギ
リ
シ
ャ
語
泉
彪
之
助
日
本
医
事
新
報
(
二
六
三

O
)
六
六

J
六
八
一
九
七
回

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
普
い
と
冨
2
2
0同
S
℃

写

落

合

京
一
郎

Q
g
g

(
三
四
)
三
一

J
三
四
一
九
七
四

医
師
の
ゆ
く
へ
(
一
)
京
都
大
学
医
学
部
卒
業
生
の
地
域
分
布
中
野

進
他
京
都
医
学
会
雑
誌

二
三
(
二
〉
一
四
五
J
一
五
一
一
一
九
七
四

宏

新
潟
県
医
師
会
報
(
二
八

蒲
原

宏

新
潟
県
医
師
会
報
(
二

蒲
原

宏

新
潟
県
医
師
会
報
(
二
九
一
〉

新
潟
県
医
師
会
報
(
二
八
七
)

務
原

宏

新
潟

一
四

つ
一
〉
六
五

九

貝
原
益
軒
の
養
生
訓
と
現
代
の
養
生
訓

(
五
)
四
一
七
J
四
二
五
一
九
七
回

美
濃
大
垣
の
医
家
飯
沼
慾
斎
翁
「
平
林
荘
所
蔵
諸
品
目
録
」
に
つ
い
て

古
川
芳
秋
現
代
医
学

一二

つ
一
)
二
六
五
J
二
六
八
一
九
七
三

修
琴
堂
蔵
書
目
録
抄
大
塚
敬
節
漢
方
の
臨
床

一二

つ
己
三
J
三

二
一
九
七
四

医
学
史
お
ぼ
え
が
き
魔
法
と
科
学
と
梶
田
昭
病
体
生
理
(
一

O
〉

一
三
J
一
九
一
九
七
四

医
師
と
患
者
|
ロ

l
ベ
ル
ト

・
ゲ
ル
ズ
ニ
イ
の
場
合
|
松
田
方
一
医

学
史
研
究
(
四
一
一
)
五
七
四
J
五
七
七
一
九
七
四

医
師
く
す
し
八
王
朝
点
描
V

藤
校
ち
え
歴
史
研
究
〈
一
六
二
〉
五
二

ー
五
三
一
九
七
四
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西
丸
和
義

広
島
医
学

七

九

人
間
と
病
気
と
医
療
と
立
川
昭
二

三
四
J
五
五
一
九
七
四

医
学
と
文
学
立
川
昭
二
モ
ダ
ン
メ
デ
ィ
ア

一
九
七
回

文
化
財
と
医
学
大
鳥
蘭
三
郎
月
刊
文
化
財
(
一
一
二
三
)
一
六
J
一
入

一
九
七
四

医
者
の
発
想
|
日
本
人
の
法
則
観

l

中

山

茂

思

想

(

六

O
三
)
一
一

四
J
四
四
一
九
七
四

身
体
語
梁
の
変
化

l
「
か
う
べ
」
「
か
し
ら
」
「
あ
た
ま
」
「
な
づ
き
」
な
ど
|

宮
地
敦
子
国
語
学
(
九
四
〉
一

J
一
五
一
九
七
三

顔
貌
の
異
常
の
み
わ
け
か
た
浪
久
利
彦
・
今
哲
二

(
一
〉
一

J
三
一
九
七
四

393 

モ
ダ
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江
戸
史
蹟
「
道
三
橋
」
「
道
三
掲
」
「
道
三
河
岸
」
な
ど
に
つ
い
て
矢
数

道
明
漢
方
の
臨
床

一一一

(
一
二
)
一
二
七
J
一
一
一
一
一
一
一
九
七
四

病
気
封
じ
の
ま
じ
な
い
菅
沼
目
先
次
郎
民
俗
文
化
三
二
九
〉
一
九

七
四

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
医
史
学
散
歩
蒲
原
宏
宮
E
C
Z恒
常
ロ

z
a
g-河内・

〈

W
4〈
(
一
九
)
三
三
J
三
八
一
九
七
四

イ
タ
リ
ア
の
旅
に
拾
う
小
川
鼎
三
日
伊
医
学
〈
七
〉
三
一

J
三
五

一
九
七
四

緒
方
洪
庵
の
扶
氏
経
験
遺
訓
の
板
木
緒
方
富
雄

Q
g
g
(
=一
三
)
一

入
J
一
九
一
九
七
四

「
東
京
医
事
新
誌
」
明
治
初
期
の
医
学
雑
誌
に
つ
い
て
の
考
察
近
藤
穏

龍
男
医
学
図
書
館

ニ
O
(二
〉
一
四
一

J
一
五
二
一
九
七
三

「
神
経
」
と
い
う
語
の
由
来
小
川
鼎
三
神
経
内
科

一
(
一
〉
一
五

五
J
一
五
六
一
九
七
四

医
学
用
語
の
歴
史
大
矢
全
節
医
海
時
報
公
ハ
一
五
〉
一
二
、
〈
六
二
ハ
〉

三
一
九
七
四

神
経
学
的
疾
患
、
症
状
お
よ
び
症
候
群
の
原
著
並
び
に
古
典
的
記
述
の
目
録

と
そ
れ
ら
の
歴
史
的
注
釈
(
英
文
)
豊
倉
康
夫
他
神
経
研
究
の
進

歩
一
八
〈
二
〉
四
一
七
J
四
三
五
一
九
七
四

麻
酔
史
寸
考
東
と
西
栗
本
宗
治
医
海
時
報
(
六

O
四
)
一
二
一
九

七
四

腎
機
能
に
つ
い
て
の
暴
汁
注
入
法
に
よ
る
研
究
の
伝
統
と
創
造
内
山
孝

一
医
学
の
あ
ゆ
み

八
八
(
一
一
〉
四
八
六
J
四
八
八
一
九
七
四

言ト

報津
崎
孝
道
氏
逝
く

本
学
会
の
評
議
員
を
長
ら
く
つ
と
め
ら
れ
、
学
会
の
運
営
に
積
極
的

に
怠
見
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
津
崎
孝
道
氏
が
去
る
九
月
八
日
午
後
七
時

四
十
五
分
、
肺
癌
の
た
め
、
入
院
中
の
川
崎
市
多
摩
区
長
沢
の
聖
マ
リ

ア
ン
ナ
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
八
十
一
歳
。

氏
は
医
学
史
の
面
で
は
、
河
口
信
任
の
『
解
屍
篇
』
を
集
中
的
に
研

究
さ
れ
た
。

そ
の
業
績
は
朝
鮮
で
京
城
大
学
に
奉
職
中
か
ら
発
表
さ

れ
、
近
年
も
横
浜
市
大
の
欧
文
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。

氏
は
明
治
二
十
七
年
に
大
分
県
に
生
ま
れ
、
大
正
六
年
京
都
医
専
を

卒
業
、
大
正
十
五
年
か
ら
京
城
帝
大
の
解
剖
学
の
教
授
と
な
ら
れ
、
戦

後
、
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
て
か
ら
横
浜
市
立
大
学
の
教
授
と
な
ら
れ
、
停

年
退
職
後
の
昭
和
三
十
六
年
か
ら
ず
っ
と
日
本
歯
科
大
学
で
教
鞭
を
と

ら
れ
た
。

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

行
物
〉
の
交
付

〈
学
術
定
期
刊

本
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
三
十
六
万
円
が
本
誌
の
刊
行
に
交

付
さ
れ
る
旨
、
こ
の
た
び
文
部
省
よ
り
通
知
さ
れ
た
。
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一
日
本
医
史
学
会
例
会
記
事

一

六
月
例
会
六
月
二
十
八
日

(土
〉

於
東
京
大
学
医
学
部
総
合
中
央
館
(
医
学
図
書
館
〉

一
、
明
治
前
の
外
国
医
師
と
日
本
の
医
学

緒

方

二

、

ミ

ュ

ル

レ

ル

と

東

京

医

学

校

小

川

ミ
ユ
ル
レ
ル
銅
像
復
原
除
幕
式
を
挙
行

七
月
例
会
七
月
二
十
六
日

(土
〉

於
慶
応
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
講
堂

て
パ
レ
の
生
地
を
た
ず
ね
て

大

村

二
、
肺
循
環
の
発
見
と
セ
ル
ブ
ェ

l
ト

ー

十

六

世

紀

に

お

け

る

医

学

と

神

学

大

島

九
月
例
会
九
月
二
十
七
日

(土
)

於
順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
「
植
学
啓
原
」
の
原
図
に
つ
い
て

矢

部

一

二
、
ア

I
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
原
典
「
ス
ス
ル
タ
本
集
」
に
つ
い
て

鈴

木

正

書

評

大
鳥
蘭
三
郎
近
世
医
学
史
か
ら

わ
が
国
に
お
い
て
歴
史
学
に
対
す
る
関
心
は
最
近
か
な
り
高
ま
り
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
わ
が
国
の
医
学
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
近
世
以
降
の
西

洋
医
学
史
に
つ
い
て
、
邦
文
で
替
か
れ
た
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
う

鼎富

三雄

敏

良F

智

夫良R夫

の
が
現
状
で
あ
る
。

雑
誌
「
日
本
医
事
新
報
」
は
と
く
に
医
学
生
用
と
し
て
「
ジ
ュ
ニ
ア
版
」

と
い
う
の
を
月
刊
で
発
行
し
て
い
る
。
大
鳥
先
生
は
同
誌
に
十
年
近
く
パ
ラ

ケ
ル
ズ
ス
か
ら
、
現
代
ま
で
の
西
洋
医
学
史
を
各
分
野
別
に
系
統
的
に
平
易

な
筆
で
説
い
て
こ
ら
れ
た
。

正
式
な
医
史
学
講
座
が
な
く
従
っ
て
そ
の
講
義
も
な
い
に
等
し
い
と
い
う

の
が
大
勢
の
わ
が
国
に
あ
っ
て
、
こ
の
連
載
は
医
学
生
に
と
っ
て
も
十
分
関

心
を
引
く
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
考
え
て
み
れ
ば
我
々
自
身
、
自
由
に
欧

文
医
学
史
書
を
読
み
こ
な
せ
る
一
部
の
人
を
除
い
て
、
西
洋
医
学
史
に
つ
い

て
の
知
識
は
か
な
り
限
ら
れ
た
、
断
片
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
中
に
は
自
分

で
は
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
も
の
が
、
全
く
ま
ち
が
っ
た
理
解
で
あ
っ

た
こ
と
を
本
容
に
よ
り
初
め
て
わ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
一

・
ニ
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
本
容
は
著
者
も
い
う
よ
う
近
世
以
降
の
西
洋
医
学
史
の
完
全
な
テ

キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
で
は
な
く
、
い
わ
ば
そ
の
上
巻
と
い
っ
た
感
が
あ
る
が
、
な

お
か
っ
こ
れ
に
よ
り
西
洋
医
学
史
の
流
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の

わ
が
国
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
は
つ
ぎ
の
七
章
よ
り
成
る
。
①
近
代
解
剖
学
の
起
源

②
近
代
病
理

学
の
発
展

③
近
代
臨
床
医
学
の
起
源
と
発
展

④
十
九
世
紀
の
臨
床
医
学

⑤
熱
帯
病
⑤
栄
養
と
代
謝

⑦
心
臓
の
機
能
と
疾
患
。
い
ま
試
み
に
第
三

章
に
つ
い
て
み
る
に
パ
ラ
ケ
ル
ズ
ス
、

パ
レ
、

シ
デ
ナ
ム
、

プ
ー
ル
ハ
I

ベ
、

ハ
ラ
l
と
ウ
ィ
ー
ン
学
派
に
つ
い
て
述
べ
た
あ
と
イ
ギ
リ
ス
医
学
|
|

エ
ジ
ン
パ
ラ
学
派
、
初
期
の
ア
メ
リ
カ
医
学
と
続
く
。
そ
し
て
第
四
意
で
は

ア
メ
リ
カ
医
学
の
発
展
、
麻
酔
法
の
発
見
、
防
腐
法
、
メ
l
ヨ
l

・
ク
リ
ニ

ック
、
脳
神
経
外
科
学
(
以
下
略
〉
と
な
っ
て

い
る
。
か
つ

て
西
洋
医
学
の
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大
き
な
流
れ
と
し
て
ラ
イ
デ
ン
↓
エ
ジ
ン
パ
ラ
↓
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
が
あ

る
こ
と
を
阿
知
波
五
郎
氏
の
著
書
な
ど
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
本

書
で
改
め
て
こ
れ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
で
近
代
医

学
が
育
っ
て
行
く
課
程
な
ど
は
ま
こ
と
に
感
銘
深
い
も
の
が
あ
る
。

本
書
は
本
文
が
A
五
判
、
三
八
三
頁
、
横
書
き
で
あ
る
が
、
多
数
の
写
真

が
入
れ
ら
れ
て
あ
る
こ
と
、
人
名
が
す
べ
て
原
名
〈
横
文
字
〉
で
記
さ
れ
て

い
る
(
日
本
人
を
除
く
〉
こ
と
、
主
要
人
の
生
没
年
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
巻
末
に
詳
細
な
人
名
、

事
項
、
単
行
本
、
論
文
、
雑
誌
名
索
引
が
あ
る

こ
と
な
ど
よ
り
辞
典
的
な
機
能
も
果
す
と
思
わ
れ
る
。
人
名
察
引
に
は
八
七

O
名
余
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
(
う
ち
日
本
人
一
一
一
名
〉

わ
が
国
で
唯
一
と
い
っ
て
よ
い
、
生
涯
を
医
史
学
に
投
じ
て
こ
ら
れ
た
大

鳥
蘭
三
郎
先
生
が
、
ご
専
門
の
蘭
学
史
か
ら
一
歩
進
め
て
、
そ
の
う
ん
ち
く

を
わ
か
り
や
す
い
筆
致
で
我
々
に
按
露
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
多
と
し
た

い
。
同
時
に
こ
の
企
画
を
行
な
っ
た
日
本
医
事
新
報
社
、
こ
れ
を
出
版
し
た

形
成
社
の
努
力
を
も
た
た
え
た
い
。

(
A
判
、
四
三
人
頁
、
昭
和
五
十
年
発
行
、
形
成
社
、
四
、
入
O
O門〉

長

門

谷

洋

治

服
部
敏
良
著
「
王
朝
貴
族
の
病
状
診
断
」

医
史
学
の
研
究
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
も
の
の
一
つ
に
、
文
献

が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
文
献
と
て
も
各
種
の
も
の
が
あ

り
、
必
ら
ず
し
も
医
家
の
書
き
の
こ
し
た
も
の
の
み
が
、
価
値
あ
る
も
の
と

は
限
ら
な
い
。
日
本
の
場
合
に

つ
い
て
い
え
ば
、
平
安
時
代
に
多
く
の
公
家

が
書
い
た
日
記
の
類
、
た
と
え
ば
『
御
堂
関
白
記
』
、
『
小
右
記
』
、
『
左
経

記』
、

『
権
記
』
等
が
あ
り
、
ま
た
一
方
で
は
『
栄
花
物
語
』
、
『
大
鏡
』
等

の
歴
史
物
語
が
あ
る
。
こ
れ
等
の
も
の
は
当
時
の
政
治

・
社
会
の
こ
と
を
う

か
が
い
知
る
上
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
医
史
学
的
に
考
え

て
も
ま
た
き
わ
め
て
多
く
の
重
要
な
素
材
を
内
蔵
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
日
本
の
医
史
学
の
先
達
で
あ
る
富
士
川
滋
博
士
が
早
く
か
ら

指
摘
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
余
り
深
い
研
究
が
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
、
医
史
学
者
と
し
て
も
令
名
の
高
い
服
部
敏
良

医

・
文
学
博
士
が
こ
の
点
に
着
眼
さ
れ
、
周
到
、
か
っ
、
詳
細
な
考
証
を
試

み
ら
れ
た
こ
と
は
ま
さ
に
そ
の
人
を
得
た
と
い
う
感
が
深
い
。
そ
れ
等
の
研

究
を
一
本
に
ま
と
め
、

『
王
朝
食
族
の
病
状
診
断
』
と
題
し
て
歴
史
書
専
門

の
出
版
社
吉
川
弘
文
館
よ
り
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
何
よ
り
の
こ
と
と
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
私
共
に
と
り
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
こ
と
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

参
考
ま
で
に
、
目
次
に
よ
っ
て
、
内
容
の

一
端
を
示
せ
ば
、
疾
病
の
解
説

と
病
状
の
診
断
の
二
篇
に
大
き
く
分
け
、
疾
病
の
解
説
篇
を
さ
ら
に
、
日
記

物
語
と
疾
病
、
仮
名
替
状
と
疾
病
、
と
の
二
章
に
し
、
風
病
、
寸
白
、
飲
水

病
、
も
の
の
け
等
が
い
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
説
明
し
て
い
る
。

第
二
篇
の
病
状
の
診
断
で
は
、
歴
代
天
皇
の
病
状
王
朝
貴
族
の
病
状
、
の

二
章
に
分
け
、
冷
泉
、
円
融
、
花
山
、
三
条
、
白
河
、
堀
河
の
各
天
皇
、
藤

原
氏
の
代
々
、
后
妃
女
院
、
そ
の
他
の
人
々
、
が
か
か
っ
た
病
状
の
診
断
を

試
み
て
い
る
。

(
本
文
二
三
七
頁

発
行
所

吉
川
弘
文
館
定
価
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一五

O
O円〉

大

島

蘭

三

郎

芳
賀
徹
著
「
封
建
の
異
端
杉
田
玄
白
」

芳
賀
徹
氏
著
「
杉
田
玄
白
の
一
篇
は
小
学
館
発
行
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
、



「
人
物
日
本
の
歴
史
」
の
う
ち
の
第
十
五
巻
「
封
建
の
異
端
」
の
中
で
、
と

り
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
巻
に
は
杉
田
玄
自
の
ほ
か
に
、
平
賀

源
内、

頼
山
陽
、
平
田
篤
胤
、
大
塩
平
八
郎
、
渡
辺
葉
山
等
が
集
録
さ
れ
て

い
る
。

比
較
文
学
を
専
攻
さ
れ
て
い
る
芳
賀
氏
は
玄
自
の
主
要
な
著
書
を
た
く
み

に
引
用
し
な
が
ら
、
玄
白
も
ま
た
こ
の
時
代
の
異
端
者
の
一
人
で
あ
っ
た
こ

と
を
暗
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
『
後
見
草
』
や
『
野
安
独
語
』
の
中

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
玄
自
の
政
治
、
社
会
に
対
す
る
真
情
を
細
か
に
分
析
し

て
玄
白
の
異
端
性
を
指
摘
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
論
旨
は
ま
こ
と
に

明
快
で
、
首
肯
で
き
る
点
も
す
く
な
く
な
い
が
、
『
後
見
草
』
、

『
野
安
独

語
に
見
ら
れ
る
玄
白
の
言
説
に
よ
っ
て
、
玄
白
を
異
端
者
呼
ば
わ
り
を
す
る

こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
同
意
し
か
ね
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
点
を
除
け
ば
、
玄
自
の
生
涯
、
生
活
に
関

す
る
描
写
は
な
か
な
か
活
き
活
き
と
し
て
い
て
、
思
わ
ず
魅
入
り
ら
れ
た
よ

う
に
読
了
し
て
し
ま
う
。
さ
す
が
比
較
文
学
者
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
叙
述
は

き
わ
め
て
明
快
で
あ
る
。
読
み
物
と
し
て
も
正
に
適
切
で
あ
る
。

(
本
文
二
六
三
頁
発
行
所

小
学

館

定

価

一

、
二
五

O
円〉

大

鳥

蘭

三

郎

新
刊
紹
介

レ
オ
ポ
ル
ド
・
ミ
ュ
ル
レ
ル
著

「
東
京
医
学
」

本
書
は
明
治
四
年
に
来
日
し、

日
本
に
四
年
間
滞
在
し
て
、
今
日
の
日
本

石
橋
長
英
・
小
川
鼎
三
・
今
井
正
共
訳

の
医
学
教
育
制
度
の
基
礎
を
作
っ
た
著
者
が
、
帰
国
し
た
の
ち
一
一
一
年
し
て

か
ら
、
日
本
で
の
想
い
出
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
ω

原
文
は

り
2
5
z
m
z
Ea
gE
の
第
五
七
巻
に
三
七
頁
に
わ
た
っ
て

載
る
が
、
そ
の
全
文
を
翻
訳
し
た
の
は
今
回
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
か
つ
て
入
沢
達
吉
が
そ
の
一
部
を
訳
し
、
中
外
医
事
新
報
第
一
二

O

O
号
に
載
せ
た
が
、
そ
こ
で
は
、
著
者
が
関
係
者
の
無
能
ぶ
り
を
こ
っ
び
ど

く
や
っ
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
が
省
か
れ
て
い
た
。

今
回
の
こ
の
出
版
は
、
東
大
構
内
に
か
つ
て
存
在
し
た
ミ
ユ
ル
レ
ル
の
銅

像
が
盗
難
に
あ
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
像
を
置
い
て
あ
っ
た
の
を
復
元
し
た
機

会
に
出
版
さ
れ
た
が
、
貴
重
な
文
献
を
容
易
に
読
め
る
形
に
し
て
く
れ
た
訳

者
諸
氏
に
感
謝
す
る
。

(刊
者
日
本
国
際
医
学
協
会
。
発
行
所
ヘ
キ
ス
ト

・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社

B
六
版
八
四
頁
)

本
魯
を
希
望
さ
れ
る
方
は
送
料
七
O
円
を
同
封
の
上
日
本
医
史
学
会
事
務

所
ま
で
・
申
込
み
下
さ
い
。

(
S
)

( 81 ) 

。2
V
H
W町
内
凶

4
2
8丘
著
石
橋
長
英
・
今
井
正
共
訳

開
拓
者
|
ヱ
ル
ウ
ィ
ン
・
ベ
ル
ツ
」

ベ
ル
ツ
に
関
す
る
著
書
は
、
有
名
な

「
ベ
ル
ツ
の
日
記
」
の
ほ
か
、
シ
ョ

ッ
ト
レ
ン
ダ
の
「
エ
ル
ウ
イ
ン

・
フ
ォ
ン

・
ベ
ル
ツ
」

、
小
川
鼎
三
の
「
ベ

ル
ツ
伝
」
、
鹿
島
卯
女
の
「
ベ
ル
ツ
花
」
な
ど
い
く
つ
か
の
著
作
が
あ
る
が
、

本
書
は
こ
れ
ま
で
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
メ
モ
や
書
簡
、
そ
れ
に
生
地

ピ
l
チ
イ
ヒ
ハ
イ
ム
で
の
記
録
も
参
考
に
し
て
替
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
グ

ラ
ビ
ア
の
写
真
も
珍
ら
し
い
も
の
が
入
り
、
巻
末
に
は
ベ
ル
ツ
の
遺
言
奮
が

全
文
公
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
原
著
者
が
述
べ

て
い
る
よ
う
に
近
代
的

「
日
本
医
学
の

397 

/ 



な
感
覚
で
ベ
ル
ツ
を
抱
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
髄
所
に
み
ら
れ
、
ベ
ル
ツ

研
究
者
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
本
に
な

っ
て
い
る
。

(
S
〉

(編
集
発
行
者

日
本
新
薬
株
式
会
社

B
六
版

一
四
八
頁
定
価
一

、

0
0
0円
)

中
沢
混

・
原
隆
昭
編
著
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
輝
く
人
々
八
生
理

・
医
学
賞
V

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
得
た
人
々
の
業
績
集
が
い
ま
ま
で
日
本
で
出
版
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
不
思
議
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
創
設
さ
れ

た
一
九

O
一
年
の
受
賞
エ
ミ
l
ル
・
フ
ォ
ン

・
ベ
I
リ
ン
グ
か
ら
一
九
六
二

年
の
モ

1
リ
ス

・
ウ
イ
ル
キ
ン
ス
ま
で
の
受
賞
者
の
業
績
が
本
書
に
ま
と
め

ら
れ
た
。
こ
の
企
画
は
あ
る
業
界
紙
に
定
期
的
に
載
せ
る
た
め
に
始
め
た
も

の
で
あ
っ

た
の
で
、
紙
数
に
制
限
が
あ
っ
た
が
、
要
領
よ
く
ま
と
め
、
読
み

易
い
読
物
に
し
て
あ
る
。
ま
た、

必
ず
肖
像
の
入
っ

て
い
る
の
も
あ
り
が
た

い
。

(
S〉

(発

行

所

北

里

書

房

電

O
三
|
一
一
六
一
|
五
八
二
五

出
版

B
5
版

一

八

四

頁

定

価

二

八

O
O円〉

発
売
元

蒼
海

土
屋
重
朗
著
「
近
代
日
本
造
船
事
始
」

「
静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
」
の
著
者
で
も
あ
る
土
屋
氏
が
造
船
事
始
の

本
を
著
わ
し
た
こ
と
に
一
瞬
驚
き
な
が
ら
頁
を
繰
っ
て
い
く
う
ち
に
、
何
故

こ
れ
を
書
こ
う
と
思
い
立
っ
た
か
よ
く
わ
か
っ
た
。
主
人
公
の
肥
田
浜
五
郎

は
伊
豆
の

八
幡
野
村
の
医
師
肥
田
春
安
の
五
男
に
生
れ
、

蘭
学
を
伊
東
玄

朴
、
川
本
幸
民
な
ど
に
学
び
、
幕
末
に
は
勝
海
舟
と
共
に
海
軍
伝
習
所
に
学

び、

威
臨
丸
の
機
関
長
と
し
て
渡
米
し
た
人
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
も
い
ろ

い
ろ
な
方
面
で
活
躍
し
た
人
で
あ
る
の
に
、
そ
の
人
の
名
は
も
う
人
ん
べ
か
ら

ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
父
春
安
を
調
べ
て
い
る

う
ち
に
知

っ
た
著
者
は
の
め
り
込
む
よ
う
に
浜
五
郎
を
調
べ

出
し
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
上
げ
た
の
が
本
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
幕
末
に
蘭
学
を

学
ん
だ
人
が
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
た
ど
っ
た
か
を
示
し
た
例
で
も
あ
る
。
医

学
に
は
直
接
、
関
係
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
浜
五
郎
も
は
じ
め
は
蘭
方
を

学
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
ら
全
然
関
係
が
な
く
も
な
い
。

(S
〉

ハ
発
行
所
新
人
物
往
来
社

A
五

判

二

九

O
頁

定

価
一

一一

O
O円
)
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中
西
啓

「
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
医
た
ち
」

長
崎
の
医
学
史
と
い
え
ば
中
西
啓
氏
の
名
前
が
ま
ず
で
て
く
る
く
ら
い
、
こ

の
方
面
の
権
威
者
で
あ
る
同
氏
が
久
び
さ
に
本
書
を
出
し
た
。

七
人
の

H

オ
ラ

ン
ダ
H

医
を
並
べ
て
、
洋
学
の
日
本
伝
来
を
語
っ
た
本
で
あ

る
が
、
ま
ず
、
ア
ル
メ
イ
ダ
に
始
ま
る
。
つ
ま
り
、
ポ
ル

ト
ガ
ル

の
キ
リ
ス

ト
〉。，u

教
伝
来
か
ら
説
き
起
し
て
い
る
の
だ
。
つ
づ
い
て
、
沢
野
忠
庵
、
ヶ
ン
ベ
ル
、
げ
い

ツ
ュ
ン
ベ

リ
1
、
シ
l
ボ
ル
ト
、
ボ
ン
ベ

、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
と
つ
な
げ
て
、
日

本
で
の
洋
学
の
受
容
の
歴
史
を
医
学
を
中
心
に
述
べ
て
い
る
。
氏
は
医
学
に
と

ど
ま
ら
ず
、
郷
土
史
家
と
し
て
そ
の
背
景
も
深
く
知
る
だ
け
に
、
そ
の
歴
史
を

立
体
的
に
述
べ
て
、
他
に
見
ら
れ
な
い
本
に
し
て
い
る
。

(
岩
波
新
書
〉

精
原

-， 
解
体
新

一一ー一一一ー 書
と
越
後
の
国
しー

(
第
二
十
巻
三
号
〉
正
誤
表

。ρO
六 五
一一一一一」ー!宏

頁

段

行

誤

正

上グ下

曽
祖
父

祖
父

祖
父

祖

父父父



日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
一
巻
総
目
録

原

著佐
々
木
中
沢
と
佐
々
城
朴
安
|
文
政
壬
午
女
図
解
剖
を
め
ぐ
っ
て

・
:
・
山
形
倣
一
・
:
一
J
九

蘭
館
長
ニ

l
マ
ン
と
長
崎
留
学
生
:
j
i
-
-
-
・
:
酒
井
シ
ヅ
:
・
一

Dl
一八

済
生
学
舎
初
期
の
学
舎
規
則
:
:
・
・
・
:
:
・
・
・
・
:
:
・
・
・
:
前
川
久
太
郎
・
-
-
一九
J
L
一七

小
絵
馬
信
仰
の
現
状
:
:
:
j
i
-
-
:
:
-
j
i
-
-
:
:
相
見

三
郎
・
:
ニ八
J
=一
九

解
体
-
記
念
碑
と
そ
の
う
つ
り
か
わ
り
:
-
j
i
--:
:
緒
方

富
雄
・
:
き
J四一

ス
ス
ル
タ
大
医
典
訳
業
に
つ
い
て
:
・
j
i
-
-
:
:
:
鈴
木
正
夫
:
・
五ニ
J
さ

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
(
六
)
:
j
i
-
-
:
:
:
・
大
滝
紀
雄
:
・六一

l
g

越
後
の
蘭
方
医
森
田
兄
弟
に
つ
い
て
(
三
)
・
:
:
長
谷
川
一
夫
:
七
一
J
八ニ

児
禁
師
及
び
按
摩
師
に
つ
い
て
(
下
)
日
本
古
代
医
療
史
の
研

究
会
一
〉
:
:
・
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
・
:
:
新

村

拓

:

入

zl
八八

解
体
新
書
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
小
川
鼎
三
・
:
一
六
O
J一六
六

解
体
新
書
出
版
か
ら
二

O
O年
:
:
:
・
・
:
:
・
緒
方
富
雄
:
・
一
六
七
l
一色

越
後
の
蘭
方
医
森
田
兄
弟
に
つ
い
て
〈
四
〉

:
:
:
:
:
長
谷
川
一
夫
・
:
一
八
一
J
一
八五

江
戸
時
代
に
お
け
る
異
常
気
象
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

:
:
:
立
川

昭

二
・
一
九
一
J
一
一宕

宮
披
県
に
お
け
る
明
治
初
期
の
医
学
教
育
と
横
山
謙
介

:
j
i
-
-
山
形

倣

一
:
土
O
八
J
三
七

「
医
師
の
誓
詞
」
に
つ
い
て
:
:
j
i
-
-
:
・・
三

木

栄

:

・三八J一一一
一吉一

中
世
に
お
け
る
祈
踏
と
医
療
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
飽
口
誠
太
郎
:
ニニ
回J
ム一=一六

『
遠
西
医
範
』
と
『
医
範
提
網
』
(
二
〉
:
:
:
大
鳥
蘭
三
郎
・
:
=
=
一
七
l
昌一

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
(
七
〉
・
:
j
i
--
・
:
大
滝
紀
雄
:
・
言
一
J
ニ五ニ

諸
官
衡
及
び
諸
使
医
師
|
日
本
古
代
医
療
史
の
研
究
会
一
)

:

:

新

村

拓

:
ニ五=7
さ一

日
本
学
校
保
健
史
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-::
・
:
杉
浦
守
邦
:
ム
一
三
了
ニ
九九

『
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植
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植
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独
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・
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郎
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ボ
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ト
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と
土
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玄
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軍
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服
贈
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に
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て

:
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て
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:
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三
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追
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:
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-
-
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叶
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問
巾

O
『

円

z
r
z
p
冨

gnyREDE--3吋
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日
本
医
史
学
会
総
会
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七
十
六
回

特
別
講
演

日
本
学
校
保
健
史
・:
:
:
・
・
:
・
:
:
:
・
:
:
:
杉
浦
守
邦
:
・
一
一
甘
J
一三

日
本
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学
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史
:
:
:
・
・
・

:
j
i
-
-
j
i
-
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野
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三
郎
:
・
一
三
J
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会
長
講
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大
阪
に
あ
る
蘭
学
史
跡
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
・
:
中
野
操
:
・
一
ニ五

一
般
口
演

古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
胎
児
発
育
の
諸
説

・
:
:
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杉
田
陣
道
・
中
国
直
道
:
・
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宗
J
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八
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蔵
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部
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と
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の
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求
:
:
j
i
-
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根
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雄
:
・
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ス
J
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ぽ
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し
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な
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げ
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間
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て
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史
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節
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日
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史
と
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術
史
の
構
成
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案
に
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て

・・・
今
市

正
義
:
・
一号一

中
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お
け
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て
・
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師
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績
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と
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j
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:
:
:
j
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-
-
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宗

治
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J
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X
線
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消
化
管
運
動
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研
究
者
キ
ヤ
ノ
ン
教
授
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中
山

沃
:
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J
一完

土
生
玄
碩
の
シ
l
ボ
ル
ト
敵
陣
薬
伝
授
に
関
す
る
一
考
察

:
:
:
福
島
義
一

・:一
三
九

江
戸
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代
の
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葉
に
つ
い
て

j
i
-
-
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j
i
-
-
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部
一
郎
・
一
回
D
J
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一

最
近
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た
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資
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史
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し
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:
・
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・

・
:
:
:
:
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一
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:
一
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一
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留
滞
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一
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論
j
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-
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:
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塁
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j
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-
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井
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ヅ
:
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タ
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ヘ
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・
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・
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の
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の
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本
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と
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検
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鳥
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三
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・
:
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国
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榛
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「
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論
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に
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い
て
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:
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滝
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:
・
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五
一

江
馬
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『
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西
熱
病
集
訳
』
に
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い
て
:
:
:
:
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:
安
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・
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方
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庵
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通
:
j
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-
:
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j
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治
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:
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介

:
:
山
形
倣
一
:
・
一
夫
J
一毛

吉
田
顕
三
(
一
八
四
八
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四
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四
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史
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夫
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・
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-
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j
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縁
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・
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追
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井
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一
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麻
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岡
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湯

・
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リ
l
ス
ト
リ
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七
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:

・
:
:
・
・
・

:
-
j
i
-
-
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・
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・
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方
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雄
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八
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j
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井
シ
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:
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軍
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史
序
説
:
・
・
・
:
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・
・
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:
:
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:
・
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明
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j
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j
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-
:
:
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二
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・
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・
・
:
:
・
・
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・
:
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村
敏
郎
・
:
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肺
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環
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セ
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|
-
十
六
世
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j
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:
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j
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:
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j
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向
へ

差
登
〔
ニ
〕
相
成

入
〔
手
〕
い
た
し

恐
ミ
不
備

宜
ク
御
申
上

頼
侯
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第
一
条

第

条

第
三
条

第
四
条

第
五
条

日
本
医
史
学
会
々
則

本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な
う
。

一
、
年
一
回
、
総
会
を
聞
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発

行
し
、
こ
れ
を
会
員
に
わ
か
っ
。

三
、
臨
時
、
地
方
会
、
例
会
を
聞
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体

と
の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
三

O
O
O円
を
前
納
す
る
。
入

会
者
は
一

O
O
O円
を
納
入
す
る
。
た
だ
し
外
国
に
居
住

第
六
条

す
る
会
員
は
年
額
一
五
ド
ル
と
す
る
。

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
(
維
持
)
会
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
、
会
長
、
理
事
、監
事
、幹
事
と
す
る
。

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

三
、
会
長
は
年
一

回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

( 87 ) 

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
推
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

五
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
名
、
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第
七
条

第
八
条

第
九
条

第
十
条

発
行
期
日

投
稿
資
格

原
稿
形
式

幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は

会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
(
た

だ
し
会
長
を
除
く
)

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

(
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
の
一
)
に
置
く
。

本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

『日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

年
四
回
(
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
)
末
日
と
す
る
。

原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名

著
者
負
担

校月IJ

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
詰
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書

き
の
こ
と
。

404 

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が

行
な
う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ

と
も
あ
る
。

表
題
、
著
者
名
、
本
文
(
表
、
図
版
等
を
除
く
)
で
五

印
刷
ベ

l
ジ
(
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
)
ま

で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の

負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印
刷
ペ

ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を

徴
収
す
る
。
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正

原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

刷

別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先医

ま東
産尽

都
史-h・

言宗
明区
究

本
室 郷
内一

丁
目

白
木 一
医

の
史一
学 、

会順

天
""" 主主

大
，llL. 
寸ー

編
集
委
員

編
集
顧
問

大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、

太
郎
、
室
賀
昭
三
、
矢
部
一
郎
、
矢
数
圭
堂

小
川
鼎
三
、
A

・
w
-ピ
l
タ

1
ソ
ン

樋
口
誠



理 会 常 会 理 田

谷大 矢戸鈴佐大今赤 星島事 杢
津塚事数苅木藤矢田松事事事長長 ~主

近
道太 美全見 金 宗石高小 塁
明郎勝実節信芳 田原瀬 川玄

=-
武鼎 役

一 明 平 三 員

氏
名

五
十
音
順

幹

阿
知
波
五
郎

内
山
孝
一

緒

方

富

雄

杉

靖

三

郎

宗

国

一

中

野

操

士
口
岡
博
人

三恭
雄男

酒
井

大
鳥
蘭
三
郎

シ

ヅ

和三津鈴部大石
田木崎木原 塚 川

杉
田

日
本
医
史
学
会
評
議

員
氏

名

(
五
十
音
順
)

赤

松

金

芳

安

芸

基

維

阿

知

波

五

郎

青

木

一

郎

石

原

明

石

田

窓

吾

石

川

光

昭

石

原

カ

今

市

正

義

今

回

見

信

岩

治

勇

一

内

山

孝

一

大

鳥

関

三

郎

大

塚

敬

節

大

塚

恭

男

玉

丸

勇

大

矢

全

節

緒

方

富

雄

小

川

鼎

三

大

滝

紀

雄

片

柄

一

男

川

島

何

二

蒲

原

宏

久

志

本

常

孝

榊

原

悠

紀

田

郎

酒

井

シ

ヅ

酒

井

恒

佐

藤

美

実

清

水

藤

太

郎

杉

靖

三

郎

杉

田

路

道

鈴

木

正

夫

鈴

木

勝

正孝正 敬光
系栄道夫宏節昭

安矢三松宮福中中中筒高宗鈴
井数廼木土島野西泉井山田木

}II 
道俊明英義 行正担宜

広明 一知郎一操啓正弘三一民

聞
道

編

集

後

記 瀬
戸
俊
一

高
木
圭
二
郎

田
中
助
一

土

屋

重

朗

中

川

米

造

中

山

沃

服

部

敏

良

藤
野
恒
三
郎

古
川

明

三

浦

豊

彦

谷

津

三

雄

山

下

喜

明

吉

岡

博

人

関

根

正

雄

高

瀬

武

平

津

田

進

三

戸
苅
近
太
郎

中

沢

修

長
門
谷
洋
治

巴

陵

宣

祐

本

間

邦

則

丸

山

博

三

木

栄

山
形
倣
一

山

田

光

胤

和

田

正

系
以
上

今
日
は
八
月
一
五
日
、
太
平
洋
戦
争
敗
戦
記
念

日
で
す
。
B
l
m
の
焼
夷
踏
に
焼
け
た
だ
れ
た
は

だ
か
の
土
の
上
で
、
ヂ
リ
ヂ
リ
と
て
り
つ
け
る
太

陽
を
頭
上
に
い
た
だ
き
な
が
ら
終
戦
の
放
送
を
聞

い
て
か
ら
、
も
う
三
十
年
と
い
う
時
闘
が
た
ち
ま

し
た
。
本
当
に
月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で

す
。
昭
和
二
十
年
八
月
一
五
日
に
生
れ
た
人
が
も

う
三
十
歳
に
な
る
の
で
す
。
町
を
歩
い
て
い
る
若

い
人
は
全
く
戦
争
を
知
ら
ず
、
戦
争
の
悲
惨
さ
な

ど
全
く
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
で
す
。

日
本
経
済
は
こ
の
三
十
年
間
に
め
ざ
ま
し
い
復

興
を
示
し
、
経
済
大
国
な
ど
と
言

っ
て
い
ま
し
た

が
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
一
撃
に
あ
っ
て
そ
の
弱
点
を

露
呈
し
、
い
か
に
日
本
の
経
済
力
の
基
礎
が
脆
弱

な
も
の
で
あ
る
か
を
骨
の
髄
ま
で
味
わ
わ
さ
れ
、

そ
れ
以
後
の
日
本
国
民
は
イ
ン
フ
レ
と
不
況
の
海

に
た
だ
よ
う
、
舵
も
帆
も
な
い
小
舟
と
な

っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

こ
の
三
十
年
問
、
国
民
の
平
均
年
齢
が
の
び
る

な
ど
医
学
も
大
き
な
進
歩
を
と
げ
ま
し
た
が
、
そ

の
反
面
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ス
モ
ン
を
は
じ
め
、
い

く
つ
か
の
大
き
な
難
し
い
問
題
を
か
か
え
こ
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
医
は
仁
術
と
い
わ
れ
た
背
と

異
な
り
、
医
は
算
術
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

医
師
に
対
す
る
患
者
の
不
信
が
さ
け
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
し
、
医
師
に
対
す
る
裁
判
の
数
も

増
加
し
て
来
ま
し
た
。
医
師
、
医
学
に
対
し
て
世

間
の
批
判
が
き
び
し
さ
を
加
え
て
行
く
こ
と
は
必

至
と
思
わ
れ
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
今
後
ま
す
ま
す

自
己
と
自
分
の
医
学
を
み
が
い
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

(
室
賀
昭
一
二
〉

良日

発印
行刷
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昭
和
五
十
年
十
月
二
十
五
日

昭
和
五
十
年

十

月

三

十

日

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
一
巻
四
号

編

集

者

代

表

大

鳥

蘭

発

行

者

日

本

医

史

学

会

代

表

小

川

鼎

三

一T

一一
=一

東
京
都
文
京
区
本
郷

子
工

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学

研
究
室
内

振
替
東
京
一
五
二
五

O
番

製

作

協

力

者

金

原

出

版

株

式

会

社

日
本
医
学
文
化
保
存
会

一T

一
一宮一

東
京
都
文
京
区

湯
島
一
一1
Z

一l
一四

社

三

報

社

印

刷

株

式

会

社

一T

一
茜
東
京
都
江
東
区
亀
戸

印

局。
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甥
医
範
提
綱

鶏
医
範
提
綱

• 解

説

順
一
大
金
大
学
教
授

)11 

鼎

子
出
川
玄
真

(一

七
六
九

i
一
八
三
四
)
の
著
「
和
蘭
内
景
医
範
提
綱
」
は
文

化
二
年
(
一
八

O
五
)
の
出
版
で
、
十
九
世
紀
の
前
半
、
西
洋
医
学
に
志
を
も
っ

日
本
人
が
、
お
そ
ら
く
誰
で
も
が
ま
ず
描
い
た

一
主
で
あ
っ
た
と
お
も
う
。
解
剖

学
を
主
と
す
る
が
、
生
理
学
、
病
理
学
を
も
介
せ
説
い
て
い
て
、
四
洋
医
学
の
精

髄
を
明
快
、
簡
略
に
紹
介
し
た
傑
作
で
あ
る
。

一一一
年
後
の
文
化
五
年
に
そ
の
付
図

と
し
て
「
内
象
銅
版
図
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
亜
欧
堂
田
善
の
作
で
あ
る
。

日
本
で
政
初
の
銅
版
解
剖
図
と
し
て
名
高
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
付
図
は
当
時
で
も

山
価
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

五
真
は
凶
洋
の
解
剖
書
数
種
か
ら
訳
し
と
っ
て
泣
同
医
範
一一一
十
巻
を
つ
く
っ
た

が
、
脳
大
な
の
で
、
そ
の
綱
要
を
ま
と
め
て
医
随
従
綱
と
名
づ
け
、
こ
の
提
綱
を

テ
キ
ス
ト
に
し
て
門
人
に
凶
洋
医
学
の
大
体
を
滋
義
し
た
。
門
人
の
諏
訪
俊
士
徳

が
そ
れ
を
筆

A

記
し
桜
理
し
て
、
医
範
提
綱
三
冊
本
が
で
き
上
っ
た
の
で
あ
る
。
玄

真
が
用
い

た
西
洋
解
剖
書
の
著
者
と
し
て
プ
ラ
ン
カ
ル
ツ
、
パ
ル
へ
イ
ン
、
へ
ル

へ
イ
ン
イ
ン
ス
ロ
ウ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
医
範
提
綱
は
日
本
の
医
学
に
大

き
い
杉
山
明
日
を
あ
た
え
た
が
、
そ
の

一
つ
の
現
わ
れ
と
し
て
、
「
勝
」
や
「
腺
」
の

午
が
初
め
て
玄
真
の
創
始
し
た
国
字
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

全
三
巻

限

定

版

三

O
O部

頒
価
三
八
、

0
0
0
円

内
象
銅
版
図

全
一
般

売捌所/株式会社金原商J吉

製作所/財団法人日本医学文化保存会
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An astute and perspective observer， Grant was deeply impressed with the 

program of the railway. The central laboratory had identified 自負y-one

usable products from soy beans; the soya products ranged from bread and 

cheese to hay， ink， and explosives. The colleries were tapping the thickest 

bituminous seams in the world， the maximum procl.uction from which was 

16， 000 tons a day. There were steel works to use the coal， as well as 

agricultural experiment stations， research bureaus， and a chain of hotels. 

Grant described the work of the health department of the railway: 

Its chief activities are control of communicable diseases， school hygiene， 

and industrial hygiene. The work in school hygiene would compare favor-

ably with similar activities in any country (Ibid.). 

In the fall of 1930 Knud Faber， professor of medicine at Copenhagen， 

surveyed Chinese medical schools on a mission for the League of Nations. 

His comments on South Manchuria Medical CoIlege were highly commen-

dable: 

It has also a high standard with exceIlent laboratories and class-rooms for 

premedical and preclinical training and a large hospital for clinical training 

(Rψort on Medical Schools in China， League of Nations Health Committee， 
1931， p.13). 

Sununary 

During the fourteen years of its existence there were 421 graduates from 

Namman Igakudo. A目ter the school was upgraded to Manshu Ikadaigaku in 

1922 there were 1， 181 graduates until the coIlege closed in 1946， having 

graduated nineteen classes between 1928 and 1946. 

There were over 500 graduates from Igflku Senrnon-bu between 1929 and 

1945. 

Mter its founding in 1911， South Manchuria Medical ColIege soon became 

a leading center of medical education and research for both ]apan and 

China. It attracted a distinguished ]apanese faculty because of its excellent 

research facilities and the lure of ル[anchuria.
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An Escel1ent Medical Col1ege 

The impressions of visitors were uniformly laudatory. E.V. Cowdry， head 

of anatomy at PUMC， appraised the school in 1920: 

The ] apanese Medical School in Mukden is unquestionably one of the best 

medical institutions in China. Its strength lies in its full time sta汀~ It publi-

shes a volume of researches each year which will bear careful study (Cowdry， 

“Anatomy in China"， Anatomical Record 20 (1920-21): 35. 

He also commented on the general position of ]apanese medical education: 

In view of the further consideration that a large number of Chinese 

physicians have received their training in ]apan， it is not surprising that the 

] apanese exercise considerable influence in medical education (1bid.) 

Cowdry was particularly impressed with the facilities for anatomy: 

The anatomy laboratories.. .are housed in a plain but substantial building 

and are fully equipped with everything necessary for teaching and research 

(Ibid.， p.42). 

He judged that only the University of Hong Kong， Aurora University in 

Shanghai， and his own institution in Peking had similar facilities for anatomy. 

At a time when other medical schools in China， including Cowdry's own， 
faced grave shortages of cadavers， the situation in Mukden was exemplary: 

To the best of my knowledge only the ]apanese Medical School at 

Mukden and the University of Hong Kong have a su伍cient and regular 

supply of bodies on which they can rely (Ibid.， p.45). 

Cowdry noted that teaching time in anatomy was equally divided between 

lectures and the dissecting room. 

In a survey of medical education in China in 1917， E.M. Merrins held 

up the South Manchuria Medical CoUege as the best staffed school in 

China. At that time there were 133 students enrolled with twenty nine full 

professors， three assistant professors， and eight lecturers (Merrins，‘、ifedical

Education in China"， The Chinese Recorder 48 (1917): 497-506)， 

]ohn B. Grant， M.D.， professor of public health at Peking Union Medical 

College， visi ted 1¥在anchuriain 1923 and described the railway's extensive 

medical resources of 2， 269 beds and 137 doctors as“all well equipped， 

costing the railway 1，920，857，000 yen above receipts" (PUMC Uノ'eekly

Newsletter 4， no. 1， February 6， 1923， p.4). 
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cation in J apanese senmon-gakko. 

As J apan's medical programs in Manchuria expanded， a J apanese sponsored 

Manchurian Medical Association (Manshu 19akukai) was founded at Mukden， 

July 11， 1908. One year later， 1909， the Journal 01 Oriental Medicine was 

first published as a report of the annual meeting of the association. In 

1911 the name of the association was changed to South Manchurian Medical 

Association and the decision was made to establish the Namman 19akukai 

とωshi(South Manchurian Medical Association Journal) as a quarterly; the first 

number was published in May 1912. It later became a monthly journal. 

In 1923 the principal hospital in Dairen began to publish the Journal 01 
Oriental Medicine based on studies by its scientific departments. Two years 

later it was merged with Namman 19akukaiと.asshi as Manshu 19aku Zasshi 

(Manchurian Medical Journal). In 1929 the first number was published in 

English. 

hnpact of World War 11 

During World War II Manshu lkadaigaku continued to operate but natu-

rally with increasing di伍cultiesas communication and transportation between 

the home islands and Mukden became increasingly difficult. The seventeenth 

graduation as a university was held in March 1945. 

In the month following the surrender of Imperial J apan on September 2， 

1945， the Chinese-Russian treaty called for the transfer of the railway and 

the medical college to the Railway Bureau of the Chosun Railway Company， 

which was jointly sponsored by China and Russia with trustees from both 

countries and a Chinese president. The name of the school was changed to 

Tetsuro lka Daigaku. 

In March 1946 Russia withdrew from Mukden so that her allies， the school 

Chinese Communists， could take power and the college became Mukden 

Tetsuro 1恒kuin. The following August the school was renamed Shinyo 19akuin， 

with a faculty that was part Chinese and part European. 

In March 1948 all of the faculty were Chinese and the name of the school 

became Chukyo Gun-i Daigaku， Communist China Military Medical University. 

411 ( 14 ) 



and Kotaro Shiino巴om anatomy visited Peking. This program brought 

together the two leading medical research institutions in China. Yasu Kuno 

who lectured on the physiology of the pericardium， was the first visiting 

professor from Mukden， and Charles W. Young， who lectured on the work 

of his Kala-azar Field Studies Unit， the first from PUMC. The following 

year， W.W. Cort of the China Hookworm Commission of the International 

Health Board of the Rockefeller Foundation came to Mukden， and Sadaichi 

Masuda went to Peking. 

Members of the medical staff of the German hospital at Tsingtao also 

visited the college periodically. 

Toa (East Asia) Medical Institute 

Studies on Chinese traditional medicine were initiated by Genji Kuroda， 

professor of physiology. An extensive collection of ancient Chinese medical 

texts was established with some sIx thousand books transferred to the school 

from the library of the railway in Dairen. A two-volume “Study on Chines巴

Medical Books of the So Period" was published. 

Pharll1acy School， Yakugaku Senmonbu 
A pharmacy school， Takugaku Senmonbu， was founded in 1936， with Taizo 

Yamashita from the preparatory school as director. There were innumerable 

herbalists practicing Chinese traditional medicine and prescribing native 

materials， but essentially no persons trained in pharmacy. In addition to 

meeting the need for pharmacists trained in modern medicine， the school 

had active research on the cultivation and the pharmacology of Chinese 

medicinal plants. 

0也erJapanese Medical Programs in Manchuria 

In addition to the railway programs， other J apanese medical activities 

included the J apanes Red Cross which operated thirteen hospitals in 

Manchuria and Mongolia for sick， poor Chinese. There were special hos-

pitals for women and for patients with communicable diseases at Dairen 

and at Port Arthur. Finally， of the relative handful of Chinese physicians 

practicing in Manchuria， the vast m司jorityhad received their medical edu-
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to prevent goitre. 

A specific form of myocardial degeneration appeared in the Kokuzan 

district in 1935， north of Chichiharu and the plague bacillus was suspected 

as the etiological agent， because of the prevalence of the disease. A coope-

rative study by the faculty of medicine， the Hygiene Institute in Dairen， 

the Welfare Ministry， and the ]apanese Army identified the causative agent 

as carbon monoxide from ondoru heaters rather than the plague bacillus. 

Medical Expeditions in Manchuria and Mongolia 

In line with the declared policy of the SMR to carry out research on 

broad problems in Manchuria and Mongolia， beginning in 1923 expeditions 

of faculty and students studied medical and public health problems in the 

region. The First East Mongolian Medical Expedition， in the summer of 

that year， was led by Professor Seiko Kubota of the Department of Pharma-

cology and included an instructor， two medical students， and a technician. 

A major public health problem in Mongolia was the lack of a safe and 

adequate water supply; they described the drinking water as“a mud" 

(Manshu lkadaigaku Dai-ikkai Tomo Junkai Shinryo Hokoku， 1923， Mantetsu Eisei-

ka， pp.22-26). With simple materials they developed an effective distillation 

apparatus for converting the “mud" to a safe drinking water. They also 

instructed the peasants in the selection of a proper site for a well and how 

to protect lt agamst contammatlOn. 

Ninety percent of the population was estimated to have venereal disease， 

with gonorrhea more frequent than syphilis; they were surprised to find 

that the incidence in the lamas approached that in laymen. There was a 

high incidence of homosexuality， and the lamas sold the idols from the 

temple to pay for prostitutes. In most of the patients syphilis was in the 

tertiary stage because no therapy was available. Prostitution was rampant 

and fornication was practiced openly on the streets. Trachoma was wide-

spread. 

Exchange ProgralD with Peking UniOD Medical College 

An exchange professor program was established with Peking Union Medical 

College in ] anuary 1922 when Professors SeikδKubota from pharmacology 
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Public Health 

A variety of research programs on public health in Manchuria and Mon-

golia were developed. Several of these were led by Unichi Miura， professor 

of public health. In one project， Miura analyzed the epiderniology of tuber-
culosis and other infectious diseases among J apanese in Manchuria. Based 

on his studies using an experimental abode in which temperature and 

ventilation could be controlled， he suggested that living in filthy， poorly 

ventilated， crowded， one司 roomhuts during the long and severe Manchurian 

winters was a major factor in the high incidence of disease. 

Professor Miura was also concerned with the health problems of the Japa-

nese farmers who had come to Manchuria as pioneers. They usually resided 

in huts with inadequate clothing and food. Miura and his assistants deve-

loped model homes， cold-weather clothing， and diets for the peasants wh() 

were crucial to the success of Japan's Manchurian venture. In September 

1940 the program was upgraded to become the Agricultural Workers Medical 

Institute. 

Miura showed that the frequency of malnutrition among the people of 

Mongolia was related to the almost total absence of meat， fruit， and vegeta-

bles from their diets; they subsisted on small rations of cereal grains. 

The wretched state of maternal and child health in Mongolia was evalu-

ated by Professor Shinozuka. Half of the children in Mongolia died before 

the age of three years and the average life span was less than twenty years. 

Professor Kentaro Hideo of the Department of Pathology and his associates 

found白川 21per cent of the stools of reportedly healthy laborers contained 

the cysts of Entamoeba Histolyti・'caand they exhibited symptoms of amoebic 

dysentery. There was also a high incidence of other intestinal parasites such 

as An紗lostomaDuodenale and Fasciola Hepatica. Kala-azar was comrnon. 

The prevalence of endemic goitre in the area stretching from Peking to 

Shotoku drew the studies of Professors Takamori of the Department of Inter-

nal Medicine and Kubo of the Department of Otolaryngology. They iden-

tified one area around the city of Nekka where over 50 percent of the 

inhabitants had goitre and confirmed that iodine deficiency in their diets 

was the cause. Takamori and Kubo establisbed a program for iodinization 

of salt and fertilizer in the region and encouraged the ingestion of seaweed 
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1964) was published to recognize this distinction. 

Studies on the Chinese Materia恥fedica

Seiko Kubota and Tameto Okanishi of the Department of Pharmacology 

collected and classified over seventeen hundred specimens of the materia 

medica of Manchuria， China， Korea， Japan， and India， with financial sup-

port from the Scholarship Foundation of the South Manchuria Railway 

Company. 

In January 1931 Kubota and Okanishi published a report from their ten-

year study of the Chinese materia medica (Folia Pharmacorum Sinicorum， List 

of Collection of Chinese Materia Medica， Department of Pharmacology， Manchu-

ria Medical College， by S. Kubota and T. Okanishi， Mukden， China， 1931). 

In a prefatory note they stated that the Chinese materia medica had recently 

aroused the interest of investigators whose studies had been botanical while 

pharmacological studies and clinical trials had been neglected. 

The monograph includes an extensive description of the therapeutic 

indications of a variety of plants. Infusions from the dried penis of the 

bull， deer， horse， and monkey--especially the bull and the horse--were recom-

mended for the treatment of syphilis. Deer penis would enhance virility 

while monkey penis was recommended for the treatment of asthma. Pulve-

rized crab shell was indicated for the treatment of eye diseases. Pulverized 

pebbles were beneficial in the treatment of a variety of female diseases， 

especially gonorrhea. 

Other animal products used in the Chinese pharmacopoeia included gall 

bladder from the dog， raccoon， bear， and pig， of which the gall bladder of 

the bear was the most valuable. The newt， imori， was a potent medication， 

but only if the head， tail， and bones had been removed since they were 

considered to be poisonous. 

The text is divided into eighty-eight pages on plants， six pages on metallic 

drugs， and seven pages on animal sources with their pharmaceutical prope-

rtles. 

The collections of Kubota and Okanishi and those of Bernard E. Read of 

the Peking Union Medical College were the m司jorstudies on the massive 

Chinese materia. 
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ing in the local area-genchi kaigyo. Admission was limited to sixty students. 

Research and Scholarship 

The lure of Manchuria as a new frontier and excellent research opportu-

nities because of generous support from tbe railway attracted an excellent 

faculty. Yasu Kuno was probably the most distinguished scientist to selVe at 

Mukden. Born in 1882， after studying at an 19aku senmon-gakko in Aichi 

prefecture， he selected physiology for his career. Although practically every 

]apanese going overseas for training went to German laboratories， Kuno 

chose to also work with Ernest Henry Starling at University College， London， 

from 1913 to 1915， in part because of Starling's renown and in part because 

Kuno wished to learn English. After his re同 rnto ] apan， Kuno joined the 

faculty at Mukden， where he remained until 1925. It was at Mukden that 

he carried out his classical studies on sweat production and control. He 

developed a perspiration chamber， a perspirometer， and tiny glass capillary 

pipett凶 withwhich he could measure the amount of water discharged by a 

specific area of the skin and from individual glands in a given time. He 

proved that sweating is an intermittent process due to periodic contractions 

of the muscle fibers of the sweat glands. He differentiated between gener-

alized temperature-produced sweating and psychological tension-produced 

sweating of the hands and feet. These and other studies using the Kuno 

chamber established him as the world's leading authority on perspiration 

and ]apan's most distinguished physiologist and medical statesman. Kuno 

was later to say that these epochal studies would only have been possible at 

Mukden (Kuno， Y.，“On the Occasion of Receiving the Award for Cultural 

Merit，" Hojin 7， November 1964， pp.6-7， Manshu lkadaigaku Hojinkai). 

Kuno returned to ]apan in 1935 and taught physiology at Nagoya Univer-

sity釘 ldat Kyoto. In 1941 he was awarded Teikoku Gakushi-in Onshi-sho， an 

Imperial Scholar Prize， for his scientific contributions. In 1949 Kuno was 

elected to membership in Nipton Gakushi-in (Japan Academy). His highest 

accolade came on Culture Day， November 3， 1963， the anniversary of the 

birthday of Emperor Meiji， when he received ]apan's highest intellectual 

recognition， Bunka・kunsho，the Order for Cultural Merit， from Emperor Hiro-

hito. A special number of Manshu lka・daigakuHojinkai (書7Hojin， November 
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In October of that year the college celebrated its tenth anniversary with 

impressive ceremonies that were attended by， among many others， George E. 

Vincent， president of the Rockefeller Foundation， who had come to the 

Orient for the dedication of the Peking Union Medical College (PUMC); 

Dr. Wu Lien-teh， founder and director of the North Manchurian Plague 

Prevention Service; and President Araki of the Kyoto Imperial University. 

Plans were then initiated to upgrade the college to the level of an impe-

rial university， and in May 1922 Ordinance帯468 designated it as Manshu 

lkadaigaku， with 1. Inaba， a former director of the college and superintendent 

of the hospital， as its president. The new educational program consisted of 

a principal， or medical school， course of four years and a postgraduate 

course for the 19aku Hakase degr明 The medical school curriculum was 

similar to that of other ]apanese university medical faculties with a long 

course in anatomy and histology， followed by shorter courses in medical 

chemistry and physiology in the first year. The second year included patho-

logy， microbiology， pharmacology， and public health. The third year was 

assigned to lectures on all of the clinical subjects with an occasional oppor・

tunity for the student to perform a superficial examination of a patient. 

In the final year， the student spent two hours a day in the outpatient clinic 

and the remainder of the time at lectures and ward rounds. 

A two-year premedical course patterned on the numbered higher schools 

in ]apan was established as Mandai roka， Manchurian University Preparatory 

School. It was later extended to three years. This made Manshu lkadaigaku 

and PUMC the only medical schools in China requiring three years of 

premedical studies. In August 1922五日i:y-seven] apanese and three Chinese 

were admitted to the new premedical course. 

The shorter senmon-gakko program was redesignated 19aku senmon-bzら since

it was now associated with a university-level medical school， with the exclusive 

purpose of training Chinese in“practical" medicine. 

In May 1928 the fourteenth and last class graduated from Namman 19akudo 

Senmon・Gakko，and in March 1929 the first classes graduated from Manshu 

lkadaigaku and from 19aku Senmon・bu.

The senmon・buwas closed in ]anuary 1931， but reopened two years later， 

in ]anuary 1933. under a new ordinance restricting the graduates to practic-
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Their clubs included ice skating， literary arts， archery， tennis， baseball， 

soccer， kendo， judo， kado， shodo， and sumo. 

The annual tuition fee was 30 yen gold. Students who entered military 

service were given an automatic leave of absence and were exempted from 

tuition on their return to the college. There was a generous scholarship 

program for both Chinese and ]apanese students. 

The faculty was exclusively]apanese， save for two teachers of German. 

Over a period of time， five other ] apanese-sponsored medical schools were 

opened in Manchuria: Shinkyo Ikadaigaku， Harbin Ikadaigaku， Hokuan 

Igakuin， Toan Igakuin， and Manchurian Army Medical School (Teruo Sano， 

former librarian， South Manchuria Medical College， ]uly 7， 1972: personal 

communication). 

In Notice，静33，dated February， 15， 1912， the college was officially reco-

gnized by Monbusho， the Ministry of Education， in Tokyo. The academic 

calendar followed that of other ] apanese schools: the school year began in 

April and ended in March， and was divided into three terms. 

The first students to be adrnitted under the sponsorship of the provincial 

government in Manchuria enrolled in 1913; in the same year the first 

Chinese students were admitted to the principal course from the preparatory 

course. (The preparatory course for Chinese students was transferred to the 

South Manchuria Middle School for Boys in 1961. ) The first graduates with 

the degree， !gakushi， received their diplomas from the new director of the 

college， Moto Yamada， on October 10， 1914. 

In May 1915 a school of nursing with a two-year curriculum for ] apanese 

was established. A separate course for Chinese nursing students was opened 

in 1921 with an enrollment of fifteen girls in the first class. The railway 

also sponsored two-year nurse's training programs in its hospitals in Dairen， 

Mukden， Fushun， and Antung. In addition， the hospital in Dairen had a 

training course for ]apanese and Chinese midwives. 

Upgraded to an hnper匂 1University 

The rise in pr岱 tigeof the South Manchuria Medical College was signalled 

on August 27， 1921， when 出e]apanese Anatomical Association， Ni卸on

Kaibo Gakkai， held its annual meeting in Mukden. 
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for in that period presidents of imperial universities were usually appointed 

directly by Monbusho， the Ministrγof Education， without consultation with 

the faculty. 

The first classrooms of the new college at Mukden were in an abandoned 

plague hospital， until a new building was completed in 1914. A teaching 

hospital was constructed by the railway between 1910 and 1915. 

Entrance examinations were held in Mukden and in various cities in j apan， 

including Tokyo， Kyoto， Sendai， and Fukuoka-a branch admissions 0節目 had

been opened in Tokyo. japanese students also enrolled from Korea and 

from Taiwan. The majority of the students came from japanese families in 

Manchuria， however. 

There were two programs: a “principal" course for j apanese， to which 

the first twenty students were admitted on October 10， 1911. The entrance 

requirements were graduation from middle school and successful completion 

of the entrance examinations. The second curriculum was a“preparatory" 
course at South Manchuria Middle School Fengtien (Mukden) to prepare 

Chinese for the study of medicine at South Manchuria Medical College. 

The two-year curriculum of the preparatory course included ethics， j apan巴se，
Chinese， mathematics， natural history， physics， chemistry， sketching， and 

gymnastics. Chinese students who had successfully completed the preparatory 

course and could speak and write japanese fiuently were admitted to the 

study of medicine (Table 1). 

ln addition to annual examinations there was an examination before 

graduation which covered all of the basic sciences， medicine， and surgery. 

The students were housed in a dormitory that belonged to the college. 

Table 1. Curriculum: Principal Cours白

First year: Chemistry， physics， anatomy， physiology， medicochemistry. 
Second year: Anatomy， physiology， medico-chemistry， pathology， pharmacology， 

bacteriology， interclinique， medicine， surgery. 
Third year: Medicine， surgery， pediatrics， ophthalmology， obstetrics-gynecology. 
Fourth year: Medicine， surgery， pediatrics， ophthalmology， psychiatry， hygiene， 

dermatology， otorhinolaryngology. 

Note: German w描 taughtin all four years; gymn描 tiαwasrequired throughout 
the curriculum; and Chinese or Chinese classics and ethics were also required 

courses. 

(From Namman Igakudo Junenshi， 1921， pp.36-37) 
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War (1894-95)， when he served with distinction as chief inspector of mili-

tary hygiene. As a result， in 1901 he was selected by General Gentarδ 

Kodama to serve as chief civil administrator in Taiwan， where he established 

an enlightened and comprehensive public health program. 

1n 1906 Gotδwas made a baron and appointed president of the South 

Manchurian Railway Company. He immediately began to create m勾or

programs in medicine and public health “based on his belief that the deve-

lopment of Manchuria should rest on the improvement of public health 

and hygiene" (Miura， Unichi， 1968， p.63). Two years later he was elevated 

to the presidency of the railway board and made minister of communications. 

Shimpei Goto selected Mukden instead of Dairen as the location of the 

college because of “the central location of Mukden both politically and geo・

graphically" (The Light qf Manchuria， 1921， p.44). 

On May， 20， 1911， the South Manchurian Railway submitted a request 

to the Totokufu Kantoshu Hygeine 0伍ceto establish a medical school as a 

senmon gakko that would at a later date become a university. The request 

was approved on ]une 7， 1911， and on ]un巴 15 the South Manchuria 

Medical College (Namman-なaku・do) was officially founded by 1mperial Ordi-

nance事320.

His Excellency Viceroy Chao-er Shun of Manchuria became honorary 

president of the new Namman-igaku-do， and Kenji Kawanishi， superintendent 

of the General Railway Hospital in Dairen， was appointed as director. 

Medical schools and colleges in ]apan at that time were divided into two 

domains: those in the northeast were controlled and staffed by faculty of 

Tokyo 1mperiaJ University， while those in the southwest had a similar 

relationship with Kyoto 1mperial University. Namman-igaku-do related to 

Kyoto 1mperial University. 

The Kyoto relationship proved to be especially beneficial to the new college 

because of the deep interest in it of Torasaburo Araki， president of the 

university from 1915 to 1929. Araki stands as one of the dominant figures 

in the history of Kyoto University. After serving as professor of medical 

chemistry and dean of the medical faculty for twelve years， he became 

president and his tenure in that office was the longest in the history of the 

institution. He was only the second president to be elected from the faculty， 
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“the scourge of Manchuria as in all of China" (Christie， p.46). A rr町or

epidemic of cholera in 1919 took 10， 000 lives， 4， 50∞o in the city of Harbin 
alone (仏Lien白en任n-tトl-tぺt民ehWu叫1，‘.J

jβor t.山hμeMedical Pro..ψρs必sionω仰n I仇n Cω'hi，仰n叩1ωa，National Quarantine Service， 2 Peking 

Road， Shanghai， China， 1934). Typhus fever and typhoid fever were 

present. Osteomalacia covered almost all of Manchuria in a broad band 

(Maxwell，“Osteomalacia in ChinaヘChinaMedical Joumal， 37， no. 8， August 

1923: 625-42). Active syphilis was found in at least 15 percent of the 

patients in general hospitals， and in 30 percent of the troops. Malnutrition 

was commonplace. 

The medical problems of Manchuria drew worldwide attention in 1910-11 

when a devastating epidemic of pneumonic plague， spreading from North 

Manchuria， took 60， 000 lives. 

A plague conference with representatives from ten countries was convened 

in Mukden on April 3 to 28， 1911， with Baron Shibasaburo Kitasato， 

Japan's leading medical scientist and the first to identify the plague bacillus 

in 1910， in attendance. 

The people of Manchuria were completely ignorant of public health 

practices. According to Christie:“A man swallows the prescription along 

with the pill or crunches a clinical thermometer before he can be stopped" 

(Thirty Years in Mukden. 1883-1913， p.40). It was anxiety over safe-

guarding the health of their employees that contributed to the decision to 

establish a medical college. 

SbiJnpei Gotる

The m負jor force in the development of J apan's extensive programs in 

medicine and public health was a physician and surgeon， Shimpei Gotδ 

(1857-1929)， the first president of the railway company. A native of 

Iwate prefecture and a descendant of the famouus Rangakusha， Choei Takano， 

Gotδstudied at Fukushima Byoin Igakusho， a medical school attached to 

the Sukagawa Prefectural Hospital. After graduation he earned the doctor 

of medicine degree in Germany; on his return to J apan he was appointed 

director of the public health bureau in the home ministry， Naimusho. Gotδ's 
first major achievement in an illustrious career came during the Sino-J apanese 

421 ( 4 ) 



herself to have proprietary rights. Attempts by the two nations to reach a 

satisfactory solution fai!ed. 

This was the background against which ] apan attacked Russia at Port 

Arthur on February 8， 1904; war was officially declared two days later. 

Most of the fierce fighting was in South Manchuria. With ]apan's victory 

over Russia， the Portsmouth Treaty of September 5， 1905， restored Man-

churia to the exclusiv巴 administrationof China. The South Manchurian 

Railway and its holdings were transferred to ] apan， which thereby became 

a major power in China. 

On ]une 7， 1907， a ]apanese Imperial Ordinance established the South 

Manchurian Railway Company (Minami Manshu Tetsudo Kabu.shiki Kaisha， 

generally known as Mantetsu) as a joint holding corporation of the govern-

ment and private enterprise， with headquarters in Dairen. The railway 

opened up the richest part of China， heretofore undeveloped. Half of the 

original capital回 mefrom the government in Tokyo， and from the beginning 

it dominated the company， appointing its principal offi田町 controlling its 

financial operations， and reviewing all 0伍cialactions. 

One of the railway's more important activities was a program of research 

in China proper， established by Professor Santaro Okamatsu， which fell into 

three categories: socioeconomic; natural sciences and technology; and business 

and statistical. 

As with other large ]apanese corporations， the railway operated its own 

medical care programs and had hospitals in the seventeen major communities 

along its right-of-way， the largest being in Dairen， followed by Mukden and 

Fushun. They were staffed by Chinese doctors， the majority of whom had 

been trained in ]apan. Although pr泊larily for railway employees the 

hospitals also cared for the people of Manchuria. The railway also establi-

shed a Hygiene Institute in Dairen， with hygiene 0伍cers stationed in 

principal cities along the railway such as Changchun， Fushun， and Antung; 

isolation hospitals in Dairen and Port Arthur. 

Medical ProbleDls in Manchuria 

Manchuria was filled with massive medical and public health problems. 

Tuberculosis was described by Dugald Christie at the Mukden Hospital as 
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population， food supply， land transport， and military prowess could be 

overcome by building a Trans-Siberian railway to establish Russian landpower 

and launch an ambitious expansionist policy in the Far East. Construction 

of the railway was begun in 1891 and completed in 1903. 

In 1896 Russia and China signed a secret treaty of alliance under which 

the Russo・ChineseBank was to build the Chinese Eastern Railway across 

Manchuria. In 1898 Russia obtained a twenty-five-year lease of the sou-

thern tip of the Kwantung Peninsula， including the port of Dairen and the 

Port Arthur naval base， and the authority to connect these ports with the 

Chinese Eastern Railway and to build a South Manchurian Railway 

(SMR). 

China's late-nineteenth-century policy of avoiding foreign-financed and 

foreign-operated railways had been wrecked in the imperialist rush of 1898. 

Foreign controlled lines--Russian and ]apanese in Manchuria， German in 
Shantung and French in Yunnan had now become tools of economic 

imperialism， preliminary to opening mines， extracting resources， and exploiting 

markets (Fairbanks et al.， 1973， p.737). 

Russia's primary target in the Orient was . Manchuria， a land of vast 

uritapped natural resources. She was encouraged in this by France， with 

whom she had established an alliance， and by Germany. 

Meanwhile， ]apanese and Chinese conflicting claims on Korea resulted 

in the Sino-]apanese War， 1894-95， in which ]apan scored a dramatic and 

overJhelming victory. ]apan advanced rapidly as an economic and military 

power， assisted in part by a large indernnity from that war. ]apan also had 

her eye on Manchuria， not only for its natural resources， but as a fortr岱 S

against China to the south and Russia to the north. After China's defeat， 

Britain concluded that ]apan was the country most likely to offer resistance 

to Russian advanc叫 andan Anglo-]apanese alliance was signed on ]anuary 

30， 1902. 

Meanwhile， Russia took advantage of the preoccupation of the Western 

powers with the Boxer Rebellion and proceeded to absorb 島1anchuria;

troops poured in and when the rebellion was over Russia held most of the 

region. Russia's strategy in Manchuria became increasingly aggressive， calling 

for the occupation of parts of Korea， a country over which ] apan considered 
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THE HISTORY OF THE SOUTH MANCHURIA 

MEDICAL COLLEGE OF THE SOUTH 

MANCHURIAN RAIL W A Y 

Jo1m Z. Bowers， M.D.， Sc.D.， L.H.D. * 

and Akiko Kobayashi Bowers料

The South Manchurian Railway established the South Manchuria Medical 

College (Namman-Igaku-do) in Mukden， Manchuria， on ]une， 7， 1911. 

It soon became one of the leading medical schools in the ]apanese empire， 

as well as a leader among the American， British， Chinese， French， and 

German schools in China. 

Mter the Boxer Rebellion in 1900， the foreign powers established mewcal 

schools as part of their imperialist drive in China. The major effort of the 

British was in Hong Kong where the Hong Kong College of Medicine for 

Chinese was opened in 1887. It became the Faculty of Medicine of the 

newly founded University of Hong Kong in 1912. 

The major French effort was at Aurora University in Shanghai， where a 

medical school was established in 1913. 

A medical school， which became known as Tung-chむ or Paulun， Medical 

School， was established in Shanghai under German sponsorship in 1906. 

Early American efforts were led by missionaries and by American univer-

sities. The major American program was the Peking Union Medical College 

established in 1917 by the Rockefeller Foundation. 

The Russians made no significant efforts in the area of medical education. 

Background of the SouthおlanchurianRail‘vay 
In 1866 Tsar Alexander III concluded that all Russian weaknesses in 

* President of the Josiah Macy， Jr. Foundation， One Rockefeller Plaza New York， 
New York 10020. 

料 Weexpress our appreciation to President Michtio Okamoto for making available 
the archives of Namman-lgaku-do at Kyota university. 
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